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(1)

各会計別予算総括表 (単位：千円、％）

増　　　減 対前年度比

540,474,680 558,106,000 538,901,000 △ 19,205,000 96.6 

都 市 改 造 事 業 5,587,180 4,965,635 6,887,363 1,921,728 138.7 

国 民 健 康 保 険 事 業 101,789,245 100,825,463 117,844,519 17,019,056 116.9 

中 央 卸 売 市 場 事 業 4,849,741 2,805,571 3,345,955 540,384 119.3 

公 共 用 地 先 行 取 得 事 業 1,164,429 2,034,941 1,783,924 △ 251,017 87.7 

駐 車 場 事 業 335,210 301,011 233,070 △ 67,941 77.4 

公 債 管 理 124,485,297 125,767,554 128,818,651 3,051,097 102.4 

母 子 父 子 寡 婦 福 祉
資 金 貸 付 事 業 ※

76,803 142,819 181,954 39,135 127.3 

新 墓 園 事 業 1,090,808 906,857 746,699 △ 160,158 82.4 

介 護 保 険 事 業 59,535,511 64,358,774 68,040,137 3,681,363 105.7 

後 期 高 齢 者 医 療 事 業 9,457,901 10,764,619 10,882,041 117,422 101.1 

小　　　　計 308,372,125 312,873,244 338,764,313 25,891,069 108.3 

848,846,805 870,979,244 877,665,313 6,686,069 100.8 

下 水 道 事 業 74,421,506 85,533,668 89,220,467 3,686,799 104.3 

自 動 車 運 送 事 業 12,317,609 13,218,074 13,736,272 518,198 103.9 

高 速 鉄 道 事 業 60,449,703 48,457,654 47,470,462 △ 987,192 98.0 

水 道 事 業 39,847,406 46,608,467 43,719,695 △ 2,888,772 93.8 

ガ ス 事 業 51,234,060 58,935,639 59,753,584 817,945 101.4 

病 院 事 業 20,807,892 33,701,077 21,548,185 △ 12,152,892 63.9 

小　　　　計 259,078,176 286,454,579 275,448,665 △ 11,005,914 96.2 

1,107,924,981 1,157,433,823 1,153,113,978 △ 4,319,845 99.6 

※ 平成26年9月に「母子寡婦福祉資金貸付事業」から名称変更。

総　　　　　計

企

業

会

計

特

別

会

計

会　　計　　区　　分

平成27年度仙台市当初予算

比　　　　　較

一 般 会 計

一 般 会 計 ・ 特 別 会 計 合 計

平成27年度平成26年度
(参考)

平成25年度
決  算  額



(2)

〔歳　　入〕 (単位：千円、％）

金　　　額 構成比 金　　　額 構成比 増　　　減 対前年度比

市 税 178,395,400 32.1 180,483,300 33.5 2,087,900 101.2 

分 担 金 及 び 負 担 金 4,598,957 0.8 4,175,880 0.8 △ 423,077 90.8 

使 用 料 及 び 手 数 料 11,253,436 2.0 16,213,643 3.0 4,960,207 144.1 

財 産 収 入 3,448,666 0.6 3,693,581 0.7 244,915 107.1 

寄 附 金 50,000 0.0 50,000 0.0 0 100.0 

繰 入 金 111,126,155 19.9 82,019,272 15.2 △ 29,106,883 73.8 

繰 越 金 1 0.0 1 0.0 0 100.0 

諸 収 入 38,721,103 6.9 37,749,169 7.0 △ 971,934 97.5 

小 計 347,593,718 62.3 324,384,846 60.2 △ 23,208,872 93.3 

地 方 譲 与 税 2,874,001 0.5 2,747,001 0.5 △ 127,000 95.6 

利 子 割 交 付 金 322,000 0.1 250,000 0.0 △ 72,000 77.6 

配 当 割 交 付 金 229,000 0.0 669,000 0.1 440,000 292.1 

株式等譲渡所得割交付金 54,000 0.0 110,000 0.0 56,000 203.7 

地 方 消 費 税 交 付 金 13,943,000 2.5 17,723,000 3.3 3,780,000 127.1 

ゴルフ場利用税交付金 132,000 0.0 129,000 0.0 △ 3,000 97.7 

特別地方消費税交付金 1 0.0 1 0.0 0 100.0 

自 動 車 取 得 税 交 付 金 522,000 0.1 505,000 0.1 △ 17,000 96.7 

軽 油 引 取 税 交 付 金 8,414,000 1.5 7,786,000 1.4 △ 628,000 92.5 

国 有 提 供 施 設 等
所 在 市 助 成 交 付 金

146,000 0.0 182,000 0.0 36,000 124.7 

地 方 特 例 交 付 金 460,000 0.1 462,000 0.1 2,000 100.4 

地 方 交 付 税 32,119,408 5.8 25,623,358 4.8 △ 6,496,050 79.8 

交通安全対策特別交付金 383,000 0.1 357,000 0.1 △ 26,000 93.2 

国 庫 支 出 金 65,310,976 11.7 72,678,758 13.5 7,367,782 111.3 

県 支 出 金 26,454,596 4.7 25,657,236 4.8 △ 797,360 97.0 

市 債 59,148,300 10.6 59,636,800 11.1 488,500 100.8 

小 計 210,512,282 37.7 214,516,154 39.8 4,003,872 101.9 

558,106,000 100.0 538,901,000 100.0 △19,205,000 96.6 

平成27年度一般会計歳入歳出当初予算

自

主

財

源

依

存

財

源

合　　　　　　計

比　　　　　較平成27年度平成26年度
科　　　　目



(3)

○市税内訳 (単位：千円、％）

金　　　額 構成比 金　　　額 構成比 増　　　減 対前年度比

86,990,000 48.8 89,230,000 49.4 2,240,000 102.6 

60,372,000 33.9 64,033,000 35.5 3,661,000 106.1 

26,618,000 14.9 25,197,000 14.0 △ 1,421,000 94.7 

63,451,000 35.6 63,168,000 35.0 △ 283,000 99.6 

22,294,000 12.5 22,943,000 12.7 649,000 102.9 

31,674,000 17.8 30,904,000 17.1 △ 770,000 97.6 

9,483,000 5.3 9,321,000 5.2 △ 162,000 98.3 

1,151,000 0.6 1,215,000 0.7 64,000 105.6 

8,722,000 4.9 8,594,000 4.8 △ 128,000 98.5 

1,000 0.0 1,000 0.0 0 100.0 

100 0.0 1,000 0.0 900 1000.0 

192,300 0.1 193,300 0.1 1,000 100.5 

5,000,000 2.8 5,120,000 2.8 120,000 102.4 

12,888,000 7.2 12,961,000 7.2 73,000 100.6 

178,395,400 100.0 180,483,300 100.0 2,087,900 101.2 

○市債残高の推移 (単位：千円、％）

事 業 所 税

都 市 計 画 税

合　　　　　　計

特 別 土 地 保 有 税

入 湯 税

比　　　　　較平成26年度 平成27年度
科　　　　目

土 地

償 却 資 産 等

軽 自 動 車 税

市 た ば こ 税

鉱 産 税

市 民 税

家 屋

個 人

法 人

固 定 資 産 税

平成26年度末(2月補正) 平成27年度末(当初予算) 増減額 対前年度比

851,829,042 866,261,595 14,432,553 101.7 

うち通常債残高※ 469,267,114 470,223,840 956,726 100.2 

※ 　通常債残高とは、全体の残高から、臨時財政対策債等の特別な市債を除く建設事業等のための市債のうち、高速
鉄道建設基金により返済のための財源が手当てされる地下鉄東西線出資・補助金債を除いた市債の残高及び満期一
括償還に備えて市債管理基金に積み立てている額を除いたものである。

年度末市債残高



(4)

〔 　 　目的別〕 (単位：千円、％）

金　　　額 構成比 金　　　額 構成比 増　　　減 対前年度比

議 会 費 1,624,280 0.3 1,635,420 0.3 11,140 100.7 

総 務 費 39,680,292 7.1 40,630,864 7.5 950,572 102.4 

市 民 費 13,794,919 2.5 16,743,014 3.1 2,948,095 121.4 

健 康 福 祉 費 169,410,477 30.3 181,760,055 33.7 12,349,578 107.3 

環 境 費 15,267,375 2.7 16,065,810 3.0 798,435 105.2 

経 済 費 37,735,314 6.8 35,534,073 6.6 △ 2,201,241 94.2 

土 木 費 138,852,503 24.9 107,372,955 19.9 △ 31,479,548 77.3 

消 防 費 16,528,640 3.0 18,583,422 3.5 2,054,782 112.4 

教 育 費 39,936,154 7.2 41,195,898 7.6 1,259,744 103.2 

公 債 費 59,958,973 10.7 58,644,801 10.9 △ 1,314,172 97.8 

災 害 復 旧 費 6,815,766 1.2 5,516,092 1.0 △ 1,299,674 80.9 

諸 支 出 金 18,201,307 3.2 14,918,596 2.8 △ 3,282,711 82.0 

予 備 費 300,000 0.1 300,000 0.1 0 100.0 

558,106,000 100.0 538,901,000 100.0 △   19,205,000 96.6 合　　　　　　計

比　　　　　較平成27年度平成26年度
科　　　　目

○主な増減 (単位：千円)

　・総務費　　　防災対応型太陽光発電システム整備等3,158,468（皆増，環境費より）　

情報システムセンター業務管理2,242,152（+792,170）　土地開発公社貸付金0(△3,000,000)

　・市民費　　　区役所・総合支所庁舎維持修繕981,135（+723,193）　マイナンバー制度対応803,980（+643,625）　

　・健康福祉費　　　子ども・子育て支援新制度関連26,289,762(+8,691,863)　臨時福祉給付金1,421,045（皆増）

国保特会繰出12,643,846（+1,233,914）　敬老乗車証2,475,442（+615,289）

子育て世帯臨時特例給付金562,615（皆増）　

　・環境費 葛岡工場施設整備3,529,012(+3,436,710)　地球温暖化対策推進(復興)0(△2,483,300，総務費へ)

　・経済費　　　緊急雇用創出1,079,374（△2,902,355）　中小企業融資預託24,503,000（△979,000）

　・土木費　　　復興公営住宅建設21,294,466(△22,953,245）　

津波被災地域防災集団移転促進10,342,368（△8,224,368） 

造成宅地滑動崩落緊急対策837,690(△2,071,800)　

　・消防費　　　通信システム整備2,146,057（+1,300,756）　津波避難施設整備2,148,034（+520,947）　

　・教育費　　　市民センター建設697,285（+365,014）　少年自然の家解体285,906（皆増）　

小学校統合130,070（+116,888）　小学校振興388,873（+115,936） 

　・災害復旧費　　　　　　　公園緑地等災害復旧3,299,387（+2,208,767）　学校施設災害復旧115,408(△3,341,586)

海岸保全施設災害復旧0(△360,000)　

　・諸支出金　　　高速鉄道事業7,948,875（△3,518,780）　

歳出 



(5)

〔　  　 性質別〕 (単位：千円、％）

金　　　額 構成比 金　　　額 構成比 増　　　減 対前年度比

65,522,641 11.8 67,436,193 12.5 1,913,552 102.9 

91,729,184 16.4 100,319,789 18.6 8,590,605 109.4 

59,777,272 10.7 58,444,526 10.8 △ 1,332,746 97.8 

217,029,097 38.9 226,200,508 41.9 9,171,411 104.2 

127,072,046 22.8 103,969,115 19.2 △ 23,102,931 81.8 

補 助 97,439,224 17.5 70,797,553 13.1 △ 26,641,671 72.7 

単 独 28,851,822 5.2 32,390,562 6.0 3,538,740 112.3 

国直轄事業負担金 781,000 0.1 781,000 0.1 0 100.0 

県 営 事 業 負 担 金 0 0.0 0 0.0 0 －

6,815,766 1.2 5,516,092 1.0 △ 1,299,674 80.9 

133,887,812 24.0 109,485,207 20.2 △ 24,402,605 81.8 

8,794,728 1.6 8,892,582 1.7 97,854 101.1 

67,287,506 12.1 68,992,821 12.8 1,705,315 102.5 

51,934,980 9.2 46,791,892 8.8 △ 5,143,088 90.1 

7,670,623 1.3 9,604,266 1.8 1,933,643 125.2 

5,501,101 1.0 5,611,181 1.0 110,080 102.0 

30,635,936 5.5 25,741,638 4.8 △ 4,894,298 84.0 

35,064,217 6.3 37,280,905 6.9 2,216,688 106.3 

300,000 0.1 300,000 0.1 0 100.0 

558,106,000 100.0 538,901,000 100.0 △   19,205,000 96.6 合　　　　　　計

普 通 建 設 事 業 費

予 備 費

物 件 費

補 助 費 等

積 立 金

投 資 及 び 出 資 金

貸 付 金

繰 出 金

維 持 補 修 費

義 務 的 経 費 計

投 資 的 経 費 計

災 害 復 旧 事 業 費

比　　　　　較平成26年度

公 債 費

平成27年度

科　　　　目

人 件 費

扶 助 費

歳出 



(6)

〔       通常分・震災分内訳〕 （単位：千円）

通常分 震災分

議 会 費 　 1,635,420 1,635,420

総 務 費 40,630,864 33,384,859 7,246,005

市 民 費 16,743,014 16,614,007 129,007

健 康 福 祉 費 181,760,055 180,336,021 1,424,034

環 境 費 16,065,810 16,031,440 34,370

経 済 費 35,534,073 32,802,467 2,731,606

土 木 費 107,372,955 56,284,290 51,088,665

消 防 費 18,583,422 15,930,737 2,652,685

教 育 費 41,195,898 40,947,988 247,910

公 債 費 58,644,801 57,704,688 940,113

災 害 復 旧 費 5,516,092 686,906 4,829,186

諸 支 出 金 14,918,596 14,415,389 503,207

予 備 費 300,000 300,000

合　　　　　計 538,901,000 467,074,212 71,826,788

科　　　　　目 金　　　額 備考

歳出 



（9）

学びを多彩な活力につなげる都市づくり（学び活力） （単位：千円）

頁

創造都市推進 341,409 21

ミュージアム連携 (一部再掲) 23,634 22

学都推進 (一部再掲) 37,462 23

確かな学力育成 (一部再掲) 1,132,429 24-26

情報モラル教育推進事業 1,120 26

仙台子ども体験プラザ運営管理 52,530 26

学校教育施設整備 (一部再掲) 5,989,284 27

学校給食センター整備事業 (一部再掲) 24,557 28

給食センター対象校アレルギー対応拡充 18,305 28

中学校区・学びの連携モデル事業 4,432 29

学校支援地域本部 (一部再掲) 48,240 29

いじめ・不登校対策 43,255 30

文化振興 (一部再掲) 462,339 31

音楽ホール整備検討調査 20,000 31

スポーツ推進 (一部再掲) 143,591 32-33

スポーツコミッション運営等 10,228 33

地域で支えあう心豊かな社会づくり（地域支え合い）　　その１ （単位：千円）

頁

男女共同参画の総合的推進 597,504 34

働く女性の活躍推進 1,710 34

市民健康づくり推進 (一部再掲) 6,626,625 35-36

介護サービス基盤整備促進 (一部再掲) 1,263,551 37

総合的な介護予防推進 〔一部特別会計〕 (一部再掲) 237,430 38

障害者施設整備 (一部再掲) 309,845 39

グループホーム整備促進補助 30,000 39

子ども・子育て支援新制度推進 (一部再掲) 26,289,762 40-42

認可保育所整備等 1,986,783 40

認定こども園整備等 97,150 40

共同型事業所内保育事業設置促進 21,000 40

保育士資格及び幼稚園教諭免許取得等支援 13,641 41

放課後児童健全育成事業の充実 3,297,599 41

病児・病後児保育 47,745 42

すこやか子育てプラン推進 (一部再掲) 32,139,988 43-44

児童クラブ受入れの拡大等 244,149 43

低所得世帯の子どものための学習サポート事業 64,342 43

緊急輸送道路防災対策 (再掲) 1,507,006 45

下水道地震対策・長寿命化 〔企業会計〕 2,067,887 46

下水道浸水対策 〔企業会計〕 3,572,358 47

上水道施設災害対策 〔企業会計〕 (一部再掲) 6,138,736 48

都市ガス防災対策強化 〔企業会計〕 (一部再掲) 984,804 49

地域福祉の推進 (一部再掲) 902,424 50

生活困窮者自立支援 173,074 50

高齢者保健福祉の推進 〔一部特別会計〕 (一部再掲) 3,918,887 51-52

高齢者生活支援団体等実態調査 3,900 51

地域包括支援センター運営（特別会計） 959,194 51

障害者保健福祉の推進 20,158,376 53-54

難病法等施行対応 1,550 54

障害者差別解消 4,328 54

救急体制整備 305,441 55

病院群当番制運営事業 141,282 55

事　　業　　名 事　業　費

事　　業　　名 事　業　費
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地域で支えあう心豊かな社会づくり（地域支え合い）　　その２ （単位：千円）

頁

消防団装備拡充整備 38,681 56

地域安全対策 67,405 57

空き家対策 (再掲) 4,046 58

消費者支援 (一部再掲) 27,324 59

民間建築物耐震化等促進 316,102 60-61

民間大規模建築物耐震化促進 77,752 60

中央卸売市場運営管理 〔特別会計〕 976,444 62

有害鳥獣対策 (一部再掲) 24,402 63

墓園整備事業 〔一部特別会計〕 829,698 64

返還墓所再整備 63,503 64

自然と調和した持続可能な都市づくり（自然都市） （単位：千円）

頁

杜の都環境プラン（仙台市環境基本計画）の推進 7,400 65

低炭素都市づくり推進 (一部再掲) 190,910 66

地球温暖化対策推進計画改定 10,005 66

環境交流サロン移転・拡充 9,933 66

ごみ減量・リサイクル推進 (一部再掲) 3,628,669 67

百年の杜づくり推進 (一部再掲) 714,592 68

機能集約型市街地の形成と良好な郊外居住地域づくり (一部再掲) 1,344,587 69

ストック活用型都市再生推進 20,000 69

地下鉄東西線建設 〔企業会計〕 15,674,941 70

東西線フル活用プラン推進 (一部再掲) 452,138 71-72

市民協働での機運の向上・盛り上げ等 141,162 71

駅上部空間等の利活用 95,470 71

商店街にぎわい創出・基盤整備支援事業 25,550 72

東西線関連道路整備 （再掲） 3,295,681 73

公共交通活性化等推進 (一部再掲) 791,153 74-75

新たな都市交通政策検討調査 12,000 74

東西線沿線駐車場施策検討調査 5,000 74

ＩＣ乗車券導入 〔企業会計〕 462,803 76

土地区画整理 〔一部特別会計〕 (一部再掲) 8,572,530 77-78

市営住宅建設等 (一部再掲) 23,334,405 79

杜の都の風土を育む景観形成推進 (一部再掲) 25,374 80

都市計画街路整備 (一部再掲) 7,576,738 81

道路新設改良 (一部再掲) 11,941,631 82

橋りょう整備 (一部再掲) 2,178,386 83

杜の都の自転車プラン推進 (一部再掲) 1,247,326 84

人をひきつけ躍動する仙台の魅力と活力づくり（魅力活力）　　その１ （単位：千円）

頁

産業活性化・雇用対策推進 (一部再掲) 29,039,933 85-86

国家戦略特区の指定に向けた取組み 10,740 85

中小企業活性化基金設置 3,000,000 85

起業支援 34,832 85

地元企業人材育成・確保支援 9,722 86

ＩＴ産業国際連携促進 5,436 86

観光振興 (一部再掲) 1,338,051 87-88

仙台駅総合観光案内所建替え 75,000 87

るーぷる仙台新規バス車両導入 57,551 87

産学連携推進 24,506 89

事　　業　　名 事　業　費

事　業　費事　　業　　名

事業名 事業費
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人をひきつけ躍動する仙台の魅力と活力づくり（魅力活力）　　その２ （単位：千円）

頁

青葉山公園整備 (再掲) 673,982 90

八木山動物公園魅力アップ (一部再掲) 846,100 91

開園50周年・地下鉄東西線記念事業 4,730 91

国際経済・国際観光推進 (再掲) 109,456 92

国際姉妹都市・友好都市等との交流 (再掲) 10,546 93

慶長遣欧使節400周年記念・イタリア関連事業 3,543 93

クリエイティブ産業振興 17,188 94

農林業振興 (一部再掲) 1,552,710 95-96

農業の高付加価値化推進 316,588 95

ほ場整備関連農地集積促進 85,050 96

緊急雇用対策 (一部再掲) 1,079,374 97

公園整備 (一部再掲) 4,121,423 98

（単位：千円）

頁

多様な主体による新しい協働の推進 (一部再掲) 212,494 99

多様な市民活動促進 171,974 99

まちづくり活動支援 14,940 99

市民協働事業提案制度 15,890 99

(一部再掲) 167,056 100-101

地域力の創造支援 3,000 100

地域活性化の推進 31,500 100

町内会合併支援サポート 1,000 100

市民センターによる地域づくり支援 24,788 102-103

地域施設整備 (一部再掲) 2,274,369 104-105

市民センター整備 958,179 104

コミュニティ・センター整備 975,171 105

総合計画の推進 39,850 106

政策推進検討調査等 30,316 106

持続可能な行財政基盤の確立 (一部再掲) 6,144,303 107-108

公共施設総合マネジメント推進 11,614 107

公共施設の長寿命化の推進 5,971,076 107

科学館ＰＦＩ導入検討 20,161 108

人材育成機能の強化等 (一部再掲) 11,601 109

人材育成機能の強化 5,379 109

情報化人材の育成 5,149 109

（単位：千円）

頁

仙台経済成長デザイン 〔一部特別会計〕 (一部再掲) 15,832,715 110-113

公共用地先行取得 1,041,023 114

区関係予算 (再掲) 115

青葉区 115

宮城野区 116

若林区 117

太白区 118

泉区 119

※ 次頁以降、組織名称は平成27年1月現在のものである。

市民協働による地域づくりの推進

未来に責任を持つ都市経営（都市経営）

事　　業　　名 事　業　費

事業名 事業費

その他

事　　業　　名 事　業　費
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1 事業名 津波防災・住まい再建プロジェクト

2 当初予算額 3 担当課

4 事業目的

5 事業概要

(1)　津波から命を守る多重的な減災対策の推進
①　県道かさ上げによる「津波減災」

・東部復興道路整備（※）

②　避難のための施設の確保
・津波避難道路整備（※）

・津波避難施設整備（※）

・津波浸水区域避難経路整備（※）

③　津波等避難支援
・津波情報伝達システム整備等

・防災ハザードブック等の作成（※）

150,090 千円
避難施設の整備計画と整合を図りながら、集落等からの津波避難経路の設

定を行い、必要な道路整備及び案内誘導標識等の設置を行う。平成27年度に
ついては測量・設計及び案内誘導標識等の設置を実施する。

75,792 千円
48,468 千円

津波発生時の速やかな避難行動を可能とするため、津波情報伝達システム
をはじめとした情報伝達手段の拡充により、沿岸部の住民や海浜利用者等に
津波警報等の迅速な伝達を行う。

27,324 千円

7,024,037 千円

復興プロジェクト

49,075,725 千円

危機管理室防災都市推進課、減災
推進課、復興事業局事業計画課、
蒲生北部整備課、都市整備局都市
計画課、区画整理課、復興公営住
宅室、建設局道路計画課、南道路
建設課等

津波により甚大な被害を受けた東部地域の再生に向け、市民の命と暮らしを守る
「減災」まちづくりを進めるため、移転などによる安全な住まいの確保と、かさ上げ
道路や避難施設など「命を守る」基盤整備を一体的に推進する。

2,751,643 千円

2,148,034 千円

453,519 千円
拠点や主要施設、市街地を結ぶ地域の幹線道路について、津波が発生した

際に、自動車等による避難に配慮した整備を行う。平成27年度については、
用地取得及び移転補償を実施するとともに、一部区間について改良工事に着
手する。

4,196,602 千円

防災集団移転促進事業などと一体となって、既存集落の安全性の向上や集
団移転先の確保、安全な経済活動を可能とするため、拠点間を結ぶ主要な幹
線道路である県道塩釜亘理線などの道路について、津波たい積土砂などを活
用しながらかさ上げを行う。平成27年度については、工事を本格化し、路線
全体において盛土工事等を実施する。

住民説明会や有識者委員会での意見等を踏まえ策定した「津波避難施設の
整備に関する基本的考え方」等をもとに、「津波から命を守る」ための避難
施設を新たに整備する。平成27年度については、設計、敷地の造成等が完了
したところから工事に着手する。（新規10箇所）

市民が様々な自然災害（地震、津波、内外水害、土砂災害など）から身を
守ることができるよう、日ごろから居住地域等の危険性を把握し、各種災害
に対応する安全確保行動のための情報を発信するため、ハザードブック等を
作成する。
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(2)　安全な住まいの確保
①　津波被災地域防災集団移転促進

②　津波被災地域がけ地近接等危険住宅移転

③　蒲生北部地区復興再整備（特別会計）（※）

④　津波被災地域まちづくり活動助成
・防災集団移転促進まちづくり活動支援

・東部浸水区域コミュニティ等再形成活動支援

⑤　東部市街地排水施設整備（※）

⑥　津波被災地域住宅再建支援

⑦　津波被災地域まちづくり支援

635,805 千円
津波による危険性が高い地区（災害危険区域）について、住民の移転の促進

を図るため、移転に要する費用の一部を補助する。

42,051,688 千円
10,342,368 千円

2,455,498 千円
蒲生北部地区において、都市基盤の再整備と防災集団移転促進事業移転跡地

等の整理･集約を目的とする土地区画整理事業等を実施する。

9,700 千円
3,000 千円

集団移転を促進するため、移転対象者の移転先におけるまちづくり検討や
新たなコミュニティ形成に資する活動、生活再建に向けた取組みを支援する
ため各種活動に必要な経費を助成する。

2,822,060 千円

4,081,274 千円
　東部地域における防災集団移転の移転先の整備にあわせ、雨水排水施設の整
備を行う。

6,700 千円
津波防災施設整備後も浸水が予測される区域（災害危険区域を除く）にお

ける現地再建等のコミュニティの維持・再形成等の活動を支援するため、事
務的経費や仮設集会所のリース料などを助成する。

13,000 千円
津波防災施設整備後も浸水が予測される区域（災害危険区域を除く）におけ

る、今後の安全・安心なまちづくりやコミュニティ再生を進めるために、将来
に向けたまちづくり計画の作成や、これに基づく取組みなどに対する支援を行
う。

津波により被災した本市東部地域において、様々な津波防災施設の整備を
行ってもなお津波による危険性が高い地区（災害危険区域）について、住民の
集団移転の促進を図るため、移転先の整備を行うとともに、住民の移転に要す
る費用の一部を補助する。

津波により被災した本市東部地域における防災性の向上及び速やかな住宅再
建の促進を図るため、安全な地域への移転や現地における宅地防災対策、建替
え、修繕に対し本市独自の支援を行う。
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⑧　復興公営住宅建設（※）
　

・ 復興公営住宅建設

・東部集団移転・東部浸水区域対応復興公営住宅建設

・復興公営住宅公募買取

・その他

⑨　復興公営住宅管理（※）
・復興公営住宅管理

　復興公営住宅の入居者募集や施設管理等を行う。
・復興公営住宅集会所備品購入費補助

　復興公営住宅の集会所運営に関し、必要な備品等の購入費を補助する。

21,294,466 千円

397,517 千円

1,506,481 千円

75戸 H26～H27建設工事・工事監理

17戸 H26～H27建設工事・工事監理 477,223 千円

9,751,362 千円
（仮称）霊屋下
第二

88戸
H25～H26建設工事・工事監理、
H27外構工事

14,068 千円

（仮称）角五郎 47戸
H26土地・建物取得、H26～H27改
修工事・工事監理

567,987 千円

1,544,117 千円

（仮称）荒井南
第二

55戸 H26～H27建設工事・工事監理 1,455,758 千円

517,542 千円

（仮称）茂庭第
二

100戸

379,917 千円

17,600 千円

（仮称）鶴ケ谷
第三

（仮称）六郷（東部浸
水区域対応集合）

（仮称）荒井南

H26～H27建設工事・工事監理

震災により住宅を失った被災者が低廉な家賃で入居できる復興公営住宅につ
いて、コミュニティの維持や福祉・環境の面にも配慮しつつ、本市による建設
に加え、民間住宅の買い取りなどの手法も活用し整備する。

東部防災集団移転に対応した戸建住宅・集合住宅のほか、津波浸水区域に
住宅を所有していた世帯が、地域コミュニティ形成の観点からまとまって入
居できる復興公営住宅を整備する。

民間事業者が有する情報や技術力等を活用し復興公営住宅の早期供給を図
るため、平成24年度に公募により選定した事業者から買い取りによって整備
する。平成27年度は4地区の建物買取を行う。

98戸
H27定期借地権設定・建物買取取
得

688 千円

H24～H26用地取得、H25～H26造
成工事、H26～H27建設工事

805,101 千円

（仮称）荒井西（東部
集団移転対応集合）

H26用地取得、H26～H27建設工事 458,725 千円

8,254,567 千円

東部集団移転対応住宅
戸建

（仮称）卸町 2,990,822 千円

3,287,849 千円

（仮称）岡田（東部浸
水区域対応集合）

H26用地取得・造成工事、H26～
H27建設工事

2,701,387 千円

H26用地取得・造成工事、H26～
H27建設工事
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1 事業名 市街地宅地再建プロジェクト

2 当初予算額 3 担当課

4 事業目的

5 事業概要

安全な暮らしに向けた宅地復旧・再建
(1)　被災宅地復旧

①　造成宅地滑動崩落緊急対策

②　その他事務経費等

(2)　被災宅地再建支援

(3)　被災宅地防災集団移転促進

(4)　被災宅地がけ地近接等危険住宅移転促進

復興プロジェクト

1,347,430 千円

837,690 千円

復興事業局宅地保全調整課

地すべりや擁壁崩壊などの甚大な被害が発生した市街地の丘陵地区等の宅地につい
て、国の宅地復旧関連事業により復旧を推進する。

国の支援制度の対象とならない被災宅地については、本市独自の支援制度により復
旧費用の一部を助成するなど被災宅地の早期再建を促進する。

19,500 千円

423,064 千円

742,000 千円

67,176 千円

95,690 千円

丘陵地区等において震災により広範囲にわたり宅地に地すべりや崩壊があっ
た地区、造成法面や擁壁等が大規模に損壊した箇所について、再度の災害を防
止する観点から造成宅地滑動崩落緊急対策事業を行う。

公共事業の対象とならない復旧工事を宅地所有者が実施する場合において、本
市独自の支援制度により復旧費用の一部を助成し、被災宅地の早期再建を支援す
る。

丘陵地区等において震災により広範囲にわたり宅地に地すべりや崩壊があった
地区、造成法面や擁壁等が大規模に損壊した箇所で、現地復旧が困難な地区にお
いて防災集団移転促進事業を行う。

丘陵地区等において震災により大規模な宅地被害を受け、防災集団移転促進事
業対象となった地区の住民について、居住者自身による移転を支援する。
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1 事業名 生活復興プロジェクト

2 当初予算額 3 担当課

4 事業目的

　

5 事業概要

(1) 被災者生活再建支援
①　世帯状況等に関する調査

②　ひとり暮らし高齢者等生活支援システム運用

③　被災者生活再建相談等
　

④　専門家による相談支援

⑤　被災者住宅再建相談支援

⑥　復興公営住宅等入居支援金

⑦　専任弁護士による相談支援体制構築

被災者生活再建支援法に基づく加算支援金が支給されない世帯を対象に、転
居する際の負担を軽減するため、復興公営住宅等入居支援金を支給する。

2,300 千円

617,004 千円

49,353 千円

7,525 千円

専門家団体と連携し、派遣された弁護士等専門家による法律や相続登記等に
関する無料相談会の定期的な開催や、被災者支援に携わる職員への助言を行
う。

350,888 千円

応急仮設住宅等に入居する65歳以上のひとり暮らし高齢者や、18歳以上のひ
とり暮らしの重度身体障害者等に加え、80歳以上の方がいる高齢者のみの世帯
に対し、緊急時の対応機能を備えた機器を貸し出し、毎日を安心して過ごして
もらうための緊急通報や、見守り、さらには孤独感の解消を目的とした日常会
話サービスを提供する。

復興プロジェクト

770,427 千円

総務局広報課、復興事業局生活再
建推進室、市民局広聴統計課、市
民協働推進課、健康福祉局高齢企
画課、介護予防推進室、健康増進
課、子供未来局子育て支援課、経
済局地域産業支援課、教育局教育
相談課

被災者一人ひとりの暮らしの復興に向け、関係機関と連携しながら、雇用・就労等
の経済基盤確立や住まいの確保など、総合的な生活再建支援を進めるとともに、被災
された方々が、安心して生活再建に取組むことができるよう、心と身体の健康の確保
に向け、一人ひとりの状況に合わせたきめ細かな支援を行う。

関係機関と連携しながら、応急仮設住宅入居者等を対象に、今後の住まいの
再建に向けた相談・支援を、生活再建支援員の訪問等により実施する。

1,982 千円

不動産団体と連携しながら、民間賃貸住宅等による再建を希望する方に対す
る相談会の開催や、不動産賃貸等に関する情報誌の作製・配布などにより、住
まいの再建に向けた支援を行う。

応急仮設住宅から新たな住まいへの移行に際し、さまざまな理由で法的な整
理や手続きが必要となる世帯に対して、専任した弁護士と連携して、具体的な
対応策の検討や手続き支援を行う。

被災者の生活再建支援のため、応急仮設住宅入居者を対象とした世帯状況
や住まいの再建方針等に関する調査を定期的に実施する。

58,758 千円

11,000 千円

新 
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⑧　プレハブ仮設住宅防犯対策

⑨　被災者支援システム運用等
　

⑩　被災者伴走型生活支援事業

(2) 地域経済活性化・雇用対策（震災対応分）（※）
・キャリア・コンサルティング

(3) 被災者健康支援（※一部・含緊急雇用）

(4) 被災者向け介護予防運動教室（※）

(5) 震災に伴う子どもの心のケア
①　震災に伴う児童生徒の心のケア

②　幼児健康診査等における子どもとその保護者に対する心のケア（※）

(6) 被災者等への情報提供
①　復興定期便の送付

　

②　被災者支援情報ダイヤル運営

③　震災復興支援ラジオ番組制作・放送
　

32,363 千円
震災の影響による児童生徒の心のケアを適切に行うため、被災校をはじめと

した市立学校に対し、スクールカウンセラーの配置の充実や「心とからだの健
康調査」を行うなど、学校における中長期的な取組みを実施する。

4,113 千円
地域密着型のコミュニティＦＭの3局ネットにより、仙台市や市民の復興への

取組みに関する情報や防災情報などをきめ細かに提供する。

7,623 千円
幼児健康診査等の機会を活用した震災後の子どもと保護者に対する心と身体

の状況把握と必要な相談・支援を実施する。

4,230 千円

被災者への情報提供の充実を図るため、希望する被災者に対して様々な生活
支援情報を定期的に送付する。

17,876 千円

39,986 千円

被災者の住まいの再建支援や就労支援、ひとり暮らし高齢者の見守り支援
等、一人ひとりにきめ細かな各種支援を確実かつ効率的に行うため、応急仮設
住宅入居者情報や義援金、罹災証明等の情報を一元的に集約・管理する被災者
支援システムの運用等を行う。

41,771 千円

26,219 千円

15,753 千円
　プレハブ仮設住宅について、防犯・安全の確保に努めるため、警備業者によ
る夜間巡回を行う。

77,674 千円
  応急仮設住宅に入居している被災者を対象に、「絆支援員」が訪問・相談な
どを行い、地域団体や関係機関と連携を図りながら生活再建支援を行う。ま
た、恒久住宅への速やかな移転が困難な被災者に対して、転居のための総合的
な相談と支援を実施する。

863 千円

82,949 千円

3,406 千円

被災された方々の心と身体の健康状態を把握し、健康づくりや介護予防、心の
ケアなど一人ひとりの状況に合わせたきめ細かな健康支援を行う。

　震災により離職を余儀なくされた方等が抱える就業に対する課題などにつ
いて、その解決を支援するため、個々に応じた助言等を行う。

新 
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1 事業名 農と食のフロンティアプロジェクト

2 当初予算額 3 担当課

4 事業目的

5 事業概要

(1) 被災農業者等経営支援

①　地域農業経営再開復興支援

②　東日本大震災農業生産対策交付金（※）
③　農業生産早期再興対策（※）
④  農業生産復旧促進（※）
⑤　農業法人等育成支援

⑥　アグリヒロイン育成

⑦　農地利用集積促進（※）
⑧　野菜・花きパイプハウス緊急設置補助
⑨　農地小がれき処理
⑩　ほ場整備関連農地集積促進（※）

(2) 農と食のフロンティア創造推進

①　農と食のプロジェクト推進コーディネート

②　集落営農推進講座

  ６次産業の担い手となる農業者の育成を図るための研修等を実施する。

復興プロジェクト

21,845 千円
東部地域を農と食のフロンティアとして再生し、収益性の高い農業を実現する

ため、農業者以外の事業者とのコーディネートや人材育成を行うとともに、６次
産業化に必要な設備の導入や商品開発等を支援する。

農業経営の再開と地域農業の復興を目指すため、仙台市地域農業基盤強化プ
ランを作成し、集落を基盤とした復興後の地域の中心となる個別経営体や、集
落営農組織等の農業を営む経営体の育成、担い手への農地集積等に必要な取組
みを支援する。

833,516 千円

地域農業の復興を目指し、担い手への農地集積を図るとともに、より収益性の
高い作物の栽培等をはじめとする経営体の強化に向けた取組みを支援する。

6,625 千円

150,000 千円
75,000 千円

85,050 千円

4,500 千円

農業法人等の新商品導入・経営の多角化や農業イベント開催等の地域交流促
進に関する支援を行い、高収益化や顧客志向の生産活動の促進を図る。

500 千円
次世代を担う女性農業者等の育成に向け、農業生産・加工・販売知識等の習

得・実践やネットワークづくりの支援を行う。

22,500 千円
5,000 千円

6,000 千円

仙台東地区ほ場整備事業の加速化を図るため、農地集積による助成金を通年
施行に伴う農業者への休耕補償に充当し、ほ場整備工事を促進させる。

農産物のブランド化など収益性の高い農業に向けて、農業者と大学、企業等
のニーズ・シーズを結びつけ、事業化までのサポート等を行う。

2,000 千円

308,096 千円

被災した東部地域の農業再生と営農再開に向けた支援や農業生産活動の安定化のた
めの基盤整備を行う。

また、事業者、研究機関等との連携・協働による新商品の開発等を進めるなど東部
地域を「農と食のフロンティア」として再生し、その支援拠点となる施設の改修等を
行う。

660,771 千円

1,500 千円
集落営農組織等の経営基盤の強化のため、地域の担い手として積極的に組織

運営を行う人材の育成や、今後の経営計画策定の支援を行う。
③　６次産業化人材育成

13,495 千円

経済局東部農業復興室、農業振興
課

新 

新 

新 
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(3) 農業園芸センター再整備（※）

350 千円

④　６次産業化推進補助 2,000 千円

⑤　地場産農産物販路構築

150,900 千円
被災した農業園芸センターを、「農と食のフロンティアプロジェクト」の支援

拠点施設として、民間活力の導入により再整備・運営するにあたり、市民農園な
ど既存施設の改修を行う。

６次産業化向けた取組みを後押しするため、加工・販売に必要な初期投資等
に対する補助を行う。



－9－

1 事業名 海辺の交流再生プロジェクト

2 当初予算額 3 担当課

4 事業目的

　

5 事業概要

(1) 海岸公園再整備（※）
 

(2) ふるさとの杜再生プロジェクト

・市民植樹の実施（海岸公園蒲生地区）

復興のシンボルにふさわしい公園として、来園者がより安全で快適に利用でき
るよう、施設の復旧を進めるとともに、避難の丘をはじめとした防災機能を追加
するなど、防災の視点や自然環境に配慮しながら再整備を行う。

東日本大震災により甚大な被害を受けた東部地域のみどりの再生に当たり、
「杜の都・仙台」の復興のシンボルとして、新たな杜の都のみどりを育む取組み
を、市民・ＮＰＯ・企業等の力を結集し、継続的に進めていく。

多くの市民が再び海や自然と触れ合うことができる魅力的な交流ゾーンとするた
め、本市の貴重な自然環境である蒲生干潟や井土浦等の東部海岸を国・県等の関係機
関と連携して再生する。

10,680 千円

復興プロジェクト

4,451,482 千円 建設局百年の杜推進課、公園課

4,440,802 千円
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1 事業名 防災・仙台モデル構築プロジェクト

2 当初予算額 3 担当課

4 事業目的

　

5 事業概要

(1) 仙台市地域防災計画の見直し

①　地域防災計画の見直し
・防災会議等の開催
・地域防災計画、避難所運営マニュアル（地域版）の配布等

②　帰宅困難者対策

(2) 避難所等防災体制の充実強化
①　防災対応型太陽光発電システム整備（※）

②　民間施設再生可能エネルギー等導入（※）

③　災害用資機材・備蓄等強化
・避難所等備蓄物資、備蓄食料
・女性等に配慮した備蓄物資
・指定避難所等備蓄物資拡充
・簡易組立トイレ
・備蓄物資保管倉庫設置
・コミュニティ防災センター維持管理

・福祉避難所用資機材、備蓄物資整備補助（※）

・原子力防災対策資機材
　

未曾有の災害を経験した都市として、その教訓を生かしながら、避難所運営体制の
強化や機能の見直し、自助・共助を促進するための普及啓発活動や「地域防災リー
ダー」の育成、学校での新たな防災教育などに取組むことにより、防災に関する「仙
台モデル」を構築する。

復興プロジェクト

3,073,373 千円

75,000 千円

震災時の課題を踏まえ、帰宅困難者への対応を検討するとともに、企業など
に一斉帰宅を抑制するための啓発などを行う。

28,188 千円
震災の教訓や近年の災害を踏まえて見直しを行った地域防災計画について、よ

り実効性を確保するため不断の見直しを行うとともに、避難所運営や帰宅困難者
対策等に関する施策の推進を図る。

19,542 千円

危機管理室防災都市推進課、減災
推進課、まちづくり政策局エネル
ギー政策室、健康福祉局総務課、
障害者支援課、高齢企画課、保健
医療課、環境局環境企画課、廃棄
物管理課、都市整備局住環境整備
課、消防局管理課、予防課、教育
局教育指導課、教育センター

19,096 千円
17,130 千円

3,375,400 千円

39,978 千円

8,646 千円

3,340 千円

157,019 千円
39,919 千円

3,824,422 千円

5,993 千円

16,072 千円

地域住民など不特定多数の人が利用する、災害時において地域の防災拠点
となりえる施設（医療施設、公共交通機関の施設、福祉避難所等）を対象と
して、太陽光発電設備施設等の導入費用に対し1/2の補助を実施する。

環境負荷の低減と併せ防災性の向上を図るため、災害時に避難所となる小
中学校等に太陽光発電と蓄電池を組み合わせたシステムを導入する。

原子力災害対策として、モニタリングポストの運用や、放射線モニタリン
グに必要となる資機材の購入及び整備等を行う。

15,491 千円
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④　災害対応自家用給油取扱所整備

(3) デジタル防災行政用無線運用

(4)「防災人」づくり
①  防災意識の普及・啓発

・防災啓発イベント開催
・地震体験車運営等
・防災パネル展示・作成
・個人・家庭における「自助」の促進
・防災ハザードブック等の作成（※）

②  地域防災リーダー養成 　
　

③  新たな防災教育推進事業

④　マンション防災マニュアル作成支援

・防災教育副読本改訂 5,745 千円

平成24年度から市民センター、コミュニティ・センター及び福祉避難所等へデ
ジタル防災行政用無線の拡充配備を進めており、平成27年度も継続して避難所等
（17箇所）への配備を推進するとともに、災害時における輻輳を軽減するため、
既存施設の機能を増設して回線数を増強する。

11,478 千円
1,234 千円

4,038 千円

341,674 千円

8,888 千円

・新たな防災教育推進 3,143 千円

6,234 千円

79,160 千円
55,374 千円

本市独自のプログラムにより自主防災活動の中心となる「地域防災リー
ダー」の育成及びフォローアップを行うとともに、新しい手法の訓練等を働
きかけるなど、地域の自主防災活動を支援する。

震災の教訓・体験を踏まえ、本市の学校教育における新たな防災教育の充
実に資するため、推進取組発表校を指定し、学校や地域の実態に応じた取り
組みを行うとともに、文部科学省より研究開発学校（1校）の指定を受け、防
災安全科の創設など先導的な研究を行う。また、本市独自の防災教育副読本
の改訂を行い、全市立小中学校に配付する。

分譲マンションにおける「防災マニュアル」の作成を支援するため、マン
ション管理組合等に専門家（マンション管理士等）を派遣する。

大震災における経験を風化させずに、市民一人ひとりが自分の身を守るた
めの知識や避難所の開設・運営方法を習得するとともに、住宅の耐震化、家
具の転倒防止、非常持ち出し品の準備等個人・家庭での備え「自助」の取組
みを促進できるよう、効果的かつ戦略的な防災意識の普及・啓発を行う。

大規模災害発生時に消防・救急車両等の災害対応車両へ、安定した燃料供
給を確保するため、ガソリン及び軽油を給油可能な自家用給油取扱所を整備
する。

11,300 千円
27,324 千円

8,664 千円

70,008 千円
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1 事業名 省エネ・新エネプロジェクト

2 当初予算額 3 担当課

4 事業目的

　

5 事業概要

(1) エコモデルタウン推進（※）

(2) 次世代エネルギー創出促進（※）
①　次世代エネルギー源立地促進

②　藻類バイオマスプロジェクト

③　有機薄膜太陽電池プロジェクト

949 千円

田子西地区と荒井東地区において、民間資本との協働によりエコモデルタウン
事業に取り組み、特定のエネルギーに過度に依存せず、エネルギー効率の高い地
域モデルの形成を進める。

1,473 千円

まちづくり政策局エネルギー政策
室

462 千円

環境負荷が少なく、安定的に供給されるエネルギーを確保・有効活用する都
市の構築に向け、民間事業者によるクリーンエネルギーを使った発電設備の設
置や次世代エネルギーの研究開発プロジェクト等の誘致を図る。

南蒲生浄化センターを拠点とした屋外パイロットプラント設置・運用に伴う
大学との調整を行うほか、プロジェクトの継続的な推進に向けた関係省庁との
協議や、市民等への情報発信を行う。

民間企業と連携した実証実験を引き続き行うとともに、有機薄膜太陽電池を
活用した製品開発などを目的とした地域企業向けの交流会等を実施する。

3,372 千円

新たな市街地形成が予定される地区において、民間資本との協働によりエコモデル
タウン事業に取り組み、特定のエネルギーに過度に依存せず、かつエネルギー効率の
高い都市を目指すとともに、非常時にも安心な都市づくりを進める。

また、多様なエネルギーの確保を目指し、民間事業者によるエネルギー関連プロ
ジェクトの誘致を図るほか、エネルギーにかかる革新的な技術開発や実証を推進する
など、次世代エネルギーの拠点づくりを進める。

1,961 千円

復興プロジェクト

4,845 千円

新 
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1 事業名 仙台経済発展プロジェクト

2 当初予算額 3 担当課

4 事業目的

5 事業概要

(1) 販路拡大支援（※）

(2) 東北復興交流パーク
①　東北復興交流パーク（※）

②　東北観光案内・物産展（東北復興交流パーク内）　

(3) ものづくり関連産業復旧・復興支援（※）
①　地域ＩＴ産業等復興のためのＩＩＳセンター補助

②　仮設工場・事務所の運営

③　ものづくり関連産業関係展示会参加等

(4) 首都圏企業プロモーション（※）
①　誘致企業開拓に係る情報発信

②　企業誘致に係る展示会出展
③　コールセンター等人材確保支援
④　その他首都圏企業プロモーション

(5) 仙台港地区復興支援（※）

(6) 蒲生北部地区復興再整備（特別会計）（※）

250 千円

1,475 千円

5,371 千円

253,234 千円
被災した仙台港周辺地区の産業の復旧・復興を支援するとともに、本市を含め

東北一円の経済復興・活性化に寄与している仙台港の利用促進により、仙台港区
のコンテナ取扱量の増大を図るため、仙台国際貿易港整備利用促進協議会におい
て各種事業を実施する。

2,455,498 千円

34,037 千円
32,312 千円

復興プロジェクト

2,936,528 千円
復興事業局蒲生北部整備課、経済
局地域産業支援課、産業振興課、
企業立地課、観光交流課

復興過程で生まれる新たな需要や先駆的プロジェクトを推進力とし、地域企業の取
引拡大と競争力の強化及び経済状況二極化の解消を図るとともに、新産業・技術の開
発支援、成長性のある企業の立地を促進すること等により、中長期的安定成長につな
げ、雇用の拡大に取り組む。

8,181 千円
東日本大震災で売上が減少した中小企業等を対象に、販促スキルの向上を図る

とともに、企業フェアの開催など全国で開催される展示・商談会への出展支援を
通じ、域内及び全国への販路拡大を強力に支援する。

131,268 千円
107,107 千円

5,971 千円

25,410 千円

中小企業基盤整備機構と共同で整備した仮設事務所等について、事業拠点の
確保が困難な被災中小企業者に貸与することにより、本市内での事業継続・再
開支援、雇用の確保を図る。

進出可能性のある企業の情報を収集し、首都圏の企業に対し仙台の立地環境
情報を提供する。

12,368 千円

1,700 千円

東北ろっけんパークを拠点に、中心部商店街をフィールドとし、東北全体の
復興支援や起業支援の取組みを推進していく。また、従来の商店街組織の枠組
みを超えた中心部全体の魅力づくり、回遊性の向上に向けた支援を行う。

　地域企業の大きな受注先となり得る大手企業の開発拠点の誘致及び地域企業
の競争資金獲得、大手企業との取引開始を目指し、ＩＩＳセンターの運営を支
援し、大学の知的資源を活用した企業マッチング活動、企業誘致支援を行う。

24,161 千円
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(7) 地域活性化・雇用対策（震災対応分）（※）
・キャリア・コンサルティング

産学連携推進（※）
①　仙台ＭＥＭＳ産業クラスター創成
②　東北大学連携型起業家育成施設支援
③　ものづくり中小企業支援補助
④　災害関連産業支援
⑤　その他産学連携推進

(9) 御用聞き型企業訪問（※）

(8) 24,506 千円

863 千円

6,800 千円
8,250 千円

3,531 千円
大学教員である地域連携フェロー等が企業を訪問して技術的課題等を抽出し、

課題解決に向けた相談や指導、共同開発を行うことにより、企業ニーズに基づく
敷居の低い産学連携を推進する。また、技術的な課題の解決のみにとどまらず、
必要に応じて経営面の支援も行い、震災から立ち上がる中小企業を総合的に支援
する。

3,300 千円
1,915 千円

4,241 千円
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1 事業名 交流促進プロジェクト

2 当初予算額 3 担当課

4 事業目的

5 事業概要

(1) コンベンション誘致（※）
①　コンベンション誘致・受入環境整備

②　主要国首脳会議（サミット）誘致

(2) 復興誘客推進

(3) 観光プロモーション推進

①　武将隊による観光推進（※）
②　フィルムコミッション関連
③　旅行商品造成
④　学習体験型観光推進

(4) 広域観光推進（※）

復興への歩みを進める仙台・東北の元気な姿を全国にアピールすることによ
り、風評被害の払しょくと交流人口の回復・拡大を図り、地域経済の復興を目指
す。

さまざまな大規模会議やコンベンションの誘致などにより仙台・東北の復興を国内
外に積極的に発信するとともに、首都圏をはじめ全国を対象としたキャンペーンを展
開し、東北への交流人口の回復を力強く牽引する。

まちづくり政策局プロジェクト推
進課、経済局観光交流課、国際プ
ロモーション課、建設局公園課

512,880 千円

24,383 千円

7,609 千円

61,561 千円

40,570 千円

②　首都圏プロモーション（※） 16,774 千円

26,721 千円

73,091 千円

　国内トップクラスのコンベンション都市を目指し、国際会議を中心としたコ
ンベンション誘致活動の強化や、誘致ツールの整備、受入環境の充実を図る。

国内外に対して、被災地への関心喚起、風評被害の払拭や復興のアピールを
行い、仙台・東北への誘客・投資促進を図るため、2016年日本開催の主要国首
脳会議（サミット）の誘致、開催準備を進める。

  東北の各市との連携により「東北六魂祭」を開催し、全国に向けて東北の魅
力を効果的にＰＲする取組みを行う。

首都圏への効果的・積極的な観光プロモーションを実施するほか、「仙台の
夕べ」等の場を活用し、首都圏のキーパーソンを対象に、復興に向けた取組み
や、復興の先も見据えたまちづくりの方向性を紹介することにより、首都圏か
らの投資と交流人口の拡大を図る。

1,102 千円

11,530 千円

①　東北連携推進

2,000 千円
5,290 千円

32,178 千円

　魅力的な観光地を有する近隣の自治体と連携し、観光面での魅力を国内外にＰ
Ｒし、東北の観光地としての知名度向上と誘客を図る。

仙台･東北の観光のブランド力を高めるため、本市の観光の魅力を高める取組み
を進めるとともに、首都圏をはじめ全国を対象としたキャンペーンなど様々な国
内観光プロモーションを展開していく。

復興プロジェクト
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(5) 海外プロモーション（※）

国際センター駅周辺整備（※）

①　仙台国際センター運営管理
②　仙台国際センター大規模修繕　　　　　　　　　　　　　
③　青葉山公園整備（国際センター地区整備）
④　せんだい青葉山交流広場管理 11,424 千円

(6) 286,733 千円
震災により落ち込んだ交流人口を拡大し、東西線沿線の活性化及びコンベン

ション機能の強化を図るため、仙台国際センターの施設機能の向上と運営の管理
を行うとともに、国際センター駅周辺の事業を推進する。

61,382 千円

10,723 千円

震災により激減した外国人観光客の回復・拡大に向け、訪日旅行客が増加して
いる東アジア、東南アジア諸国への観光プロモーションを強化するとともに、海
外で行われる旅行博覧会及び商談会への民間事業者の参加を促進する。

247,766 千円
16,820 千円
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1 事業名 震災メモリアルプロジェクト

2 当初予算額 3 担当課

4 事業目的

5 事業概要

(1) 震災復興メモリアル事業（※）

(2) 震災・復興資料等アーカイブ（記録や資料の収集・保存・提供）
①　東日本大震災資料収集

②　震災の記録・市民協働アーカイブ事業

(3) 震災メモリアル・市民協働プロジェクト（※）

(4) 児童生徒による故郷復興プロジェクト

　音楽ホール整備の検討に向け、ホールの立地や整備手法などの基礎調査を行う。

復興プロジェクト

震災からの復興に向け、関係機関と協力しながら、児童生徒が地域全体の意識
高揚につながる活動に取組む。

140,671 千円

復興事業局震災復興室、市民局市
民協働推進課、文化振興課、教育
局教育相談課、生涯学習課、市民
図書館

震災による被災状況や復旧・復興の過程を記録・保存し市民等へ提供するととも
に、アーカイブ機能を有するメモリアル施設を整備するなど、震災の脅威と復興への
取組みを後世に継承する。

17,535 千円
1,884 千円

15,651 千円

震災メモリアルプロジェクトの推進に当たり、アーカイブ・情報発信のための
拠点施設について、機能の具体化を進める。先行して荒井駅駅舎上部空間を沿岸
部のメモリアル拠点施設として整備を行う。また、中野、荒浜、藤塚地区につい
て、地域の方々と意見交換を行いながら地域モニュメントの整備を行う。あわせ
て、荒浜地区については、荒浜小学校校舎と周辺の住宅基礎群の遺構保存に向け
た検討を進める。

95,327 千円

せんだいメディアテークの「３がつ１１にちをわすれないためにセンター」
において、市民・専門家・スタッフの協働により、復旧・復興のプロセスを市
民が独自に記録し、発信するとともに、収集した映像等をアーカイブとして保
存する。

6,200 千円
震災の記憶を市民共有のものとして留め、継承するメモリアルプロジェクトに

市民協働で取組むための仕組みづくりを進める。

1,609 千円

(5) 音楽ホール整備検討調査（※） 20,000 千円

今後の防災対策等の各種事業の参考とするため、東日本大震災に関連する各
種資料を収集・保存する。

新 
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1 事業名 公共施設等災害復旧

2 当初予算額 3 担当課

4 事業目的

5 事業概要

(1)

・配水管及び給水管（※一部）

・ガス管

・
・

(2)

・松苗畑四ツ谷線　ほか10箇所

・海岸公園3地区（蒲生、荒浜、井土）

・
・その他土木施設関連

(3)
・仮設校舎の解体等

蒲町小学校、南光台小学校
・コミュニティ・センター災害復旧

東六郷コミュニティ・センター

(4)
①　庁舎

・本庁舎等（※）
上杉分庁舎

・消防庁舎等
六郷消防出張所等

・

(5)
・消防車両
・仙台城跡
・指定文化財保護補助
・コミュニティ施設（ちびっこ広場）
・その他（公共施設等）

庁舎等関係 2,730,443 千円

361,264 千円

115,408 千円

1,833 千円

③　下水道施設 16,725,085 千円
南蒲生浄化センター施設 16,437,283 千円

3,299,387 千円

④　その他 386,000 千円
河川 36,000 千円

③　公園緑地等（※）

350,000 千円

市民利用施設関係

2,730,443 千円
2,161,426 千円

その他 203,723 千円

70,348 千円
126,032 千円

1,608 千円

334,000 千円

都市基盤関係 4,266,680 千円
①　道路・橋りょう

管きょ等施設 287,802 千円

25,632,244 千円 財政局財政課（とりまとめ）

震災以降、公共施設等の早期再開と生活サービスの安定供給に取組んできたとこ
ろであり、今後も引き続き、ライフライン、小中学校、道路など暮らしを支える公
共施設等の復旧を行う。

ライフライン関係 17,954,726 千円

3,902 千円

災害復旧

247,293 千円

476,672 千円

①　水道施設 302,695 千円

247,302 千円

消防団施設（津波避難施設併設型等） 321,715 千円

②　ガス施設（※一部） 926,946 千円

②　農林水産施設
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1 事業名 上杉分庁舎災害復旧

2 当初予算額 3 担当課 財政局庁舎管理課

4 事業目的

5 事業概要

○建物概要

(1) 仙台市青葉区上杉一丁目5番9ほか（地番）
(2) 鉄骨造・地上14階 地下1階建
(3) 1,274.37㎡
(4) 　728.25㎡
(5) 9,505.80㎡

○スケジュール

平成26年1月 着工
平成27年5月 完成
平成27年6月～7月 什器搬入等
平成27年7月～8月 移転・供用開始

○総事業費

33億4,600万円

○平成27年度予算の概要

上杉分庁舎災害復旧
(1) 改築工事
(2) 改築工事監理等委託

工期：17か月

2,161,426  千円
2,138,554  千円

22,872  千円

敷 地 面 積

2,161,426 千円

　東日本大震災により使用不能となった上杉分庁舎を改築、増床することにより、
本庁舎周辺に分散している仮庁舎を集約し、賃借料の削減、来庁者の利便性向上を
図る。

所 在
構造・階数

災害復旧

建 築 面 積
延 床 面 積



－20－

1 事業名 　防災環境都市推進

2 当初予算額 3 担当課

4 事業目的

5 事業概要

(1) 世界の防災文化発展への取組み
① 国連防災世界会議関係業務

②　主要国首脳会議（サミット）誘致（※）

(2) 震災復興メモリアル事業（※）

(3) 環境に配慮した多様なエネルギーを確保する取組み
　①　避難所等防災体制の充実強化

・防災対応型太陽光発電システム整備（※）
・民間施設再生可能エネルギー等導入（※）

②　エコモデルタウン推進（※）
③　次世代エネルギー創出促進（※）

・次世代エネルギー源立地促進
・藻類バイオマスプロジェクト
・有機薄膜太陽電池プロジェクト

3,372 千円
1,961 千円

949 千円
462 千円

1,473 千円

　東日本大震災の教訓を生かし、震災の記憶の未来への継承や世界の防災文化発展への
貢献、エネルギー関連施策など、防災環境都市の構築に向けた取組みを総合的に推進す
る。

64,794 千円
53,264 千円

11,530 千円

95,327 千円

3,153,218 千円
3,148,373 千円

3,073,373 千円
75,000 千円

　平成27年3月の第３回国連防災世界会議終了後も引き続き本市の防災や復興へ
の取組を国内外に発信し、世界の防災文化発展に貢献していくことを目的に国
際シンポジウムを開催する。また、会議公式報告書作成等により会議の成果や
開催実績をＰＲするとともに、国際会議開催のノウハウを整理し、今後の会議
誘致に繋げていく。

防災環境都市

3,313,339 千円

総務局国連防災世界会議準備室、
まちづくり政策局プロジェクト推
進課、エネルギー政策室、復興事
業局震災復興室

新 
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1 事業名 創造都市推進

2 当初予算額 3 担当課

4 事業目的

5 事業概要

(1)
①　ＲＥ：プロジェクト

②　学校・保育所等への芸術家派遣

③　出前型文化芸術連携

(2)
・仙台フォトコンテスト

(3)
・能－ＢＯＸ（卸町能舞台型文化交流拠点施設）事業補助

(4)

学び活力

341,409 千円 市民局文化振興課

市民が文化芸術に親しみ、創造性を発揮できる機会の創出を図るため、まちなかや
学校などで文化・芸術体験ができるイベントやコンサート等を開催するとともに、芸
術家をはじめとする創造的人材と市民との交流の促進、市民の主体的な文化・芸術活
動への支援や助成を行う。

文化・芸術連携（※） 5,260 千円
1,742 千円

被災地・被災者を対象とし、地域文化の継承・コミュニティの再構築、精神
面での支援等を目的とした協働型のアートプロジェクトを実施する。

1,600 千円
市及び地域の文化団体等で組織した実行委員会が主体となり、被災した子ど

もたちの心のケアや復興に向けた活力づくりのため、学校・幼稚園・保育所・
公共空間等へ芸術家を派遣する。

1,918 千円
仙台クラシックフェスティバルの開催に合わせて、地下鉄駅を活用した市民

参加型の地下鉄駅コンサートを開催するとともに、文化芸術の視点で地域や社
会における課題にアプローチする出前型の事業を実施する。

まちなか芸術創造（※） 1,522 千円

東西線開業に合わせて、文化芸術の視点から東西線沿線地域の魅力を掘り起
こし再発見するフォトコンテストを市民協働により実施する。

創造的人材の交流の拡大（※） 656 千円

市民の文化芸術活動の支援 333,971 千円
・（公財）仙台市市民文化事業団運営費補助

文化芸術の振興、郷土の歴史の継承及び生涯学習の支援に関する事業を行
い、もって魅力ある市民の文化創造と豊かな市民生活の実現に寄与することを
目的とする（公財）仙台市市民文化事業団の運営等に要する経費に対し補助を
行う。

クリエイティブ資源の集積が進む卸町地区において創造・交流の活性化を図
るため、「能－ＢＯＸ」で行う文化芸術事業に対し補助を行う。
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1 事業名 ミュージアム連携

2 当初予算額 3 担当課

4 事業目的

5 事業概要

仙台・宮城ミュージアムアライアンス（ＳＭＭＡ）（※）
①　ＳＭＭＡ運営

②　ＳＭＭＡ地域創造活動

学び活力

ミュージアムの情報等を紹介する情報紙の発行やＳＭＭＡ事業、各施設情報
などを発信するポータルサイトの運営等を行うとともに、参加館が一同に会
し、ワークショップやトークイベントを行う「ミュージアムユニバース」等を
開催し、広くミュージアムへの興味関心を喚起する。

20,000 千円
ミュージアム施設や地域の多様な知的資源をコンテンツ化し、ウェブサイト

上に展開する情報基盤づくりや、地下鉄東西線をはじめとする公共交通機関を
活用してミュージアムを楽しむマップの作成などを行う。

23,634 千円 教育局生涯学習課

ミュージアムの発信力を高め、多面的な学びの機会を創出するため、仙台・宮城地
域の多様なミュージアム施設の共同事業体である「仙台・宮城ミュージアムアライア
ンス（ＳＭＭＡ）」において、情報発信や連携事業に取組む。

(1) 23,634 千円
3,634 千円
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1 事業名 学都推進

2 当初予算額 3 担当課

4 事業目的

5 事業概要

(1) 学都仙台コンソーシアム運営等補助

(2)

(3) いずみ絆プロジェクト支援（泉区における大学連携地域づくり）

(4) ものづくり関連産業復旧・復興支援（※）
・地域ＩＴ産業等復興のためのＩＩＳセンター補助

37,462 千円

まちづくり政策局プロジェクト推
進課、環境局環境都市推進課、経
済局企業立地課、泉区まちづくり
推進課

地域や市民に大学等の知的資源を還元する学都をめざし、学都仙台コンソーシアム
の運営支援などにより、大学・市民・企業・行政等の幅広い領域での連携を推進する
とともに、学都の魅力を広く発信する。

学び活力

800 千円
泉区内の５大学の学生が行う地域課題の解決や地域づくり活動に要する経費を

助成（上限10万円）し、学生の創造性と意欲ある活動を支援する。

環境教育・学習関連講座等実践支援（※） 1,121 千円
大学や企業、ＮＰＯ、行政等によるネットワークのもと、学校や町内会・ＰＴ

Ａ等の地域団体に対して環境に関する出前講座を実施する。

3,229 千円
学都仙台コンソーシアムの運営を支援し、学都の魅力の内外への発信等を促進

するため、運営費及び事業費の一部を補助する。

32,312 千円
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1 事業名 確かな学力育成

2 当初予算額 3 担当課

4 事業目的

5 事業概要

(1) 標準学力検査及び生活・学習状況調査

(2) 教科指導エキスパートの派遣

(3) 小学校低学年少人数指導の推進

(4) 小学校高学年教科担任制の推進

(5) 中１数学少人数指導の実施

(6) 小１生活・学習サポーターの配置

1,132,429 千円

教育局学校規模適正化推進室、学
びの連携推進室、教育指導課、教
職員課、特別支援教育課、教育セ
ンター、生涯学習課

少人数学習に係る講師配置や小学校教科担任制の充実、小１生活・学習サポーター
の配置など授業や指導内容、相談機能の充実を図るとともに、放課後子ども教室など
家庭や地域の教育環境の充実に取組むことにより、児童生徒の「確かな学力」の育
成・確実な定着を図る。

86,876 千円
確かな学力を育成することを目的に、学力の現状及び課題を把握・分析し、教

育施策等の基盤を充実させるため、本市独自に小学校３年生から中学校３年生ま
でを対象とする標準学力検査、及び小学校２年生から中学校３年生までを対象と
する生活・学習状況調査を実施する。

7,125 千円

入学したばかりの小学１年生が、早く集団に慣れ、小学校の中で安心して学校
生活を営むことができるよう、また学習に落ち着いて取組める環境をつくるため
に、１年生のクラスに地域の方々や保護者が入り、担任のサポートを行う。

学び活力

教科指導に優れた教科指導エキスパート（退職校長や退職教員等）を活用し、
チームティーチングなどの授業補助や模範的な授業などを行い、若手教員の指導
力向上を図る。

126,386 千円
一人一人の個性に合わせたきめ細かな指導を行い、児童が円滑な学校生活を送

ることができるよう、小学校１、２年生において非常勤講師を配置し、少人数指
導等を実施する。また、学級編制の基準が35人から40人となる小学校３年生にお
いても同様に、学級数減となる学校等を対象として非常勤講師を配置する。
※すべて人件費

38,210 千円
小学校から中学校への進学にあたり、システムの変化や学習内容の高度化によ

る不安など、いわゆる「中１ギャップ」が問題とされている。小学校高学年にお
ける教科担任制を実施することで教師の専門性を生かして、質の高い授業を展開
することにより、分かる授業・魅力ある授業の実現を図り、中学校生活への不安
の払拭を図る。
※すべて人件費

67,602 千円
論理的思考力の育成に大きな役割を果たす数学に関し、抽象的な考え方の理解

に大きな差が生じる中学校１年生において、少人数学習などによるきめ細かな指
導を行うため、非常勤講師を配置する。
※すべて人件費

2,959 千円
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その他
①　教育指導手法の充実
・学校教育上の諸課題に関する調査研究
　

・指導力向上のための土曜講座

・中学生の天文台・科学館学習

・

・

・

・

・

・

・

特別支援学級指導支援員配置事業（※一部・含緊急雇用） 91,494 千円
小・中学校の特別支援学級のうち、在籍児童数が多く指導が困難になって

いる学級に対し、各学校や教員の取組みを支援するため指導支援員を配置す
る。
※人件費91,139千円、物件費 355千円

特別支援教育指導補助員配置事業（※一部・含緊急雇用） 200,765 千円
通常の学級において、発達障害があり、特別な支援が必要な児童生徒の学

習や学校生活を支援するとともに、学級担任等の指導を補助するため、指導
補助員を配置する。
※人件費 200,248千円、物件費517千円

指導困難学級対策 146,960 千円
特定の児童生徒の対応等から、授業を正常に行うことが困難な学級や在籍

人数が多い特別支援学級が存在している学校に非常勤講師を配置し、当該児
童生徒の個別学習支援や生徒指導等にあたらせることにより、学級全体が落
ち着いて学習できる環境を整える。
※すべて人件費

②　指導体制の充実 3,732 千円
教職員指定研修 3,194 千円

教職員の実践的指導力や資質の向上を図ることを目的に、ライフステージ
に応じた指定研修を行う。特に、指導法改善や法令遵守意識徹底及び学校運
営力向上に係る研修を再構築し、教員研修の一層の充実を図る。

大量退職に伴う学校管理職等の能力維持・向上対策研修 538 千円
学校経営の推進者としての資質能力や力量向上を図ることを目的に、管理

職及びミドルリーダー層を対象に、マネジメントやコンプライアンス等につ
いて研修を行い、管理職等の研修の一層の充実を図る。

③　確かな学力育成のための環境整備 670,215 千円

学校間事務連携事業及び事務補助員の配置 7,148 千円
教職員が児童生徒に向き合う時間を確保するため、学校間事務連携に取組

む。事務補助員を配置することにより、教職員が中心となって事務の標準
化・効率化の検討並びに、県費負担教職員の給与費等の移譲に伴う事務の整
理などを進め、学校全体の事務負担軽減を図る。
※すべて人件費

22,279 千円
実験機材等設備の整った施設において、科学についての専門的知識・技能

を有した指導主事等の授業を通して、科学への興味関心を喚起する。
小学校理科学習アシスタント 7,251 千円

(7) 803,271 千円
30,940 千円
946 千円

学校教育上の諸課題から調査研究テーマを選定し、調査研究協力校との共
同研究を行うとともに、教員研修等を通して調査研究の成果を市内各学校現
場に広く提供することで、教員の力量向上を図る。

464 千円
通常勤務日（月～金）における職場での指導技術の継承が難しい状況があ

ることから、土曜日に、大学教授や指導主事などから、より良い授業づくり
を学ぶ講座を実施するとともに、指導力向上のため、教職員が自主的・主体
的に研修を行う「課題別研修グループ」を支援する。

小学校の理科授業における観察・実験活動の充実と教員の資質向上に向け
て、外部人材を理科学習アシスタントとして採用する。
※人件費6,931千円、物件費320千円
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・

・

・

・

・

・

・

・

自分づくり教育の推進 9,635 千円
生き方教育を含めたキャリア教育等の充実が教育課題として全国的に指摘

される中、児童生徒の将来の「社会的・職業的自立」を目指して、地域や家
庭と連携を図りながら、小学校から高等学校までの発達段階に即した仙台版
生き方教育を推進する。

子どもたちの土曜日の教育活動の充実を目的として、地域の方々の生涯学
習の成果を生かしながら、子どもたちに豊かな学びや体験の機会を体系的・
継続的に提供する事業を実施する。

小学校の一定規模確保のための教育環境整備 218,513 千円
　平成27年4月に貝森小と統合する国見小の校舎トイレ大規模改修工事等を行
う。また、平成25年4月の松陵西小との統合に伴い閉校となった松陵小跡施設
の利活用にあたり必要となる施設改修工事等を行う。

④　家庭や地域の教育環境の充実 98,384 千円

仙台子ども体験プラザ運営管理 52,530 千円
　カタールフレンド基金の支援により、平成26年8月に開館した仙台子ども体
験プラザにおいて、全市立小学校とモデル中学校32校で「スチューデント・
シティ」「ファイナンス・パーク」のプログラムを実施する。

放課後子ども教室（※） 31,256 千円
地域住民が中心となって組織する運営委員会に業務を委託し、コーディ

ネーターを中心に、安全指導員、地域の様々な世代のボランティアスタッフ
などが関わり、放課後の教室を活動の場として、学習支援のほか、子どもた
ちにとって貴重な体験活動の場と機会を提供する。

家庭学習ノート活用推進 3,577 千円
児童の家庭における学習習慣の確立を図り、親子の触れ合いを増やすため

に、親子で一緒に家庭学習に取組むことのできる「家庭学習ノート」を作成
し、配布する。

土曜日の教育支援体制等構築 1,386 千円

校務の効率化を推進する校務支援システムの導入・構築に向け、基本設計
等検討部会及び導入業者選定のための評価委員会を開催する。
情報モラル教育推進事業 1,120 千円

情報化が進展する中、児童生徒が自ら判断して行動できる資質、能力の育
成を図るために、児童生徒に対し、学校と家庭の連携を図りながら情報モラ
ル教育を効果的に行えるように、教員向け及び保護者向けの資料等を作成・
配布する。

校務支援システム導入推進 4,215 千円

新 
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1 事業名 学校教育施設整備

2 当初予算額 3 担当課

4 事業目的

5 事業概要

(1)
①　設計監理等

（上杉山通小、岩切小、八木山小、岩切中、(仮称)広瀬第二中等）

・校舎増築    　 　２校（上杉山通小、岩切小）
・屋内運動場解体　 　１校（八木山小）
・
・

・校舎増改築      　 １校（岩切中）
・屋内運動場増改築   １校（岩切中）
・

・
・

(2)

・
・校舎大規模改修設計　　２校 （小２校）
・トイレ改修設計　　　　４校 （小３校、中１校）
・体育館トイレ改修設計　１４校（小８校、中６校）

82,300 千円

8,211 千円
12,940 千円

狭隘化・老朽化した学校施設・設備の改築・改修等を進めることにより、良好な学
校教育環境を確保する。

③　中学校校舎等建設 2,183,113 千円
1,516,721 千円

463,514 千円
プール改築　　  　 １校（岩切中）

プール解体　　  　 ２校（八木山小、吉成小） 24,878 千円

学校新増改築 4,348,205 千円
132,344 千円

②　小学校校舎等建設 1,312,594 千円
914,298 千円
28,849 千円

プール改築　　     ３校（上杉山通小、岩切小、吉成小） 344,569 千円

学校施設維持修繕

4,730 千円
空調設備未設置の小学校の音楽室に、５ヶ年計画で空調設備を整備する。平

成27年度は、小学校11校分の設計を行う。
③　大規模改造事業

5,989,284 千円 教育局学校施設課

学び活力

15,000 千円

トイレ改修　　　 　 　１校 （小１校） 46,149 千円

災害時に避難所となる学校体育館のトイレについて、10ヶ年計画でひろび
ろトイレの新設と便器の洋式化を図る。平成27年度は、小中学校14校分の設
計を行う。

1,641,079 千円
①　学校保健室空調設備整備 44,511 千円

⑥　仮設教室借上 256,634 千円
⑦　その他学校施設整備等 191,741 千円

④　その他学校維持補修 1,509,538 千円

指定避難所に指定されている市立小・中学校の保健室に、５ヶ年計画で空調
設備を整備する。平成27年度は、中学校38校への導入を図る。

②　小学校音楽室空調設備整備

202,878 千円
④　小学校用地取得費等 32,414 千円
⑤　学校用地整備（校庭整備等） 239,365 千円

校庭整備　　　　 　２校（六郷小、三条中） 201,178 千円
造成工事　　　　 　１校（八木山小） 38,187 千円

新 

新 
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1 事業名 学校給食センター整備事業

2 当初予算額 3 担当課

4 事業目的

5 事業概要

(1) （仮称）南吉成学校給食センター整備（※）

(2) 給食センター対象校アレルギー対応拡充

学び活力

18,305 千円
現在、食物アレルギー対応食の提供を行っていない学校給食センター対象校へ

の提供拡充の一環として、平成27年度中に、荒巻学校給食センター対象の小学校
に対して、専用の調理室を有する高砂学校給食センターから提供を行う。

24,557 千円 教育局健康教育課

児童生徒に安全な学校給食を提供するため，老朽化した学校給食センターの建て替
えやアレルギー対応食の提供拡充を図る。

6,252 千円
平成26年度に締結した「(仮称)仙台市南吉成学校給食センター整備に関する特

定事業契約(ＰＦＩ事業契約)」に基づき、平成28年8月下旬の稼働開始を目指し
て、現在の加茂学校給食センター及び宮城学校給食センターを統合した代替施設
の設計・建設を進める。

また、市内全ての学校で食物アレルギー対応食の提供が可能となるよう、新た
な学校給食センターにはアレルギー対応食専用調理室を整備し、既に専用調理室
を整備しているセンターと連携して全市的な提供体制を確立する。

【整備スケジュール】
　（平成26年度　　　ＰＦＩ事業者の選定及び特定事業契約の締結）
　　平成26～28年度　設計・建設
　　平成28年度　　　稼働開始　※ 夏季休業期間明けを予定

新 
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1 事業名 中学校区・学びの連携モデル事業

2 当初予算額 3 担当課

4 事業目的

5 事業概要

中学校区・学びの連携モデル事業

1 事業名 学校支援地域本部

2 当初予算額 3 担当課

4 事業目的

5 事業概要

学校支援地域本部

学校支援地域本部の設置を推進することにより、市民の生涯学習の成果を生かしな
がら、学校・家庭・地域が一体となって地域総ぐるみで豊かな学校教育環境を創出す
る。

4,432 千円

学び活力

学び活力

48,240 千円

家庭・地域の教育力を、学校を拠点として再編成し、学校・家庭・地域が一体
となって地域ぐるみで子どもを育てる体制を整備する。地域住民や保護者、学生
等からなる学校を支援するボランティアを募り、子どもたちに安心と豊かな体験
を実現する体制づくりを推進し、より豊かな「学び」を創出する。

市内全域で、豊かな学校環境を創出するために、現在66ある学校支援地域本部
を平成27年度は76本部に拡充する。

4,432 千円 教育局学びの連携推進室

各種の教育施策を有機的に関連づけ、8中学校区を指定して各種の連携の実践と検証
を行うことにより、中学校区ごとに小・中学校が連携し家庭・地域と一体となって9年
間を通して社会的自立の基礎を身に付けたたくましい子どもを育成する。

社会的自立の基礎を身に付けたたくましい子どもを育成するために、標準学力
検査及び生活・学習状況調査の分析による現状・課題の把握、協働型学校評価、
学校支援地域本部、自分づくり教育などの教育施策を有機的に関連づけ、8中学校
区を指定して実践と検証を行う。

48,240 千円 教育局学びの連携推進室
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1 事業名 いじめ・不登校対策

2 当初予算額 3 担当課

4 事業目的

5 事業概要

①　仙台市いじめ防止基本方針を踏まえた組織の運営

②　「(仮称)いじめ対応支援チーム」による学校巡回

③　いじめ防止「きずな」キャンペーン

④　(仮称)いじめ防止「学校・家庭連携シート」の作成

(4) 不登校児童生徒支援 20,471 千円
適応指導センター「児遊の杜」において、不登校の児童生徒を支援する各種事

業を実施する。
平成27年度は、八木山地区に新たに適応指導教室「(仮称)杜のひろば・八木

山」を開設し、適応指導体制のより一層の充実を図る。

(3) スクールソーシャルワーカー配置 8,856 千円

学び活力

6,599 千円
例年11月に実施しているいじめ防止のためのキャンペーンを年２回実施する

とともに、児童生徒による自主的な取り組みを支援する。また、全市立中学校
の代表生徒による（仮称）いじめストップリーダー研修等の実施を通じて、い
じめの未然防止を推進する。

1,000 千円
いじめの理解促進、早期発見・早期対応のための家庭でのチエック項目や相

談窓口の一覧等を掲示したリーフレットを作成し、全市立学校の全児童生徒の
家庭に配布する。

(2) 仙台まもらいだーインターネット巡視 4,918 千円
児童生徒のサイト上における誹謗中傷の書き込みや個人情報の流出等、イン

ターネットに関わる問題を早期に発見し、学校に情報を提供するほか、削除依頼
や学校の指導に係る技術的な助言等を行う。
※人件費 4,304千円、物件費 614千円

児童生徒の不登校や引きこもり等の課題解決を図るため、その背景にある家庭
環境の問題等に対し、社会福祉的な視点に立った専門的な助言指導や関係機関と
の連絡調整を担うスクールソーシャルワーカーを教育委員会に配置する。
　平成27年度は、２名増員し３名体制とする。
※すべて人件費

43,255 千円 教育局教育相談課

研修や調査活動の実施、学校の取組状況についての点検・評価の実施等の取組を通
し、学校におけるいじめや不登校の未然防止及び早期発見、発生時の迅速かつ適切な
対応等を推進する。また、生徒指導上の課題が多様化・複雑化していることを受け、
福祉的な視点からの対応を通し、生徒指導上の課題の改善を図る。

(1) いじめ対策の総合的な推進 9,010 千円
911 千円

500 千円
「(仮称)いじめ対応支援チーム」が学校を巡回し、いじめ防止等のための組

織体制や取組状況の確認、いじめアンケート実施後の処理・対応状況の確認、
困難事案対応への助言等を行う。

「いじめ防止対策推進法」に基づき平成26年３月に策定した「仙台市いじめ防
止基本方針」を踏まえ、条例により設置する「仙台市いじめ問題対策連絡協議
会」や「仙台市いじめ問題専門委員会」において、いじめの防止等に関係する
機関・団体との連携及びいじめの重大事態が発生した際の調査等を行う。
※人件費 812千円、物件費 99千円

新 

新 

新 
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1 事業名 文化振興

2 当初予算額 3 担当課

4 事業目的

5 事業概要

(1)

(2)

(3)

　音楽ホール整備の検討に向け、ホールの立地や整備手法などの基礎調査を行う。

(5)

(6)

(7)

（公財）仙台フィルハーモニー管弦楽団運営費補助（※） 323,713 千円

才能ある若い音楽家を輩出し、音楽文化の振興と国際的文化交流の推進に寄与
するため、平成28年度に行う「第6回仙台国際音楽コンクール」の開催に向けて、
出場者を募集するとともに、募集締め切り後、応募者の予備審査を行う。

また、第5回コンクールの副賞として、優勝者によるコンサート等を行うほか、
学校訪問コンサートなど様々な関連事業を行う。

藩祖伊達政宗公の時代から受け継がれる能楽の伝統を背景に、本市における古
典芸能の振興を図るため普及・啓発活動を行う。

学び活力

462,339 千円 市民局文化振興課

文化芸術の交流と支援により、市民が支え、主役となる創造的な文化風土を育むと
ともに、国内外への仙台の文化の発信を通じて、「楽都」「劇都」としてのブランド
力の向上を図る。

仙台国際音楽コンクール開催準備（※） 69,768 千円

地下鉄沿線の各ホールにおいて、クラシック音楽の名曲を低料金・短時間で提
供する「仙台クラシックフェスティバル」を10月上旬に開催し、クラシック音楽
の聴衆拡大及び音楽文化の振興を図り、「楽都仙台」を国内外にアピールする。

楽都仙台推進（※） 10,758 千円

(4) 音楽ホール整備検討調査（※） 20,000 千円

仙台クラシックフェスティバル開催（※） 23,000 千円

復興公営住宅への移転後の新たなコミュニティづくりや周辺住民との交流促進
等を目的に、集会所における音楽を通じた交流イベントの開催等、音楽の力によ
る復興支援事業を行う。また、音楽の力による復興活動のとりまとめや東西線開
業に合わせ駅舎等でのコンサートを開催する。

オーケストラの種々の活動により、音楽文化の振興発展を図り、文化芸術の向
上に寄与することを目的として設立された（公財）仙台フィルハーモニー管弦楽
団の活動を支援する。

古典芸能振興（※） 2,350 千円

舞台芸術振興（※） 12,750 千円
まちなかの飲食店等を舞台とした演劇祭や演劇の手法を活用した講座の開催な

ど、演劇が盛んな仙台の地域特性を生かしながら舞台芸術全般の振興を図る。

新 
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1 事業名 スポーツ推進

2 当初予算額 3 担当課

4 事業目的

5 事業概要

(1)
仙台国際ハーフマラソン大会開催

国際スポーツイベント等招致・開催

  ・日本バドミントンジュニアグランプリ大会

全日本大学女子駅伝大会開催

 　 大会期日：平成27年10月25日（日）

(2) プロスポーツ支援（※）
プロサッカー推進

プロ野球地域密着促進

プロバスケットボール推進

・仙台89ERSサポート協議会負担金

143,591 千円 市民局スポーツ振興課

「仙台市スポーツ推進計画」の4つの柱である、スポーツを「する」「みる」「ささ
える」「ひろがる」の観点から捉え、生涯スポーツ社会の実現のため、各種事業を展
開することにより、誰もが、目的やライフスタイルに応じて、思い思いにスポーツに
親しむことができるよう取り組む。

国際スポーツイベント等開催（※） 108,578 千円

② 37,578 千円

5,000 千円

学び活力

大会期日：平成27年11月20日（金）～22日（日）
  ・国際スポーツイベント等招致・開催 30,000 千円
  ・その他事務費等 2,578 千円

③ 11,000 千円

① 15,000 千円

・ベガルタ仙台ホームタウン協議会負担金  

② 600 千円

・楽天イーグルス・マイチーム協議会事業負担金等 　

③ 500 千円

仙台市をホームタウンとする｢ベガルタ仙台」の地域密着活動を支援すること
により、スポーツ文化の振興、地域の活性化等を推進する。

仙台市を本拠地とする｢東北楽天ゴールデンイーグルス」が地元に定着するよ
う支援するとともに、地域密着を促進する。

仙台市を本拠地とするプロバスケットボールbjリーグ「仙台89ERS」が地元に
定着するよう支援するとともに、地域密着を促進する。

16,350 千円

平成27年度で25回目となる本大会は、平成24年度にリニューアルしたコース
と種目で、引き続き参加者1万人規模の大会として、スポーツ振興を図る。

国際規模のスポーツイベントを招致開催することにより、優れた競技スポー
ツの観戦機会を提供し、スポーツへの関心を高め、スポーツ活動への意欲を呼
び起こす。

平成17年度から、それまで大阪市で開催されていた全日本大学女子駅伝大会
を仙台市にて開催し、平成27年度で11回目となる。「杜の都駅伝」という愛称
も定着しつつあり、「男子の箱根、女子の仙台」といった大会のブランド化を
目指し、シティセールスを推進する。

① 60,000 千円

　　大会期日：平成27年5月10日（日）
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プロバレーボール推進

・仙台ベルフィーユサポート協議会負担金

(3)

(4) マイタウンスポーツ活動推進

スポーツコミッション運営等（※） 10,228 千円

8,435 千円

・マイタウンスポーツデー開催費 3,000 千円

平成26年12月に設立した「スポーツコミッションせんだい」の活動を通して、
スポーツイベントの誘致等による交流人口の拡大や、スポーツに参加する機会の
拡大、スポーツを支える環境の充実を図る。

生涯スポーツ、地域スポーツを振興するため、学区民体育振興会をはじめとす
る既存の団体を地域スポーツクラブととらえ、仙台市独自の枠組みとして「マイ
タウンスポーツ活動」を推進する。

仙台市を本拠地とするプロバレーボール「仙台ベルフィーユ」が地元に定着
するよう支援するとともに、地域密着を促進する。

・地域スポーツ大会助成等 5,435 千円

④ 250 千円



－34－

1 事業名 男女共同参画の総合的推進

2 当初予算額 3 担当課

4 事業目的

5 事業概要

(1) 男女共同参画せんだいプラン推進等

　

(2) 女性に対する暴力の根絶及び被害者支援

(3) せんだい男女共同参画財団補助

①　法人運営補助
②　自主事業補助

(4) 男女共同参画推進センター運営管理

・エル･パーク仙台
・エル･ソーラ仙台

(5) 男女共同参画推進センター施設整備 

597,504 千円 市民局男女共同参画課

男女が社会の対等なパートナーとして互いに認め合いながら、あらゆる分野で自ら
の能力を発揮することができる社会づくりのため、「男女共同参画せんだいプラン
2011」に基づき、男女共同参画を推進する各種事業や市民活動支援などを進める。

4,671 千円
男女共同参画せんだいプラン2011に基づき、男女共同参画を推進していくため

の取組みを進める。
①　次期男女共同参画せんだいプランの検討 761 千円
②　働く女性の活躍推進 1,710 千円

働く女性の活躍推進に向けた女性のキャリア意識の向上及び企業の理解促進
を図るため、企業向け啓発セミナー、働く女性のネットワークづくりのための
交流会等を開催する。

③　その他男女共同参画せんだいプラン推進 2,200 千円

7,173 千円

10,624 千円
　エル･パーク仙台セミナーホールの可動壁等の改修工事を実施する。

907 千円
②　ＤＶ、セクハラ等女性に対する暴力の防止に係る啓発活動

地域支え合い

①　配偶者暴力相談支援センター事業の運営

③　民間シェルター運営、電話相談事業への助成 2,400 千円
④　女性に対する暴力の被害者支援のあり方検討 460 千円

37,943 千円
（公財）せんだい男女共同参画財団の運営に対する補助を行うほか、財団が実

施する女性の自立と社会参画を促進する各種事業や市民活動の支援などに要する
費用の一部について補助する。

33,586 千円
4,357 千円

537,093 千円
男女共同参画推進の拠点であるエル･パーク仙台及びエル･ソーラ仙台の効率的

な運営管理とともに、女性相談事業をはじめとする男女共同参画を推進するため
の各種事業を実施する。

214,495 千円
322,598 千円

3,406 千円

女性に対する暴力の被害者支援のあり方について検討するとともに、配偶者暴
力相談支援センター事業として相談事業や相談員の研修、ＤＶ、セクシュアル・
ハラスメント等の防止に係る啓発活動、女性に対する暴力の根絶に向けた様々な
取組みを行っている民間シェルター活動の支援などを実施する。

新 
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1 事業名 市民健康づくり推進

2 当初予算額 3 担当課

4 事業目的

5 事業概要

(1)　いきいき市民健康プラン推進等
①　生活習慣病予防

・循環器疾患・糖尿病等の予防対策

・がん予防啓発
・健康相談・健康教育等

・いのちの電話事業補助
・自死遺族支援活動補助

③　健康的な食生活と歯・口の健康づくり
④　防煙・禁煙・分煙のまちづくり
⑤　被災者健康支援（※）
⑥　その他

・女性医療相談
・ヘルスプロモーション推進等

(2)

・

・各種がん検診、骨粗鬆症検診、歯周疾患検診等
・市民健診台帳システム整備

・特定健康診査
・特定保健指導

(3) 感染症予防

・
肝炎対策を推進するため、継続して検査を実施する。

22,650 千円
8,024 千円

952 千円
5,962 千円

②  心の健康づくり 5,035 千円
・心の健康づくり相談・啓発等 4,185 千円

450 千円
400 千円
2,566 千円
1,290 千円
2,129 千円

16,098 千円

肝炎ウイルス検査

154,133 千円
①　感染症発生動向調査

1,110 千円

　市民健診の受診状況を管理し、未受診者への受診勧奨などを効果的に取り組
むため、台帳システムを二か年で構築する。

2,400 千円
3,606 千円

地域支え合い

6,626,625 千円
健康福祉局保険年金課、健康増進
課、保健医療課、感染症対策課、
教育局健康教育課、生涯学習課

平成23年度よりスタートした「第2期いきいき市民健康プラン」に基づき、生活習慣
改善等による生涯にわたる健康づくりと社会全体での市民の健康づくりを支える環境
整備・システムづくりを推進し、また、その基礎となる保健医療体制を確保すること
により、すべての市民が健康で安心した暮らしを実現する。

①　一般会計負担分 1,895,658 千円
基礎健康診査　対象：35～39歳（市単独）、75歳以上（後期高齢者：広域連
合からの受託）、35歳以上の生活保護受給者等 413,601 千円

1,476,042 千円
6,015 千円

②　国民健康保険事業特別会計負担分 922,003 千円
40～74歳の国民健康保険被保険者を対象に、メタボリックシンドローム（内

臓脂肪症候群）に着目した、生活習慣病予防のための特定健診・保健指導を実
施する。

905,905 千円

35,006 千円

1,206 千円

総合健康診査等 2,817,661 千円

　子供の頃からの健康的な生活習慣の啓発と、健診後の未治療者への受診勧奨
などの重症化予防を一体的に取り組む。

12,809 千円
②　感染症対策 43,094 千円

新 
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・新型インフルエンザ対策
抗インフルエンザ薬の備蓄等を実施する。

・新興・輸入感染症対策
デング熱、鳥インフルエンザ等の新興・輸入感染症に備え、検査試薬を整備する。

・

・
・
・

(4)

・乳幼児等各種予防接種
・高齢者等インフルエンザ予防接種
・高齢者等肺炎球菌予防接種

・高齢者肺炎球菌予防接種
・おたふくかぜ予防接種

予防接種台帳システム整備
予防接種履歴を管理するため、台帳システムを二か年で構築する。
その他予防接種

(5) 食育推進事業
①　食育の普及啓発等

②　学校を通じた食育の普及啓発

(6) 健やかな体の育成プラン推進

(7)

(8)

休日夜間診療所の運営管理 275,641 千円

469,871 千円
41,979 千円

予防接種

469 千円

9,338 千円
7,027 千円

　仙台市食育推進計画（第２期）に基づき、食育推進の取組みを展開する。
　・訪問栄養指導・給食施設指導 5,143 千円
　・食育推進会議運営・食育啓発等 1,294 千円
　・国民健康・栄養調査 590 千円

  急患センター・北部急患診療所・こども急病診療所の運営管理を行う。

看護師人材確保支援 800 千円

2,674,002 千円

6,237 千円

②　任意予防接種 84,555 千円

その他エイズ対策 2,190 千円

74,165 千円
③　風しん抗体検査 11,546 千円

2,311 千円

　・親子食育講座の開設 1,842 千円

　・食育に関する子育て講座の開設

  各家庭における食育への理解を深めるとともに、子供の生活リズムの改善
を促すため、ＰＴＡや社会学級等の団体の協力を得て、小学生の親子を対象
に、調理実習を伴う親子の食育講座を開設する。

  食育の重要性について幅広く浸透させるため、各小学校で実施する就学時
健康診断等と併せて、食育をテーマとした講演会を開催する。

　市立小・中学校6校において、学校体育、学校保健、食育の三分野を総括し
た実践研究を進めるとともに、各学校への健康教育推進に関しての普及啓発
に努める。

①　定期予防接種 3,185,852 千円

975 千円

③　結核予防 88,570 千円
④　エイズ・性感染症対策 9,660 千円

ＨＩＶ抗体検査 6,474 千円
996 千円

その他感染症対策

876 千円

10,390 千円

3,345,902 千円

性感染症検査

　風しん抗体価の低い方を効率的に抽出するため、抗体検査費用を助成する。

⑤ 59,939 千円

④ 4,010 千円

　学校を通じた食育の普及啓発に取組み、各家庭における食育への理解を深め
る。

500 千円
　・健康教育推進校指定

新 
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1 事業名 介護サービス基盤整備促進

2 当初予算額 3 担当課

4 事業目的

5 事業概要

(1) 特別養護老人ホーム建設費補助
①広域型特別養護老人ホーム（H25追加選定分）

・泉区根白石中学校区（新設）（100床）

②広域型特別養護老人ホーム（H26選定分）
・太白区富沢中学校区（新設）（100床、短期入所20床）
・太白区山田中学校区（新設）（120床、短期入所20床）
・太白区愛宕中学校区（新設）（40床、短期入所20床）

③施設整備応募事業者公認会計士調査委託

(2) 小規模多機能型居宅介護事業所建設費補助

(3) 定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業所整備補助

(4) 高齢者福祉施設開設準備経費助成特別対策

(5) 認知症高齢者グループホーム消防用設備整備費補助

(6) 高齢者福祉施設用地造成

(7) 特別養護老人ホーム「杜の里」解体費助成

特別養護老人ホーム等の円滑な開所のため、施設の開設準備に要する経費を助
成する。

87,430 千円
スプリンクラーが未設置である地域密着型施設について、消防用設備の設置に

要する経費を補助する。

4,441 千円
高齢者福祉サービス事業所等の整備を計画している鶴ケ谷第一市営住宅団地再

整備事業区域の高齢者施設用地について、造成工事を行う。

150,000 千円
東日本大震災で被災した特別養護老人ホーム「杜の里」の解体費用の1/2を助成

する。

123,600 千円

324,280 千円
84,960 千円

150,260 千円
89,060 千円

2,180 千円

小規模多機能型居宅介護事業所の整備を促進するため、新設する同事業所の建
設費を補助する。

49,950 千円
要介護高齢者の在宅生活を支えるため、日中・夜間を通して、訪問介護と訪問

看護を一体的に行う定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業所の整備を促進する
ため、開設に係る備品購入費等を補助する。

215,670 千円

「高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画」に基づき、施設入所が必要な要介護者
が円滑に特別養護老人ホーム等へ入所できるよう着実に高齢者福祉施設の整備を促進
し、介護サービス基盤の充実を図る。

地域支え合い

1,263,551 千円 健康福祉局高齢企画課

632,460 千円
306,000 千円

新 
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1 事業名 総合的な介護予防推進

2 当初予算額 3 担当課

4 事業目的

5 事業概要

(1) より幅広い介護予防を推進するための取組み
①　被災者向け介護予防運動教室（※）

②　二次予防事業対象者施策

・二次予防事業対象者把握（特別会計）
・元気応援教室（特別会計）
・介護予防訪問指導（特別会計）
・その他二次予防事業対象者に対する介護予防（特別会計）

③　すべての市民を対象とした施策

・ノルディックウォーキング活用促進（特別会計）　
・高齢者銭湯・温泉利用交流支援

(2) 普及啓発や担い手づくり・活動の場づくり（特別会計）
①　介護予防普及啓発

・シニア世代向け介護予防栄養講座
・生きがい健康祭交流広場負担金
・地域包括支援センターによる介護予防教室実施
・介護予防地域健康教育
・その他介護予防普及啓発

②　担い手づくり・活動の場づくり
・介護予防自主グループ支援

32,850 千円
1,200 千円

573 千円
30,000 千円

277 千円
800 千円

6,142 千円

198,438 千円
3,406 千円

190,822 千円
要支援・要介護状態となる可能性が高い者（二次予防事業対象者）に対し、

運動機能及び口腔機能の維持・改善を図る通所型介護予防サービス、うつ予
防・支援等の訪問型介護予防サービス等を実施する。

120,534 千円
65,640 千円
2,819 千円
1,829 千円

4,210 千円

高齢者が生きがいを持ち、活動的に暮らすことのできる豊齢力の向上を図るため、
さまざまな機関・団体と連携しながら、身近な地域で充実感を持って取組むことので
きる「総合的な介護予防」を推進する。

高齢者はもとよりその他の世代についても、自分自身の興味を深め関心を高
める取組みの啓発を行うとともに、介護予防活動に取組む自主グループへの支
援等を実施する。

300 千円
3,910 千円

38,992 千円

地域支え合い

237,430 千円
健康福祉局高齢企画課、介護予防
推進室
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1 事業名 障害者施設整備

2 当初予算額 3 担当課

4 事業目的

5 事業概要

(1)

(2)
① サンホーム改築

(3)
福祉避難所としての機能を強化するため、自家発電設備等を整備する。

健康福祉局障害者支援課

身体障害者、知的障害者及び精神障害者等、障害者の福祉施設整備を行うことで、
各障害者の自立、自活及び機能回復等の促進を図る。

③　のぞみ苑電気設備交換 2,284 千円

障害者福祉センター福祉避難所機能強化（※） 35,619 千円

障害福祉サービス事業所等整備補助（※） 34,760 千円
①　障害福祉サービス事業所用地造成 4,760 千円

　平成28年度に整備予定の障害福祉サービス事業所（生活介護）用地として計
画している鶴ケ谷第一市営住宅団地再整備事業区域の障害者施設用地につい
て、造成を行う。

②　グループホーム整備促進補助 30,000 千円
　共同生活住居整備事業費補助金について、補助上限額の拡充を行うことによ
り、グループホームの整備を促進する。

障害者施設、市有建築物等の維持補修、改修等 239,466 千円
228,436 千円

②　八木山つどいの家改修 8,746 千円

地域支え合い

309,845 千円
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1 事業名 子ども・子育て支援新制度推進

2 当初予算額 3 担当課

4 事業目的

5 事業概要

(1)

(2)

・認可保育所等整備費補助

　私立保育所の運営を引き続き委託により実施する。

　保育基盤の拡大を図るため、認可保育所等の施設整備に要する費用等につ
いて補助する。

　せんだい保育室が認可保育所へ移行するための施設整備に要する費用、賃
借料の一部について補助する。

　認定こども園の設置促進のため、私立幼稚園の設置者に対し施設整備費を
補助する。

　認定こども園の普及を推進するため、新制度の認定こども園に対し施設型
給付に上乗せ補助する。

・認定こども園運営費補助 30,850 千円

平成27年度から本格実施する子ども・子育て支援新制度の「教育・保育給付」や
「地域子ども・子育て支援事業」の推進により、安心して子どもを生み育てやすい
「子育て応援社会」の実現を目指す。

教育・保育給付 18,337,045 千円
①　施設型給付 4,540,188 千円

③　地域型保育給付 1,896,846 千円

教育・保育給付対象施設に係る基盤整備の推進 2,755,094 千円
認可保育所・認定こども園の整備を進めるとともに、小規模保育事業等の拡充

や教育・保育を支える人材の確保を促進する。
①　認可保育所整備等（※） 1,986,783 千円

1,592,705 千円

・認可保育所移行支援 394,078 千円

97,150 千円
・認定こども園整備費補助 66,300 千円

③　小規模保育施設整備補助（※） 635,250 千円

④　共同型事業所内保育事業設置促進（※） 21,000 千円

②　認定こども園整備等

②　私立保育所運営委託 11,900,011 千円

 これまで幼稚園と保育所で異なっていた財政支援を一本化し、認定こども園、
幼稚園、保育所(市立)を通じた共通の給付を行う。

　共同で事業所内保育事業を設置する中小企業等に、開園までのコンサル料と
施設整備費用を補助する。

小規模保育、家庭的保育、事業所内保育、居宅訪問型保育を認可事業として
新設し給付を行う。

　小規模保育事業のせんだい保育室からの移行や新規整備の際に必要となる施
設改修費と賃借料の一部に対して補助する。

地域支え合い

26,289,762 千円
子供未来局総務課、子育て支援
課、保育課、保育環境整備課、保
育指導課

新 
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保育士資格取得に係る代替幼稚園教諭雇上費助成
幼稚園教諭免許取得に係る代替保育士雇上費助成

(3)

（仮称）子育てふれあいプラザ若林建設設計

幼稚園における地域子育て支援（※）
地域子育て支援クラブ活動助成

・児童クラブ受入れの拡大等（※）
・民間児童クラブ運営費等補助（※） 43,177 千円

244,149 千円

認可外保育施設において保育士資格を取得する際の代替職員の雇上費の補
助や、保育士資格を持ちながら育児等で保育現場を離れている市民を対象と
した研修の実施及び私立保育所等とのマッチングを図る「保育士リターンセ
ミナー」を開催する。

幼保連携型認定こども園又は移行を予定している幼稚園や保育所におい
て、保育士資格や幼稚園教諭免許を取得する際の代替職員の雇上費に対して
補助する。

　各区に相談員を配置し、窓口での相談やのびすく等での出張相談を通じ
て、保育所のほか幼稚園や認可外保育施設を含む情報提供や選択肢の提示等
の支援を行う。
※すべて人件費

③　利用者支援（※） 11,000 千円
・保育サービス相談員の配置

8,250 千円

　　加茂児童センター大規模修繕
　　寺岡児童センター大規模修繕設計 2,572 千円
　　将監西児童館耐震補強 14,037 千円

・児童館整備 427,234 千円
54,439 千円

　　将監児童館改築（平成28年4月開館予定） 224,998 千円
　　（仮称）東宮城野マイスクール児童館設計（平成29年4月開館予定）

1,977 千円

9,378 千円

14,911 千円
・認可外保育施設従事者の保育士資格取得支援等 1,270 千円

・保育士資格及び幼稚園教諭免許取得等支援 13,641 千円

4,263 千円

地域子ども・子育て支援事業の推進 5,197,623 千円

子育てふれあいプラザ（のびすく）や身近な保育所、児童館、幼稚園などの
子育て支援機能を高め、在宅で子育てをしている親が孤立することの無いよ
う、子育て相談や子育て家庭の交流機会の拡充を図る。

・子育てふれあいプラザ整備（※） 2,320 千円

25,050 千円

⑤　新制度における教育・保育を支える人材確保

　　西多賀児童館改築実施設計（平成30年8月開館予定）

2,583,039 千円

298,559 千円

・子育てふれあいプラザ（のびすく）運営管理
・保育所等における地域子育て支援センター（室）等の充実（※）

120,007 千円
・子育て家庭交流促進

8,601 千円
　　若林区中央児童館改築実施設計（平成29年10月開館予定） 6,525 千円
　　錦ケ丘児童館緑化 1,920 千円
　　向陽台児童館外構・緑化・旧館解体 31,598 千円

　　落合児童館改築設計・用地取得（平成29年4月開館予定）

・児童館運営管理

80,567 千円

16,800 千円

151,182 千円

②　放課後児童健全育成事業の充実 3,297,599 千円

①　子育て支援拠点事業の推進

新 新 
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・幼稚園一時預かり事業

・保育所での一時預かり事業

　病気又は病気の回復期にあり集団保育が困難な児童で、保護者等が育児を行
うことが困難な児童を対象として診療所に併設された施設で保育を行うととも
に、新たに開設準備経費を補助する。

幼稚園の預かり事業は従来、私学助成により実施されてきたが、新制度に
おいても事業として位置づけられ、園がどちらかを選択することが可能と
なったことへの対応を行う。

⑧　育児ヘルプ家庭訪問（※） 20,065 千円

⑨　仙台すくすくサポート事業（※） 4,302 千円

⑩　病児・病後児保育（※） 47,745 千円

⑪　子育て短期支援事業 2,461 千円

　保護者の就労時間の多様化に対応し、保育利用時間を超えた保育を実施す
る。

　妊娠中の身体の異常の早期発見、早期治療等を促進するとともに、妊婦の保
健管理の向上を目的として14回分の助成を行う。

　妊産婦・乳幼児の保護者に対し、保健所職員及び訪問指導員(保健師、助産
師)が家庭を訪問し、妊娠・出産・育児に関する必要な保健指導を行う。

　子どもの養育について支援が必要な家庭に、育児ヘルパーの派遣等の支援
を行う。

　育児の援助を受ける者（利用会員）と育児の援助を行う者（協力会員）が会
員となり行う市民相互援助活動で、本市が会員登録や仲介等を行う。

　小学校修了前の児童を養育している保護者が疾病や育児疲れ等により一時的
に養育が困難になった場合に、一定期間施設で児童を保護・養育する。

⑦　妊産婦・乳幼児等訪問指導（※） 45,741 千円

303,815 千円④　一時預かり事業（※）
93,313 千円

210,502 千円

⑤　延長保育事業（※） 343,301 千円

⑥　妊婦健康診査（※） 823,035 千円

新 
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1 事業名 すこやか子育てプラン推進

2 当初予算額 3 担当課

4 事業目的

5 事業概要

(1)

(2)

　認可保育所移行支援

⑤　児童の権利推進・児童虐待防止 11,098 千円

子供が明るく元気に育つ環境づくり 445,274 千円
①　放課後子ども総合プラン推進 275,405 千円

・児童クラブ受入れの拡大等（※） 244,149 千円

32,139,988 千円

②　放課後児童健全育成事業（※） 43,177 千円

健康福祉局社会課、子供未来局総
務課、子育て支援課、保育課、保
育環境整備課、保育指導課、教育
局生涯学習課

③　児童館等要支援児受入れ体制の充実 51,252 千円

子どもを生み育てやすい環境づくりを進めるとともに、次世代を担う子ども達が元
気で健やかに育つことができるよう、家庭における子育てを地域社会全体で支える取
組みを推進する。

地域支え合い

　小学校余裕教室の活用やプレハブ設置によるサテライト室の整備を推進す
る。

　民間児童クラブに対する運営費補助制度を拡充し、運営支援と新規開設の促
進を図る。

低所得世帯の子どもの学習支援や居場所づくりとして学習サポート事業を全
区に拡大する。

④　低所得世帯の子どものための学習サポート事業（※一部） 64,342 千円

　家庭的保育事業助成 5,583 千円

　仙台市立病院を児童虐待対応の拠点病院に位置づけ、地域の医療機関と
ネットワークを構築し、医療機関における児童虐待対応の強化を図る。

16,302 千円

620 千円
・児童虐待防止医療ネットワーク 4,653 千円

31,551,285 千円
①　保育基盤整備推進

安心して子育てができる社会づくり
3,922,671 千円

・認可保育所整備等（※） 1,986,783 千円
　認可保育所等整備費補助 1,592,705 千円

394,078 千円
・小規模保育事業等の拡充（※一部） 1,935,888 千円

　せんだい保育室の支援 1,212,087 千円
　事業所内保育施設助成 45,666 千円
　共同型事業所内保育事業設置促進

・要保護児童対策地域協議会などにおける取組み 3,539 千円
2,109 千円

177 千円

　小規模保育施設整備費補助 635,250 千円
　小規模保育事業助成

・乳幼児健康診査等未受診者対策
・児童虐待に関する医療機関との連携検討委員会
・妊娠等に関する出産相談窓口の設置

21,000 千円

・放課後子ども教室（※） 31,256 千円

新 
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　保育士等の研修の実施

・寡婦（夫）控除みなし適用（※）

(3) 子供と子育て家庭を応援する地域づくり（※）
①　保育所等における地域子育て支援センター（室）の充実

③　仙台すくすくサポート事業 4,302 千円

④　（仮称）子育てふれあいプラザ若林建設設計 2,320 千円

100,484 千円

186,075 千円
・せんだい保育室、幼稚園保育室における保育料の保護者負担軽減（※）

・幼稚園就園奨励費補助（※一部）

・児童扶養手当支給 4,074,191 千円
・子ども医療費助成 2,867,362 千円

72,804 千円
・母子家庭等就業・自立支援センター運営管理 25,018 千円

　自立支援教育訓練給付 503 千円

⑦　少子化社会における仕事と家庭の両立支援促進

⑥　ひとり親家庭等の支援が必要な家庭への対応

335 千円

⑤　子育てに関する経済的負担の軽減 25,508,904 千円
・児童手当支給 16,791,245 千円

1,489,547 千円
・不妊に悩む方への特定治療支援

・妊産婦・乳幼児等訪問指導（※） 45,741 千円
・妊婦健康診査（※） 823,035 千円
・育児ヘルプ家庭訪問（※） 20,065 千円
・小児慢性特定疾病児等相談支援

③　私立幼稚園の機能拡充支援 241,886 千円
・幼稚園預かり保育の推進 135,324 千円

④　母子保健の充実 953,886 千円
・幼児健康診査 31,105 千円

・先天性代謝異常等検査

・幼稚園保育室助成（※一部）

2,165 千円

・幼稚園一時預かり事業（※）

1,149 千円

143,429 千円
120,007 千円

835,032 千円

　保育専門技術向上支援

・保育サービス相談員の配置（※） 11,000 千円

849,985 千円

・ひとり親家庭等対策 45,621 千円

　高等職業訓練促進給付等 45,118 千円

　障害児保育 219,483 千円
　病児・病後児保育（※） 47,745 千円

②　保育サービス充実に向けた取組み

・幼児健康診査等における子どものこころのケア（※）

1,911 千円
　特別（保育）支援コーディネーターの養成 660 千円

　一時預かり（※） 210,502 千円
14,001 千円

93,313 千円
13,249 千円

7,623 千円
25,982 千円

16,800 千円

・多様な保育サービスの充実

②　幼稚園における地域子育て支援

343,301 千円
　休日保育
　延長保育（※）

・保育内容の質の向上 3,953 千円
1,382 千円

新 
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1 事業名 緊急輸送道路防災対策

2 当初予算額 3 担当課

4 事業目的

5 事業概要

【参考】　平成27年第1回定例会平成26年度補正予算措置（国補正予算対応）分
　道路防災対策
　橋りょう維持補修
　橋りょう震災対策

太白区 越路橋 設計委託

117,000 千円

泉区 馬橋 補修工事

地域支え合い

1,507,006 千円

（単位：千円）

事業費 主な路線・事業内容

道路防災対策 62,500
宮城総合支所

設計委託
宮城総合支所

建設局道路管理課、北道路建設
課、南道路建設課、各区道路課等

道路利用者の安全・安心および災害時における道路ネットワークを確保するため，
緊急輸送道路等における道路施設の計画的修繕や道路防災対策，橋梁の耐震補強等を
行う。

十里平線 設計委託

青葉区 設計委託

太白区 赤石樽道線等 設計委託

秋保総合支所 仙台山寺線等
設計委託
補修工事

泉区 杉ノ崎蒜但木線等
設計委託
補修工事

補修工事

宮城野区 中野栄駅自由通路等
設計委託
補修工事

若林区 笹屋敷2号橋 補修工事

十開橋等

723,230
北道路建設課 広瀬橋等

設計委託
補修（※） 補修工事

南道路建設課 七森橋 補修工事

橋りょう維持

事業名

大橋等
設計委託

対策（※） 耐震工事
橋りょう震災

721,276 北道路建設課

287,000 千円
21,000 千円

山屋敷橋
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1 事業名 下水道地震対策・長寿命化 （企業会計）

2 当初予算額 3 担当課

4 事業目的

5 事業概要

合流管耐震化（更生工法）等　耐震化延長L=0.4km

上谷刈浄化センター耐震補強（急速ろ過棟）

ポンプ場耐震補強

第３南蒲生幹線整備（整備延長L=6.4㎞）

老朽管の緊急改築（改築延長L=3.6㎞）

下水道マスタープラン策定

【参考】　平成27年第1回定例会平成26年度補正予算措置（国補正予算対応）分
合流管耐震化（更生工法）等　耐震化延長L=2.4km

(4) 743,839 千円
地震被災時において、最重要幹線である第１及び第２南蒲生幹線の流下機能を

バックアップする第３南蒲生幹線を整備し、整備後に第１及び第２南蒲生幹線の
耐震化を図る。

(1)
明治32年から整備を続けている本市中心部の合流式下水道地区は、管の耐震化

に膨大な事業費を要し、供用しながらの施工が必要となることから、改築・更新
に合わせて順次耐震化を図る。

　昭和52年より供用開始している各施設の改築等に合わせて耐震化を図る。

(3) 82,800 千円
被災時でも衛生的な生活環境を確保するため、下水道の最低限の流下機能を確

保する必要があることから、ポンプ施設の耐震化を順次実施する。

道路陥没や下水道機能の停止等による市民の安全・安心、社会経済活動への影
響を未然に防止するため、布設から50年を経過したものについて、改築等の老朽
化対策を実施する。

(6) 2,997 千円

地域支え合い

2,067,887 千円 建設局経営企画課

公衆衛生確保の基礎的なライフラインである下水道施設の耐震化を進めるととも
に、被災した場合の最低限の流下機能、処理機能の確保を図ることで、大規模地震の
発生時における震災被害を軽減する。

247,698 千円

本格的な維持管理の時代に的確に対応した事業運営を目指し、平成28年度から
平成37年度までの10年間を計画期間として策定する。

516,223 千円

(2)

・第３南蒲生幹線整備（事業期間H24～H32、総延長L=9.2km、総事業費13,949,000千円）　　

(5) 869,553 千円

121,000 千円
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1 事業名 下水道浸水対策 （企業会計）

2 当初予算額 3 担当課

4 事業目的

5 事業概要

雨水排水施設の整備

〔雨水幹線等の整備〕
・原町東部雨水幹線（事業期間H24～H29、整備延長L=6.6㎞、総事業費9,136,000千円）
・若林３丁目地区浸水被害軽減対策事業（事業期間H23～H28、整備延長L=0.8㎞、

総事業費465,089千円）

〔雨水ポンプ場の整備〕
・西原雨水ポンプ場（事業期間H24～H27、総事業費2,570,000千円）
・中野雨水ポンプ場（事業期間H26～H27、総事業費700,000千円） 
・鶴巻ポンプ場（事業期間H24～H29、総事業費4,702,000千円） 
・長町第一ポンプ場（事業期間H27～H28、総事業費900,000千円）

地域支え合い

3,572,358 千円 建設局経営企画課

雨水排水対策や雨水流出抑制の推進など、総合的な浸水被害防止対策の充実を図
り、災害に強い都市構造を形成する。

東日本大震災による地盤沈下の影響により浸水リスクが高まっている東部市街地
等において、復興交付金等を活用して雨水排水施設の整備等を行い、浸水被害の軽
減を図る。
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1 事業名 上水道施設災害対策 （企業会計）

2 当初予算額 3 担当課

4 事業目的

5 事業概要

②　水運用機能の強化

③　災害時給水施設の整備

④　その他災害対応の充実

　水道施設の中でも被災した場合の影響が大きい、浄水場や配水所などの基幹
施設の耐震化を進める。
　耐震性に劣る基幹管路や配水支管を、耐震性に優れた管種に更新する。特
に、医療機関への配水経路を確保するため、災害拠点病院などへの管路を優先
的に耐震化する。

　配水経路の多系統化や水道水の相互融通機能の充実を図るため、主要な配水
経路同士をつなぐ基幹管路を整備する。
　適正な水量と水圧の管理、災害時の影響区域の縮小化などを図るため、配水
ブロックの再編を引き続き進める。

　小学校への災害時給水栓の設置を拡大し、より多くの場所で応急給水ができ
るようにする。

　災害時の長期停電に備えるため、主要な浄水場などにおける非常用自家発電
装置の更新や燃料タンクの増設・更新を進める。

6,138,736 千円 水道局計画課

地域支え合い

430,964 千円

38,584 千円

297,575 千円

災害発生時における被害範囲を最小限にとどめるため、水道施設の耐震化や異な
る水系間における水道水の相互融通などの水運用機能の強化を図るとともに、断水
などの被害が生じた場合に円滑な応急給水が可能となるよう、災害時給水施設の整
備などを進める。

上水道施設災害対策 6,138,736 千円
①　水道施設の耐震化（※一部） 5,371,613 千円



－49－

1 事業名 都市ガス防災対策強化 （企業会計）

2 当初予算額 3 担当課

4 事業目的

5 事業概要

東日本大震災で被害が著しかった区域を中心とした経年管の入替（※一部）

　引き続き地震災害に備えるために、経年管（白ガス管等）を柔軟性に富み耐震性
の高いポリエチレン管に入替する。

地域支え合い

984,804 千円 ガス局建設課

大規模地震等の発生時においても、都市ガスの供給を極力確保するため、耐震性の
高いポリエチレン管への入替を効率的に推進する。

984,804 千円
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1 事業名 地域福祉の推進

2 当初予算額 3 担当課

4 事業目的

5 事業概要

(1)

⑦ 中国残留邦人等地域生活支援

(2)

(3)
　・東山荘増築

・住居確保給付金支給 30,742 千円
　離職等により、住宅を喪失した又は住宅を喪失するおそれのある方に対
し、基準額内の家賃相当分を支給し、あわせて就労支援を行う。

　「生活困窮者自立支援法」の平成27年4月施行にあわせ、生活保護に至る前の
経済的に困窮している方を対象とした自立支援策を実施する。

　身体上又は精神上の障害のため日常生活を営むことが困難な生活保護受給
者の受け入れにより増加した入所待機者の解消を図るため、50床の増床工事
に対し補助する。

365,000 千円

地域福祉の推進 253,944 千円
誰もが地域で安心して暮らすことができるように、多様な担い手による地域保

健福祉に関する活動等を推進していくため、市民が相互に支え合う仕組みづくり
や保健福祉サービスの適正な利用が促進されるよう各種施策を推進する。

①　地域保健福祉計画推進等 1,467 千円
②　ボランティアセンター運営費補助 56,760 千円
③　小地域福祉ネットワーク推進事業費補助 18,271 千円
④　日常生活自立支援事業費補助 131,103 千円

・その他路上生活者等支援

第２期地域保健福祉計画に基づき各種施策を推進するとともに、生活保護に至る前
の生活困窮者に対するサポートを含め、低所得者に対する自立支援の一層の充実を図
る。

18,814 千円

⑤　成年後見サポート事業費補助 965 千円

23,224 千円

②　路上生活者等支援

救護施設の整備

・学習支援（※） 32,171 千円
　「貧困の連鎖」防止のため、生活保護世帯の中学生を対象に、学習支援を
行うとともに、居場所づくりや生活相談を行う。

110,406 千円

⑧　コミュニティソーシャルワーカー配置事業費補助 36,870 千円

生活困窮者への自立支援 283,480 千円
①　生活困窮者自立支援 173,074 千円

・自立相談支援 86,937 千円

⑥　市民後見人養成・支援事業費補助

地域支え合い

　生活困窮者に対するワンストップでの総合相談を行い、関係機関と連携を
図りながら、継続的な自立支援として生活支援、就労支援等の自立支援を実
施する。

・就労準備支援
　直ちに一般就労を行うことが困難な方に対し、生活自立や社会自立などの
基礎的能力の形成を支援する。

健康福祉局社会課

1,949 千円
6,559 千円

91,592 千円・路上生活者等自立支援ホーム運営管理

902,424 千円

新 

新 
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1 事業名 高齢者保健福祉の推進

2 当初予算額 3 担当課

4 事業目的

5 事業概要

(1)

・

・

・

・
・
・
・

(2)

・
・

・

・

・

・
・
・高齢者生活援助サービス

3,089 千円

地域包括支援センター運営（特別会計） 959,194 千円

地域ケア多職種協働推進等（特別会計）

1,400 千円

738 千円
地域包括ケアシステムの構築を目的として、多職種連携による個別ケース

の支援内容の検討を通した知見の集積・検証等を行う。
在宅療養支援推進

高齢者生きがい健康祭（スポーツ交流大会）の開催

4,757 千円
②　在宅生活を支える多様な支援 159,069 千円

高齢者食の自立支援サービス（特別会計） 101,333 千円
介護用品の支給（特別会計） 40,498 千円

高齢者の社会参加・生きがいづくりの促進 2,624,344 千円

高齢者やその家族が、地域の中で孤立することなく、地域との連携や周囲の支
え合いのもと、住み慣れた地域で生活を続けることができるよう、多様な生活
サービスを充実させるとともに、地域包括支援センターをはじめ地域の多様な機
関・団体による支援の充実を図る。また、高齢者の尊厳確保のための取組みを進
める。

①　地域の関係機関による支援の充実 969,989 千円
地域支え合い活動を行うボランティア団体への補助

ボランティア団体等支援育成 32,376 千円
配食サービスや、高齢者自身が高齢者を支える活動等を行うボランティア

団体に対して助成する。
老人クラブ連合会及び単位老人クラブ並びに老人つどいの家（好日庵）運営
に対する助成 87,060 千円
敬老乗車証の交付 2,475,442 千円

介護保険制度改正に伴い新たに開始する生活支援サービスを円滑に実施す
るため、ＮＰＯやボランティア団体が行っているサービスの実態を把握す
る。

13,346 千円

老人福祉センターにおける「生きがい夢広場」等の実施
「シルバーライフ」の発行による情報提供 1,953 千円

高齢者生活支援団体等実態調査 3,900 千円

全国健康福祉祭（ねんりんピック）山口大会への選手派遣 24,274 千円

地域における支え合いの体制づくり 1,134,915 千円

②　多彩な生涯学習の展開

高齢者が、趣味や人とのつながり、地域社会への参加を通して、いきいきと活
動的に暮らすことができるとともに、社会を支える一員として生きがいを感じな
がら活躍することができるよう、様々な支援や環境づくりを進める。

①　社会参加活動の推進 2,594,878 千円

「高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画」に基づき、「高齢者がその尊厳を保
ち、健康で生きがいを感じながら、社会を支え続けるとともに、支援が必要になっ
ても地域で安心して暮らすことができる社会の実現」をめざして各種施策に取り組
む。

150 千円

地域支え合い

3,918,887 千円
健康福祉局高齢企画課、介護予防
推進室、介護保険課

運営する。
　地域包括支援センターの機能強化のための専任職員を25センターに配置し、

29,466 千円

新 
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・
・

・
・

(3)

・

・

・

・

・
・
・

(4)

・

・
・

(5)

・
・

・

・

36,597 千円

29,128 千円
②　安心できる暮らしの確保 83,662 千円

高齢者等災害対応拠点施設整備促進（※）

生活援助員（ＬＳＡ）の派遣（特別会計）

3,534 千円

「あらゆる世代一人ひとりが認知症について正しく理解し、認知症になっても
安心して暮らせるまちづくりについて考え行動できる社会」を目指し、認知症に
関する正しい知識の普及啓発や、認知症の人とその家族への支援を充実するとと
もに、関係機関との連携を促進し、地域における支援体制づくりを進める。

ひとりぐらし高齢者等緊急通報システム

在宅での生活を支援するため、生活援助サービスの充実、在宅療養・介護の支
援などの生活支援施策を進めるとともに、多様な居住環境の整備を推進し、快適
で安心できる暮らしを確保していく。

地域で認知症の方とその家族を支える体制の整備 21,493 千円

多様な生活ニーズに対応した快適で安心できる暮らしの確保 120,259 千円

認知症疾患医療センター運営費補助

介護給付費等費用適正化（特別会計） 6,566 千円
指導監査体制の強化（特別会計） 5,699 千円

認知症初期集中支援チーム設置促進（特別会計） 2,814 千円
認知症の人やその家族に対し、専門職による訪問等により、早期診断・早

期対応に向けた支援体制の構築・検証を行う。
認知症介護研修 5,155 千円
認知症地域医療支援 1,107 千円

9,250 千円

介護サービスの質の向上

福祉避難所に位置づけられている老人福祉センターの備品の配備等により
災害対応拠点施設としての機能強化を図る。

①　快適に暮らしていくための環境の整備
住宅改造費補助 7,469 千円
シルバーハウジング（高齢者向け市営住宅）、高齢者向け優良賃貸住宅への

17,876 千円
質の高い介護サービスが安定的に提供されるようサービスの質の確保・向上を

図るとともに、利用者に対する適正なサービスが確保されるよう、介護給付の適
正化を図る。

①　利用者への質の高いサービスの提供 5,611 千円
介護相談員の派遣（特別会計）

②　適正なサービス利用のための取組み

①　認知症の方とその家族への支援 1,869 千円
地域における認知症介護家族交流会

80,128 千円

12,265 千円

成年後見制度利用支援（特別会計） 4,563 千円

240 千円
認知症の方を介護する家族同士が交流・相談等を行う交流会を地域単位で

開催し、介護家族同士のネットワーク構築を目指す。
認知症高齢者介護家族支援（特別会計） 1,629 千円

②　保健、医療、福祉の専門職による支援 19,624 千円
認知症地域支援体制構築等推進（特別会計） 1,298 千円

認知症の「普及啓発」「支援体制」「関係機関のネットワーク」の仕組み
づくりを目的とした認知症対策推進会議の運営等を行う。

家族介護慰労金の支給（特別会計） 400 千円

③　高齢者虐待の防止と権利擁護 5,857 千円
高齢者虐待防止ネットワーク運営（特別会計） 1,294 千円

訪問指導 3,492 千円
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1 事業名 障害者保健福祉の推進

2 当初予算額 3 担当課

4 事業目的

5 事業概要

(1)

・施設自立支援（身体・知的・精神）
・ホームヘルプサービス
・短期入所
・グループホーム
・療養介護

(2)

(3)

③
④

186,301 千円
948,862 千円
566,737 千円

③

② 小規模地域活動センター運営費補助

7,928,156 千円
2,884,380 千円

補装具費支給 316,828 千円
② 自立支援医療 3,187,766 千円

障害者の自立支援 16,025,903 千円
① 介護給付・訓練等給付 12,514,436 千円

精神障害者社会復帰施設運営管理

55,718 千円

711,738 千円

　特に対応が求められる自殺未遂者、勤労者及び若年者の自死を防ぐ対策を強
化するため、平日夜間の相談窓口の設置やパンフレットによる普及啓発等に取
り組む。

⑩ 入院時コミュニケーションサービス 1,748 千円
⑪ 在宅重度身体障害者訪問入浴サービス

① 相談支援事業の実施 296,899 千円

自殺予防情報センター運営

⑥ 知的障害者自立体験ステイ 15,760 千円
⑦ 発達障害児(者)支援体制整備
⑧ 精神障害者地域社会交流促進 7,305 千円

障害者の地域生活の支援

268,729 千円
③ 障害福祉サービス事業所等整備補助（※一部）

④ 利用者負担軽減措置 6,873 千円

障害者の日中活動及び生活の場の整備 478,297 千円
① 153,850 千円

16,173 千円

地域支え合い

20,158,376 千円

健康福祉局障害企画課、障害者支
援課、障害者総合支援センター、
精神保健福祉総合センター、北部
発達相談支援センター、南部発達
相談支援センター

仙台市総合計画2020に掲げる都市像「共生の都」、障害者基本法の目指す社会像
「共生する社会」の実現のため、障害者保健福祉計画等に基づき、「自分らしく生き
生きと生活する、地域で共に支え合い安心して暮らす、生きがいを持って社会で活
動・参加する」との視点に立った各種障害者施策を展開し、誰もが互いに尊重し、支
え合いながら、生きがいを持って、自立した生活を送ることができるまち・仙台の実
現を目指す。

22,920 千円

⑨

②

重度障害者コミュニケーション支援
地域リハビリテーション支援等

⑤

　障害児者を預かり介護サービスを提供する家族支援等推進事業（レスパイ
ト）について、増大しているニーズに対応するため、宿泊利用も可能な事業所
を１カ所増やし、円滑な利用を図る。

要医療的ケア障害児(者)等支援（障害者福祉センター分含む）

71,461 千円

140,034 千円

28,452 千円
42,882 千円

障害者家族支援等推進

68,104 千円
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(4)

(5)

(6)

(7)
難病サポートセンター
難病医療相談会
難病患者等補装具等賃借費助成
難病等普及啓発
難病法等施行対応

重度障害者対応型グループホーム運営費補助
要医療的ケア障害者対応型グループホーム運営費補助
医療型短期入所推進

(9)

② 障害者差別解消 4,328 千円

難病患者サポート

③ 186 千円

その他 4,614 千円
① 精神科救急システム整備 286 千円

障害者スポーツ振興 61,265 千円
② ひきこもり青少年等社会参加支援 5,097 千円
③ ひきこもり地域支援センター 24,978 千円

重度障害者サポート 13,256 千円
①

14,601 千円

②

　平成28年4月1日からの障害者差別解消法の施行に向けて、独自条例の制定に
係る検討を行うとともに、広く市民への理解・啓発のための取組みを進め、障
害者差別解消を推進する。

1,650 千円

6,900 千円

① 9,252 千円

①

605,555 千円

障害者の就労支援

障害児の療育・介護の支援 2,724,179 千円

児童発達支援③

① 障害児施設給付費・措置費
② 障害児通園施設運営支援 16,170 千円

2,102,454 千円

④ 障害者職場開拓推進　 21,825 千円

障害者等の社会参加の促進 91,340 千円

(8)

94,448 千円
① 障害者就労支援センターを通じた支援 57,000 千円

6,170 千円

②

⑤ 1,550 千円

③

② 障害者就労プロモート 1,247 千円
③ 障害者職業能力開発 14,376 千円

新たな難病法の施行に伴い、障害者総合支援法の対象となる新しい疾患と受
けられるサービスをまとめたハンドブック等を作成し配布する。

1,755 千円
④ 394 千円

新 
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1 事業名 救急体制整備

2 当初予算額 3 担当課

4 事業目的

5 事業概要

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

病院群当番制運営事業 141,282 千円

児童生徒の心停止による事故に対応するため、全ての幼稚園、小学校、中学
校、高等学校、中等教育学校、特別支援学校にＡＥＤを配備する。

現場急行支援システム整備 6,346 千円

　救急活動時に使用する資器材の整備を行う。

市民がＡＥＤの使用法を含めた心肺蘇生法等の応急手当を適正に行うことがで
きるよう、知識や技術の普及を図る。また、｢杜の都ハートエイド｣（応急手当協
力事業所表示制度）事業の推進等により、救命効果の向上を図る。

医師等による救急現場活動体制の充実 606 千円

7,533 千円

初期から二次救急の患者に対応する医療スタッフを配置している市内の当番病
院をさらに確保し、内科・外科の毎日3病院体制とし、救急医療体制の充実を図
る。

小児科病院群輪番制運営事業
土、日、祝日等の日中に救急患者を受け入れる輪番病院を確保し、小児救急医

療体制の充実を図る。

救急業務の質を高めるために、東北大学病院、仙台市立病院、仙台オープン病
院、仙台医療センターにメディカルコントロールの業務委託等を行う。また、救
急救命士の教育効果の向上及び医師の院外治療による直接的な救命効果を目的
に、ドクターカーを運用する。

救急救命士の養成・教育 17,345 千円
計画的に救急救命士を養成するとともに、生涯教育プログラムに基づいた救急

救命士の教育を実施する。また、救急救命士の処置範囲の拡大に対応するための
研修等を行う。

救急活動用備品整備 36,596 千円

医師等による救急現場活動体制をより充実させるため「消防ヘリコプター医師
同乗システム」及び「救急活動支援医療チーム」の効果的な運用を図る。

26,054 千円

地域支え合い

学校へのＡＥＤ配備 6,237 千円

  緊急車両を優先的に走行させるために信号機を制御するＦＡＳＴシステムの車
載発信機を救急自動車に整備し、搬送時間の短縮を図るほか、停車、発進による
振動を減少させ搬送者への負担軽減を図る。

メディカルコントロール 63,442 千円

305,441 千円
健康福祉局保健医療課、消防局救
急課、教育局健康教育課

救急医療を提供する医療機関の充実を図るとともに、医療機関との連携を強化し、
救急隊員の資質を向上させ、地域における救命効果を高める。また、救急救命士の養
成・教育を行うとともに、救急資器材等を整備する。

応急手当普及啓発

新 
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1 事業名 消防団装備拡充整備

2 当初予算額 3 担当課

4 事業目的

5 事業概要

地域支え合い

38,681 千円 消防局総務課

26,164 千円

  「消防団を中核とした地域防災力の充実強化に関する法律」が施行され、「消防団
の装備の基準」「消防団員服制基準」「消防学校の教育訓練の基準」が改正されたこ
とに伴い、消防団の充実強化を図るため「消防団強化緊急事業五ヶ年計画」を策定
し、計画的に装備、資機材、処遇等を整備強化し、もって地域の安全安心を確保す
る。

(1) 活動服の更新
　導入から17年が経過し経年劣化が進んでいる現作業服を、「消防団員服制基
準」の改正に合わせて視認性、機能性が高い活動服に更新する。

(2) 耐切創性手袋の配備 7,837 千円
　災害現場活動における消防団員の安全確保のため、受傷を防止する機能を持つ
活動用の手袋を緊急に配備する。

(3) 救命胴衣の配備 900 千円
　東日本大震災の津波被害等を踏まえ、災害活動時における消防団員の命の安全
を確保するため、基準上の必要数を緊急に配備する。

(4) 無線通信機器の配備に係る伝搬調査等 3,780 千円
　東日本大震災の経験や基準の改正等を踏まえ、双方向通信が可能な無線通信機
器を早急に整備するにあたり、本市に最も適した通信体制について、無線伝搬調
査を行い、詳細なシステム検討を行う。

新 

新 

新 

新 
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1 事業名 地域安全対策

2 当初予算額 3 担当課

4 事業目的

5 事業概要

(1)

(2)

(4)

(5)

地域支え合い

67,405 千円

防犯対策 29,056 千円
市民の安全確保のため、警察や仙台市防犯協会連合会等の団体と連携を図りな

がら、犯罪の防止と環境の浄化に努めるとともに、犯罪被害者への支援を行う。
①　仙台市防犯協会連合会等補助 21,307 千円
②　みやぎ被害者支援センター補助
③　地域安全啓発・広報・その他 1,149 千円
④　防犯カメラ設置助成 3,000 千円

(3) 事故防止対策 990 千円

3,600 千円

歩行禁煙を市民ルールとして定着させ、安全な街づくりを推進するため、歩き
たばこ防止に向けた周知啓発の強化を図るとともに、地域環境美化を促進し、清
潔で美しい街づくりを実現するため、落書き防止のための対策を行う。

①　歩行喫煙防止 2,065 千円
②　落書き防止 555 千円

空き家対策（※） 4,046 千円
「空家等対策の推進に関する特別措置法」及び「仙台市空き家等の適正管理に

関する条例」に基づき、管理不全な空き家等の改善を図る。

①　歩くボランティア 1,762 千円
②　高齢者の安全対策 715 千円
③　自主防犯活動地区支援 1,600 千円
④　安全安心街づくり推進会議等 3,113 千円
⑤　国分町地区環境浄化推進

歩行禁煙等マナーアップ対策事業 2,620 千円

市民が安全で安心して暮らせる街の実現のため、防犯対策や、迷惑行為防止に向け
たマナーアップを推進する。

1,301 千円
⑥　その他防犯活動普及・啓発 527 千円
⑦　通学路合同点検箇所整備 21,675 千円

市民局市民生活課、建設局道路管
理課、各区道路課

　・山岳遭難防止対策協議会運営補助

地域における防犯活動を補完し、犯罪を作り出さない環境整備を進めるた
め、自治会、町内会等自主的な防犯活動を行う団体に対し、防犯カメラの設置
に要する経費の助成を行う。

安全安心街づくり 30,693 千円
安全で安心して暮らせる街の実現のため、行政・民間団体・市民の協働によ

り、地域ぐるみの防犯活動等を推進する。

新 新 
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1 事業名 空き家対策

2 当初予算額 3 担当課

4 事業目的

5 事業概要

(1) 適正管理推進

(2) 事務経費等

地域支え合い

3,804 千円
市民からの情報等により、管理不全な空き家等があると認められる場合に、所

有者等に対して適正管理に向けた助言・指導、勧告を実施し、従わない場合に
は、専門家の意見を聴取した上で、措置命令等や公表を行い、放置することが著
しく公益に反すると認められる等の場合には代執行を行う。また、危険な状態が
切迫している場合には応急措置を行い、管理不全な状態の解消を図る。

242 千円

市民局市民生活課

「空家等対策の推進に関する特別措置法」及び「仙台市空き家等の適正管理に関す
る条例」の趣旨を踏まえ、地域とも連携しながら、総合的な空き家対策の取組みを図
る。

4,046 千円
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1 事業名 消費者支援

2 当初予算額 3 担当課

4 事業目的

5 事業概要

地域支え合い

27,324 千円 市民局消費生活センター

消費者の利益の擁護を図りながら、自立を支援していくとともに、市民及び事業者
等との協力により、消費者の権利の確立を目指し、消費生活の一層の安定と向上を図
る。

972 千円

消費生活の安定と向上に関する事項を審議する仙台市消費生活審議会の運営な
ど、市の消費者行政全体の企画・調整を行う。

(2) 消費者被害の未然防止・救済 1,356 千円

③　高齢者・障害者の消費者トラブル見守り事業 2,072 千円

環境配慮型消費行動の推進（※） 100 千円(4)
将来にわたって持続可能な社会を形成していくために、消費者に対して環境配

慮の実践行動や消費者行動が誘発されるようなきっかけづくりを行う。

(5) 消費者行政活性化事業 17,235 千円

④　消費生活パートナー事業 1,122 千円

　市町村消費者行政活性化事業補助金の活用により、センター機能の強化を図
る。
①　消費者教育・啓発事業 10,436 千円

(1) 消費者行政の企画・調整 762 千円

③　消費者団体等への活動支援 2,200 千円
④　その他事務費

②　消費生活情報誌・講座等による消費者啓発の推進 1,130 千円

②　特別相談 1,790 千円

7,871 千円
学校生徒、高齢者等ライフステージに応じた消費者教育を行うほか、地域での

消費者啓発に協力する団体への活動支援などさまざまな形での啓発を行う。
①　学校における消費者教育の推進 1,250 千円

3,291 千円

　消費生活相談員のスキルアップを図り、消費者被害の未然防止・救済を行う。

(3) 消費者教育・啓発の推進

⑤　消費生活相談員スキルアップ事業 843 千円
⑥　消費生活相談機能強化事業
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1 事業名 民間建築物耐震化等促進

2 当初予算額 3 担当課

4 事業目的

5 事業概要

(1) 民間住宅耐震化促進

① 耐震診断促進
・木造共同住宅耐震診断士派遣（5棟）
・木造住宅耐震診断後の相談・助言（12回）
・分譲マンション耐震予備診断（10棟）
・分譲マンション耐震精密診断（2棟）
・分譲マンション耐震化の相談・助言（15回）

② 耐震改修促進支援
・戸建木造住宅耐震改修計画支援（350戸）
・戸建木造住宅耐震改修工事補助（180戸）
・戸建木造住宅耐震改修工事促進補助金交付事業（180戸）
・分譲マンション耐震改修工事補助（1棟）

③ 診断申込書、パンフレット印刷等

(2) 民間大規模建築物耐震化促進

　

・建築物改修補助

・天井改修補助
  建築基準法の改正により、集会場等の不特定多数の者が利用する建築物で
天井の構造が既存不適格となるものに対し、天井改修費用の一部を補助する。

③ 市耐震改修促進計画策定
　計画策定の背景、計画の目的、計画の位置づけを定め、耐震化の現状等を勘
案した建築物用途ごとの目標設定を踏まえた耐震化促進の次期計画を策定する。

  耐震診断が義務化された大規模建築物に対し、耐震改修費用の一部を補助
する。

　耐震改修促進法の改正により耐震診断が義務化された、宿泊施設や商業施設
等の大規模建築物に対し、診断費用の一部を補助する。

41,400 千円
18,000 千円

2,073 千円

77,752 千円

229,053 千円
昭和56年以前に建築された民間住宅を対象に、耐震診断士を派遣して診断を行

い、その結果を受けて相談及び助言を行う。さらに診断結果が基準値に満たない
戸建木造住宅及び分譲マンションついては、耐震改修工事費の助成など住宅の耐
震改修を促進するための支援を行う。

2,866 千円

「仙台市耐震改修促進計画」（平成19年度策定）に基づき、戸建木造住宅や分譲マ
ンション等の耐震診断や改修費の助成により民間住宅の耐震化を促進するとともに、
宿泊施設や商業施設等の大規模な建築物や緊急輸送路沿道の建築物の耐震化を促進す
る。また、倒壊の恐れがあるブロック塀等の除却を促進するなど、災害に強い街づく
りを目指す。

5,000 千円

54,432 千円
108,000 千円

地域支え合い

316,102 千円
都市整備局住環境整備課、建築指
導課

5,148 千円
219 千円
304 千円

2,139 千円

②　耐震改修補助

2,000 千円
486 千円

221,832 千円

耐震改修促進法等の改正に対応し、耐震診断や耐震改修に係る費用の一部を補
助する。
①　耐震診断補助 44,886 千円

27,866 千円
25,000 千円
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(3) ブロック塀等除却助成

① ブロック塀等除却補助（34件）
② 高齢者等ブロック塀等除却補助（21件）

(4) 緊急輸送路沿道建築物耐震化促進

・建築物耐震精密診断（2件）

3,297 千円
市域内の公道等に面するブロック塀等で、本市の危険度調査において、倒壊の

危険性が高く、早急に除却する必要があると認められたブロック塀等を対象に、
その除却に要する費用の一部を助成する。

2,856 千円
441 千円

6,000 千円
地震発生後の救急・医療活動等に必要な人員等を輸送する機能を担う緊急輸送

道路沿道の建築物について、倒壊・崩壊により道路の機能が失われることのない
よう耐震化を促進する。
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1 事業名 中央卸売市場運営管理 （特別会計）

2 当初予算額 3 担当課

4 事業目的

5 事業概要

(1)

青果棟床改修設計

市場内幹線道路補修及び駐車場舗装修繕

市場共有部照明設備ＬＥＤ化推進

中央棟屋根等防水

管理棟エレベーター改修

市場建物内トイレ快適化推進事業

(2)

(3)

食肉市場の老朽化した設備の改修、新小動物解体室稼働に伴う既存設備工事及
び現在使用していない施設の解体等を進め、市場機能の強化や維持・保全を図
る。

　本場内の卸売場や仲卸売場に乗り入れる構内運搬車について天然ガス車への全
面的な切替えを図るため、平成26年度から28年度までの３年間、天然ガス車へ改
造する費用の３分の１を助成する。

本場施設整備 599,368 千円

安全・安心な生鮮食料品等の安定的な供給のため、市場の機能を高めることによ
り、市場を取り巻く環境の変化に対応する。

⑤ 20,000 千円
平成26年度に引き続き、劣化が進んでいる道路や駐車場の補修工事等を行

う。
⑥ 4,532 千円

使用電力量の削減を図るため、開設者が設置・管理する共用部照明を平成29
年度までに省電力・長寿命のＬＥＤ照明へ切り替える。

⑦ 227,116 千円

4,540 千円

東日本大震災の影響で破損・段差が生じた青果棟床について、改修工事を実
施するための設計を行う。

　雨漏りによる被害を防ぐため、劣化の著しい防水層の改修工事を行う。
⑧ 32,708 千円

交換部品の製造中止や最新の安全基準を満たしていないことから、設備を更
新する。

⑨ 6,996 千円
　経年劣化によるにおいや汚れ等の問題を解消するため、中央棟のトイレの改
修工事を行う。

食肉市場施設整備

構内運搬車の低公害化促進事業

地域支え合い

976,444 千円
経済局中央卸売市場管理課、食肉
市場

市場の老朽化した施設や耐用年数を超過した設備等のインフラについて改修や
整備を進め、市場機能の強化や維持・保全を図る。
① 青果棟仲卸売場シャッター改修 208,413 千円

平成26年度に引き続き、震災や経年劣化による影響が見られる青果棟仲卸売
場シャッターを改修する。

② 水産棟冷却塔設備改修 72,328 千円
水産棟の冷却塔設備について、必要な冷却能力の確保と省電力を両立できる

設備へ更新するための工事を行う。
③ 製氷・Ｆ級冷蔵庫棟改築設計 25,655 千円

  経年劣化の進んだ製氷機器・冷蔵設備のフロン規制に対応する設備更新に併
せた改築工事を実施するための設計を行う。

372,536 千円

④ 1,620 千円新 

新 

新 

新 

新 
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1 事業名 有害鳥獣対策

2 当初予算額 3 担当課

4 事業目的

5 事業概要

(1)
①

　・追い上げ捕獲
　　・捕獲檻による捕獲
　・専門機関への調査委託
　・ハナレザル対策
　・その他

　 クマ等鳥獣対策

(2)

①　仙台市農作物有害鳥獣対策協議会負担金
②　農作物有害鳥獣対策防除支援事業補助

（防護柵等補助、捕獲檻等整備補助、捕獲報奨金等）
③　地域ぐるみ捕獲対策
④　その他

1,755 千円
5,105 千円

99 千円
182 千円

②　 3,402 千円

2,160 千円
8,469 千円

672 千円
550 千円

近年、西部地域において、サル・イノシシなど野生鳥獣の生息域が急速に拡大する
ことにより、生活被害及び農作物被害が深刻化していることから、安全な生活環境と
農産物の生産環境を守り、住民不安に応えるため、関係部局における役割分担のもと
有害鳥獣対策を推進する。

地域支え合い

24,402 千円
環境局環境都市推進課、経済局農
政企画課

生活被害に係る有害鳥獣対策 12,551 千円
ニホンザル対策 9,149 千円

2,008 千円

宮城県第三期保護管理計画に基づき、群れの追い上げを継続しながら、捕獲
檻による捕獲等の対策を継続的に実施する。

クマ等の野生鳥獣による被害を未然に防止するため、必要な情報の提供や普
及啓発を進めるとともに、捕獲等の体制を整備する。

農作物有害鳥獣対策（※） 11,851 千円
イノシシ等による農作物被害の軽減を図るため、防護柵の設置経費、狩猟免許

取得講習会受講経費、捕獲檻購入経費等の一部を補助し、効果的な自主防除対策
を推進する。

また、狩猟免許を持たない者が補助者として有害捕獲に参加できる制度を活用
し、地域ぐるみによるイノシシ捕獲を推進する。
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1 事業名 墓園整備事業

2 当初予算額 3 担当課

4 事業目的

5 事業概要

(1) いずみ墓園整備

(2) 返還墓所再整備

(3) 愛玩動物納骨施設整備

北山霊園及び葛岡墓園の返還墓所の再貸出しを平成27年秋から行うための貸出
墓所を再整備するとともに、老朽化施設のマネジメント計画を策定する。

19,496 千円

②　老朽化施設マネジメント計画策定 7,560 千円
55,943 千円

③　新墓園運営管理（特別会計）

①　再貸出墓所再整備工事等

63,503 千円

泉区朴沢地区のいずみ墓園を引き続き整備するとともに、北山霊園及び葛岡墓園の
返還墓所の再貸出しを行い、市民に安定した墓地供給と公有財産の有効利用を図る。

746,699 千円
　安定した墓地供給を行うため引き続き墓園整備を行う。

①　新墓園整備（特別会計） 174,731 千円
②　新墓園維持管理・維持修繕 15,681 千円

地域支え合い

829,698 千円 健康福祉局生活衛生課

46,674 千円
④　その他（公債費、借入金元金償還費） 509,613 千円

　葛岡墓園内にある設置後30年を経過した動物納骨堂について、新たな施設を整
備する。

新 

新 



(7)

（歳入）・引上げ分の地方消費税交付金 69.8 億円

（歳出）・社会保障４経費その他社会保障施策に要する経費 711.4 億円

（単位：千円）

款 項 目 一般財源額 主　　な　　も　　の

４　健康福祉費

１　健康福祉費

１ 209,490

２ 1,391,645

５ 6,168,578

２　障害保健福祉費

１ 2,562,057

２ 5,826,652

３ 508,793

３　高齢保健福祉費

１ 18,316

２ 10,057,599

３ 366,832

４ 8,366,265

５ 379,885

４　児童保健福祉費

１ 4,971

２ 17,141,461

３ 127,080

４ 1,397,400

５ 2,904,073

６ 9,599

５　生活保護費

１ 37,748

２ 7,322,707

７　保健衛生費

１ 2,531,525

２ 30,835

３ 3,423,422

４ 76,672

７ 277,880

71,141,485

保健所費

生活保護各種扶助費及び中国残留邦人等支援給付費7,267,589

健康診査費1,372,626
仙台オープン病院救急センター運営費補助金457,830

合　　　　　計

予防接種費3,328,795

広域食品監視事業費39,900　食肉衛生検査事業費32,095

休日夜間診療所運営管理費272,986

予防費

環境衛生費

診療所費

健康づくり推進事業費21,189

児童福祉施設費

母子父子寡婦福祉資金貸付
事業特別会計繰出金

生活保護総務費

扶助費

保健衛生総務費

児童厚生施設運営管理費1,750,002　市立保育所運営管理費679,895

母子福祉資金貸付金

救護施設整備費補助金24,667　被保護者就労支援事業費13,081

母子・父子家庭医療費助成101,242

妊婦健康診査費823,035　小児慢性特定疾患対策事業費176,006

児童福祉費

母子福祉費

母子保健費

児童保健福祉総務費

保険給付費8,111,950　地域支援事業費254,315

保険基盤安定制度分374,885

私立保育所運営委託費3,053,349　児童扶養手当支給費2,716,128

子ども・子育て支援制度認定給付に要する経費

高齢保健福祉総務費

高齢福祉費

高齢福祉施設費

介護保険事業特別会計繰出金

後期高齢者医療事業特別会計
繰出金

ボランティア団体等支援育成事業費17,376

後期高齢者医療給付費負担金6,702,069
敬老乗車証交付事業費2,142,889

老人福祉センター運営管理費321,123

障害児通園施設運営管理費220,514
精神障害者社会復帰施設運営管理費61,682

地方消費税交付金（社会保障財源化分）が充当される経費

民生委員事業に要する経費205,953

仙台市社会福祉協議会補助金310,367
シルバーセンター運営管理費213,466　福祉プラザ運営管理費182,681

保険給付費2,230,217　保険基盤安定制度分1,141,272

健康福祉総務費

社会福祉費

国民健康保険事業特別会計
繰出金

障害者福祉費

障害者自立支援費

障害福祉施設費

心身障害者医療費助成922,655　障害者交通費助成881,390

介護給付・訓練等給付費3,368,335
障害者自立支援医療給付1,249,743
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1 事業名 杜の都環境プラン（仙台市環境基本計画）の推進

2 当初予算額 3 担当課

4 事業目的

5 事業概要

(1)

・市民意識調査
・中間評価報告書作成

　計画期間の折り返し年であることから、杜の都環境プランに掲げる定量目標の
達成状況や主要な施策の推進状況等について中間評価を実施する。

自然都市

7,400 千円 環境局環境企画課

「杜の都」の良好な環境の維持・向上を図るため、杜の都環境プランについて、適
切な進行管理と評価を行うことで、必要な施策の推進や市民・事業者の自発的な環境
行動につなげる。

杜の都環境プラン中間評価 7,400 千円

6,900 千円
500 千円

新 
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1 事業名 低炭素都市づくり推進

2 当初予算額 3 担当課

4 事業目的

5 事業概要

(1)

(2)
①　せんだいＥ‐Ａｃｔｉｏｎ推進

②　家庭向け自立分散型低炭素技術普及推進

④　次世代自動車ＥＶ・ＰＨＶ率先導入

　・省エネルギー診断

　・ビルエネルギーマネジメントシステム（ＢＥＭＳ）導入推進

　・ＬＥＤ照明等の導入推進

(3)

移動に際して環境への負荷が小さく、災害時には電力供給源としても有用な
ＥＶ（電気自動車）等を率先導入し、市民への普及啓発を図る。

16,200 千円

⑤　省エネルギー・節電対策推進 113,607 千円
環境マネジメントの手法を活用し、市有施設のエネルギー管理を行い、ハー

ド面の省エネ・節電対策を進める。
2,200 千円

③　環境教育・学習関連講座等実践支援（※）

低炭素都市づくり推進 161,517 千円

10,000 千円

84,407 千円
　消費電力が少なく、耐用年数の長いＬＥＤ照明等の導入を推進する。

環境教育・学習推進（関連事業） 19,388 千円
①　環境交流サロン移転・拡充 9,933 千円
②　環境教育・学習の推進等 8,334 千円

　市有施設について詳細な節電対策を行うための省エネルギー診断を実施す
る。

　新たな削減目標の設定や関連施策の体系化等を図るため、地球温暖化対策推進
計画の改定を行う。

市民・事業者・行政の共通理解と役割分担のもと、都市の社会経済活動や都市づく
りの中に、省エネルギー・省資源の仕組みが組込まれた環境負荷のより小さい持続可
能な都市づくりを推進する。

地球温暖化対策推進計画改定 10,005 千円

27,000 千円
市有施設にビルエネルギーマネジメントシステム（ＢＥＭＳ）を導入し、電

力の使用状況の見える化や電力ピークの自動制御等により、効果的な節電対策
を推進する。

1,121 千円

5,710 千円
低炭素社会の構築と安全・安心なまちづくりを目指し、震災時に課題となっ

た電力供給不足やエネルギーの使い方、再生エネルギーの活用など、３Ｅ
（「省エネ」「創エネ」「蓄エネ」）を市民全体で推進する。

一般家庭向けに「太陽光発電」「蓄電池等」「省エネ機器」の3点をセットで
導入する場合に費用の一部を補助する。

③　低炭素型ボイラーへの転換補助 16,000 千円
重油等を使用するボイラーを、より二酸化炭素排出量が少ない都市ガス等を

使用するボイラーに熱源転換を行う場合に費用の一部を補助する。

自然都市

190,910 千円
まちづくり政策局エネルギー政策
室、環境局環境企画課、環境都市
推進課、環境対策課

新 
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1 事業名 ごみ減量・リサイクル推進

2 当初予算額 3 担当課

4 事業目的

5 事業概要

(1) ごみ減量・リサイクルの推進
①　家庭ごみ等指定袋製造・保管配送
②　資源物リサイクルの推進
・缶・びん・ペットボトル等分別収集
・プラスチック製容器包装分別収集
・紙類定期回収等
・集団資源回収

③　生ごみの減量とリサイクルの推進
・家庭用電気式生ごみ処理機購入費補助
・生ごみ堆肥化容器購入費補助
・生ごみリサイクル推進支援等
・堆肥化センター運営管理

④　市民・事業者への広報啓発
・ごみ減量・適正排出に係る広報
・ごみ減量・リサイクルキャンペーン
・環境配慮型店舗等の普及拡大
・リサイクルプラザ運営管理
・環境配慮型消費行動の推進（※）

⑤　その他ごみ減量・リサイクル推進
・ごみ減量分別の指導強化等
・小型家電リサイクル推進
・その他ごみ減量・リサイクル推進

(2) 地域の快適環境づくり
①　クリーン仙台推進員制度
②　クリーン仙台推進員の顕彰制度の創設

③　ごみ集積所等排出改善対策
④　地域清掃ごみ袋配布

(3) 廃棄物不法投棄防止対策

4,010 千円

3,587,708 千円

10,763 千円

734,175 千円
2,691,198 千円

1,250 千円

800 千円

110,975 千円

26,011 千円
11,256 千円

650 千円
クリーン仙台推進員制度創設20年の節目にあたり、多年にわたり地域の適正

な排出や減量・リサイクルの促進並びに環境意識の向上に多大な功績を残した
方に対する顕彰制度を創設する。

100 千円

4,345 千円

自然都市

市民・事業者・行政の共通理解と役割分担のもと、生活ごみ及び事業ごみのより一
層の減量・リサイクルに向けた取組みを推進することにより、資源循環都市づくりを
進める。

809,185 千円

3,628,669 千円

66,981 千円
70,446 千円

20,442 千円
5,953 千円

447 千円
43,504 千円

81,126 千円

12,855 千円

9,000 千円

540 千円

市民局消費生活センター、環境局
ごみ減量推進課、廃棄物管理課、
廃棄物指導課、施設課

14,950 千円

300,753 千円

1,470,285 千円

6,213 千円

新 

新 
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1 事業名 百年の杜づくり推進

2 当初予算額 3 担当課

4 事業目的

5 事業概要

市街地のみどりの回廊づくり

①　拠点となる公園の整備（※）
　市街地のみどりの回廊づくりの拠点となる西公園などの整備を行う。

②　都心部の道路緑化（※一部）

③　都心部の民有地の緑化推進

緑地保全（※一部）

　緑美しい杜の都づくりを推進するため、公共施設や民有地の緑化を進める。

市街地に残された貴重な緑を未来に引き継いでいくため、保存緑地や特別緑地
保全地区の保全に努め、必要に応じて土地の買取りを行う。買取り後の緑地につ
いては、市民・市民活動団体・事業者の協働による保全・管理・活用を通じて地
域コミュニティの活性化と自然との交流促進の場としての活用を図る。

(3) 都市緑化推進 94,328 千円

都心部の既存街路樹の補植や樹種変更などを行い、街路空間の緑のボリュー
ムアップを図るとともに、歩道や道路沿いの花壇や植え込みなどによる緑化を
推進する。

3,500 千円
都心部の民間施設について、屋上緑化や壁面緑化などにより、緑化を促進す

る。

質の高い都市緑化や市街地の樹林地の保全などに市民協働により取り組む「百年の
杜づくり」を継続し、杜の都にふさわしい緑豊かな都市空間の形成を目指す。

(1) 341,773 千円

自然都市

714,592 千円 建設局百年の杜推進課、公園課

連続性のある美しい並木景観としての街路樹を将来に渡って守り育てていくた
め、街路樹の成長、老齢化や周辺の環境の変化に対応した適正な維持管理や植替
えを行う。

(4)

(2) 273,388 千円

仙台駅を中心に半径2ｋｍ程度の圏内を重点的に緑化を推進する地区と位置づ
け、拠点となる公園の整備や道路、公共施設、民有地の緑化を促進し、緑のネッ
トワークを形成する。

街路樹再生 5,103 千円

34,373 千円

303,900 千円
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1 事業名

2 当初予算額 3 担当課

4 事業目的

5 事業概要

(1) 仙台駅周辺交通結節機能強化推進

(2) 新たな都市交通政策検討調査（※）

(3) 青葉通再整備（※）

(4) ストック活用型都市再生推進（※）

・仙台リノベーションまちづくり計画策定
・既存建物の活用に向けた基礎調査
・リノベーションシンポジウム開催
・リノベーションスクール開催

(5) 郊外居住地域における暮らしの環境調査

仙台駅周辺において、仙台駅西口駅前広場の再整備などを推進することによ
り、東北の玄関口にふさわしい交通結節機能の強化を図る。

　地下鉄東西線が平成27年に開業予定であることをふまえ、今後取り組むべき交
通施策について検討を行うとともに、平成28年度から先導的に実施する施策の検
討を行う。

青葉通再生基本構想に位置付けた基本理念に基づき、杜の都のシンボルにふさ
わしい魅力的な空間として再整備を進める。

　郊外居住地域における暮らしの環境を、買い物、コミュニティ、医療、福祉な
ど分野横断的に把握・分析を行うとともに、多様な世代の居住を促す住み替え促
進策検討のための調査を行う。

都市整備局都市景観課、交通政策
課、都市再開発課、住環境整備
課、建設局道路計画課、北道路建
設課、百年の杜推進課

②　仙台駅東西自由通路架替等 1,069,300 千円

　仙台経済成長デザインに掲げる「新規開業率日本一」の実現に向け、既存建物
を活用した起業拠点創出の仕組みづくりに取り組み、賑わいのあるまちづくりを
推進する。

20,000 千円

158,287 千円

12,000 千円

70,000 千円

利便性が高く文化的な魅力ある市街地空間を形成するため、公共交通を中心とした
交通体系を構築するとともに、良好な都心環境の維持・増進を図る。また、郊外居住
地域において、生活環境の変化に応じた暮らしの維持を図る。

1,139,300 千円

機能集約型市街地の形成と良好な郊外居住地域づくり

1,344,587 千円

自然都市

①　仙台駅西口駅前広場再整備（※）

①　道路空間の再構成 134,851 千円
②　ケヤキ並木の再生 22,160 千円
③　青葉通沿道の街並みルールづくり 1,276 千円

15,000 千円

新 

新 
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1 事業名 地下鉄東西線建設 （企業会計）

2 当初予算額 3 担当課

4 事業目的

5 事業概要

○
○ 八木山動物公園駅～荒井駅
○ 13.9km
○ 13駅
○ 2,298億円

○ 平成27年度予算の概要

・ 車両製造等
・ 設備維持管理等
・ 本体以外土木工事
・ 電力・通信設備工事
・ 支障物処理関係費
・ 駅建築・設備工事
・ 人件費等建設諸費
・ その他関係費・企業債利息　　　　　

（注）受託工事分を含む。

　必要な工事を全て竣工させるほか、車両試験、運転訓練及び駅務研修を重ねる
とともに、開業機運の更なる盛り上がりと開業後の利用促進を図るためのプロ
モーション活動などに取り組み、12月6日の開業を目指す。

自然都市

15,674,941 千円 交通局東西線建設本部管理課

営業距離
駅 数
総建設費

8,668,896 千円

地下鉄東西線の建設を進めることにより、東西方向の高次な都市機能を連携させ、
南北線と一体となって本市の骨格となる都市軸を形成するとともに、環境負荷が小さ
く災害に強い、便利で利用しやすい交通体系の構築を図る。

1,017,981 千円
920,971 千円
841,208 千円

開業予定 平成27年12月6日
建設区間

771,321 千円
379,240 千円

2,005,959 千円
1,069,365 千円
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1 事業名 東西線フル活用プラン推進

2 当初予算額 3 担当課

4 事業目的

5 事業概要

・国際センター駅上部空間施設整備・運営

⑤　公共交通活性化推進事業（※）

・小学生モビリティ・マネジメント　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・大学生モビリティ・マネジメント
・転入者モビリティ・マネジメント
・企業モビリティ・マネジメント

(1) 東西線魅力向上・利用促進 385,941 千円
　東西線の開業を契機に多様な主体が連携し、開業気運をさらに高め、沿線の魅
力向上と利用促進を図る取組みを進める。

　東西線沿線の魅力を伝えるイベントの開催や、市民参加によるマップづくり
ワークショップなどを実施する。

　るーぷる仙台と地下鉄東西線をスムーズに結節させ、地下鉄東西線の利用
率向上を図るため、バス停留所の増設及び表示貼り替えを行う。

　対象者毎のニーズに合わせた情報を提供することで、効果的に公共交通の利
用促進を図る。

①　市民協働での機運の向上・盛り上げ等 141,162 千円

②　沿線の魅力向上 14,441 千円

・ＷＥプロジェクトの推進
・東西線まちづくり市民応援部の運営等
・東西線情報誌「まっくる」の発行

・荒井駅駅舎上部空間の利活用（※）

1,800  千円

500  千円
1,723  千円
2,550  千円

6,573 千円

・公共空間を活用したにぎわい創出

③　観光・集客施設との連携 3,088 千円
・おもてなし受入環境整備促進事業「るーぷる仙台」

④　駅上部空間等の利活用 95,470 千円

　震災復興メモリアル拠点施設としての整備・運営を行う。

自然都市

452,138 千円

復興事業局震災復興室、市民局市民協
働推進課、文化振興課、経済局地域産
業支援課、観光交流課、都市整備局交
通政策課、公共交通推進課、都市計画
課、都市再開発課、東西線沿線まちづ
くり課、建設局道路計画課、八木山動
物公園、青葉区まちづくり推進課、若
林区まちづくり推進課、交通局東西線
建設本部管理課

地下鉄東西線は、本市の多様かつ多彩な機能を持つ地域を結び、人やモノの新たな
交流軸や、高度な情報の連結による新しい価値を生み出していくことが期待されてい
るほか、本市の復興を牽引する役割も担うプロジェクトである。

平成27年12月の開業に向け、東西線フル活用プラン2.0に基づき、市民や企業と共に
東西線を盛り上げ、楽しく活用し、生活をより豊かにしていけるよう様々な取組みを
行うことにより、新たな魅力と活力を備えた機能集約型都市の形成を図る。

新 

新 
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・東北工大「せんだい創生プロジェクト」

・商店街イベント助成事業
・あきない総合支援事業
・東西線沿線地域商店街訪問支援アドバイザー派遣
・東西線各駅周辺の起業促進・賑わい創出

③　まちづくり活動支援（※）
・
・
・

・
・

⑤　東西線沿線駐車場施策検討調査（※）

⑥　ストック活用型都市再生推進（※）
　

・仙台リノベーションまちづくり計画策定
・既存建物の活用に向けた基礎調査
・リノベーションシンポジウム開催
・リノベーションスクール開催

　公共交通利用促進を図る目的から、東西線沿線地域における駐車台数の設置
基準等、今後の駐車場施策を検討する。

・その他東西線関連イベント

⑥　開業イベント等の開催、ＰＲの実施 125,207 千円
・ＷＥプロジェクトによる開業イベント

5,000 千円

①　大学・企業・市民等の力を活かしたまちづくり

(2) 東西線沿線まちづくり推進 66,197 千円

・若林区内を中心とした東西線開業イベントの開催

・東西線開業ＰＲ

連坊駅周辺地区まちづくり推進調査

　沿線エリアに「行ってみたい」「住んでみたい」「仕事をしたい」「出店して
みたい」と思ってもらえるように、市民や企業、学生などさまざまな力を結集し
て、魅力あるまちづくりを進める。

1,647  千円

②　商店街にぎわい創出・基盤整備支援事業（※） 25,550 千円
　平成27年度開業の東西線沿線地域の商店街を核とした賑わい創出や、商業集
積の形成・維持、交流人口の拡大をめざし、ハード・ソフトの支援制度を総動
員して総合的に支援するほか、アドバイザーの派遣や、起業家と地域の商業
者、クリエイター等のマッチングイベントを開催するなど、東西線沿線での起
業を促進する。

・東西線沿線都市計画変更の提案募集

川内駅周辺地区まちづくり推進調査

20,000 千円
　仙台経済成長デザインに掲げる「新規開業率日本一」の実現に向け、既存建
物を活用した起業拠点創出の仕組みづくりに取り組み、賑わいのあるまちづく
りを推進する。

薬師堂駅・若林区役所周辺地区まちづくり検討調査
卸町駅周辺地区民間施設立地促進調査

卸町駅周辺地区（北幹線道路沿道地区）まちづくり推進調査
④　駅周辺地区の高度利用及び土地利用転換等の推進

5,000 千円

9,000 千円

新 

新 

新 

新 

新 
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1 事業名 東西線関連道路整備

2 当初予算額 3 担当課

4 事業目的

5 事業概要

地下鉄東西線に関連する道路等の整備

(注)自転車等駐車場名は仮称

建築工事
卸町駅自転車等駐車場 　 建築工事
六丁の目駅自転車等駐車場 建築工事
荒井駅自転車等駐車場

道路改築 943,038 川内旗立線

青葉山線 御譜代町
狐小路尼寺（その1）線 大和町一丁目

667,600

大和町1号線外3線

自然都市

都市計画道路 1,091,000 薬師堂駅前線 薬師堂駅周辺 道路改築

（単位：千円）
事業名 事業費

3,295,681 千円

平成27年に予定されている地下鉄東西線の開業に向けて、駅前広場や駐輪場、アク
セス道路、駅周辺の道路について、効率的、効果的な整備を推進する。

事業内容主な路線等 工区等

3,295,681 千円

建築工事

国際センター駅自転車等駐車場 建築工事
大町西公園駅自転車等駐車場 建築工事
青葉通一番町駅自転車等駐車場 建築工事・移転補償

建築工事

薬師堂駅自転車等駐車場

建設局道路計画課、道路管理課、
南道路建設課、東西線推進事業課
等

郡山折立線 鈎取 道路改築

建築工事
連坊駅自転車等駐車場

ひより台 道路改築
（※） 川内旗立線 八木山動物公園駅周辺 道路改築

歩道整備

場整備 青葉山駅自転車等駐車場 建築工事

等整備

（※） 川内駅自転車等駐車場 　 建築工事

木ノ下五丁目

歩道整備

歩道整備

仙台駅自転車等駐車場

案内誘導サイン設置 サイン新設

自転車等駐車 八木山動物公園駅自転車等駐車場 建築工事594,043

整備 長町八木山線 西の平 道路改築
（※）

交通安全施設

（※）
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1 事業名 公共交通活性化等推進

2 当初予算額 3 担当課

4 事業目的

5 事業概要

(1) 公共交通サービス向上

南北線バリアフリー化
　　

その他公共交通サービス向上
・東西線駅周辺バス100円均一運賃制度
・地下鉄200円均一運賃制度
・バス車両のバリアフリー化等
・仙石線東北本線接続整備
・その他事務費

(2) ＩＣ乗車券導入

(3) 仙台駅周辺交通結節機能強化推進（※）

(4) 交通計画調査
新たな都市交通政策検討調査（※）

東西線沿線駐車場施策検討調査（※）

新バリアフリー基本構想策定調査

(5)

(6) せんだいスマート等推進（※一部）

地域コミュニティを構成する地域の住民や各種団体などと協働で、居住環境を
改善するための持続可能な取り組みを推進することにより、本市の機能集約型都
市づくりと連動する郊外地域等の活性化を図る。

①

① 59,555 千円
　第2期仙台市交通局バリアフリー特定事業計画に基づく、南北線の昇降機設置
事業について、交通事業者への補助等を行う。

② 229,062 千円

791,153 千円
財政局財政課、都市整備局交通政
策課、公共交通推進課、建設局道
路計画課、北道路建設課等

将来にわたりにぎわいが持続し、暮らしやすいまちづくりを進めるため、「せんだ
い都市交通プラン」に基づき、鉄道やバスなど公共交通を中心とした交通体系の構築
とまとまりのある都市形成に取組んでいく。

288,617 千円
バス及び地下鉄等公共交通利用者の利便性向上に向け、交通事業者へ補助等を

行う。

384,652 千円

20,000 千円

70,000 千円

12,000 千円

利便性の向上による公共交通の利用促進を図るため、地下鉄及び路線バスに導
入するＩＣ乗車券について、交通事業者への補助等を行う。

地下鉄東西線が平成27年に開業予定であることをふまえ、今後取り組むべき
交通施策について検討を行うとともに、平成28年度から先導的に実施する施策
の検討を行う。

② 5,000 千円
地下鉄東西線沿線における「建築物における駐車施設の附置及び管理に関す

る条例」等について、駐車台数の設置基準を検討する。

自然都市

市民協働による生活交通運行維持対策 2,500 千円

パークアンドライドの推進、転入者や大学生・小学生等に対するモビリティ・
マネジメントの実施等により、自動車から公共交通利用への転換を図る。

3,000 千円

13,384 千円

③

新 
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(7) 路上駐停車の抑止及びキス＆ライド適正利用の啓発（※）
　泉中央駅前や泉区役所西側のキス＆ライド乗降場において、路面標示及び標識
設置を実施し、泉中央駅周辺地区における交通環境の改善を図る。

12,000 千円新 
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1 事業名 ＩＣ乗車券導入 （企業会計）

2 当初予算額 3 担当課

4 事業目的

5 事業概要

○事業期間
平成22年度～平成27年度

平成22年度　　ＩＣ乗車券システム設計等（基本設計）
平成23年度　　ＩＣ乗車券システム設計等（詳細設計）
平成24年度～　センターシステム構築
　　　　　　　地下鉄南北線出改札設備ＩＣ化
　　　　　　　定期券発行機ＩＣ化
　　　　　　　市バス機器ＩＣ化
平成26年度　　地下鉄南北線に導入
平成27年度　　地下鉄東西線と市バスに導入予定※
　　　　　　　　※宮城交通株式会社も、同時期に導入を予定している。

○事業費
43億円（地下鉄南北線と市バスにＩＣ乗車券を導入する事業費）

○関連事業（事業費）
・地下鉄南北線出改札設備と市バス機器の更新（22億円）
・地下鉄東西線出改札設備の新設（17億円）

○平成27年度予算の概要

・システム設計業務委託
・定期券発行機ＩＣ化
・市バス機器ＩＣ化  
・センターシステム構築改修

462,803 千円 交通局ＩＣ乗車券推進室

27,216千円
358,107千円
70,086千円

磁気カード乗車券に替わる新たな乗車券システムとして、地下鉄と市バスへ宮城交
通株式会社と共にＩＣカード乗車券ｉｃｓｃａ（イクスカ）を導入し、スムーズな乗
降や運賃精算をはじめ、ポイント制度等の新たなサービスを提供することで、利用者
の利便性を向上させることにより、公共交通の利用促進を図る。

ｉｃｓｃａとＳｕｉｃａの仙台圏における相互利用を実施
予定

地下鉄東西線及び市バスへのＩＣカード乗車券導入、ｉｃｓｃａとＳｕｉｃａ
の仙台圏における相互利用に向けて、市バス機器のＩＣ化やセンターシステム改
修等各種事業を着実に進める。

7,394千円

自然都市
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1 事業名 土地区画整理

2 当初予算額 3 担当課

4 事業目的

5 事業概要

【市施行以外の土地区画整理事業】
 あすと長町関連公共施設整備立替施行償還金（ＵＲへの償還金）
 事務経費等

【市施行の土地区画整理事業】
 仙台駅東第二地区土地区画整理（特別会計）

総事業費　　　75,800,000千円
施行面積　　　45.3ha
施行期間　　　昭和63年4月～平成33年3月（清算期間5年を含む。）

②　事業進捗状況　約99.6％（平成27年度末見込　事業費ベース）
③　実施事業

＜内　訳＞
○ 換地処分関係委託費
○ 道路補修等工事費
○ 建物移転等補償費
○ 除草業務等委託費
○ 公共施設整備等工事費
○ 事務経費等

【参考】　仙台駅東第二地区土地区画整理清算金（交付）
○実施事業 換地処分に伴い発生する清算金業務を円滑に行う。

 荒井地区土地区画整理（特別会計）
①　全体計画（平成19年1月変更）

総事業費 46,028,000千円
施行面積 149.9ha
施行期間 昭和61年10月～平成28年3月

②　事業進捗状況　約99.9％（平成27年度末見込　事業費ベース）

・換地処分公告及び換地登記の業務を行い、平成27年度に事業の実質的区切り
を迎える。
・公園外溝工事等を行い、円滑に公共施設の管理引継ぎを行う。

自然都市

8,572,530 千円

復興事業局蒲生北部整備課、都市整
備局区画整理課、仙台駅東第二開発
事務所、荒井開発事務所、富沢駅周
辺開発事務所等

363,213 千円

670,000 千円

(2)

152,100 千円

51,047 千円

(1) 361,413 千円

53,830 千円

4,076,996 千円

37,092 千円
1,000 千円

(2) 890,679 千円

①　全体計画（平成26年12月変更）

113,891 千円

3,500 千円

都心や拠点地区における高次都市機能の強化・充実や地下鉄等交通軸の結節点周辺
地区における質の高い住宅地形成等を目指し、道路・公園等の公共施設の整備改善と
市街地環境の整備を行い、健全かつ機能的な市街地形成と宅地の利用増進を図る。ま
た、津波により甚大な被害を受けた東部地域の再生に向け、必要な基盤整備を行う。

414,260 千円
(1)
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③　実施事業

＜内　訳＞
○ 換地計画等作成業務費
○ 除草業務等委託費　
○ 道路補修等工事費
○ 事務経費等
○ 高速鉄道建設基金借入金元金償還金
○ 高速鉄道建設基金借入金利子償還金

富沢駅周辺地区土地区画整理（特別会計）

総事業費
施行面積
施行期間 平成7年1月～平成34年3月（清算期間5年を含む。）

②　事業進捗状況　約97.8％（平成27年度末見込　事業費ベース）
③　実施事業

＜内　訳＞
○ 換地設計業務等委託費
○ 公共施設整備等工事費
○ 除草等業務委託費
○ 道路補修等工事費
○ 支障物等移転補償費
○ 事務経費等

蒲生北部地区復興再整備（特別会計）（※)

総事業費
施行面積
施行期間 平成26年4月～平成34年3月

②　事業進捗状況　約15.7％（平成27年度末見込　事業費ベース）
③　実施事業

・実施設計、仮換地指定
・移転補償、工事、埋蔵文化財調査

＜内　訳＞
○ 包括業務委託費
○ 建物移転等補償費
○ 埋蔵文化財調査費
○ 水道開発負担金
○ ガス工事負担金
○ 事務経費等

【その他】
 東部市街地排水施設整備（※）

3,000 千円

・残保留地の処分を進め、高速鉄道建設基金借入金を完済する。

145,000 千円

142,000 千円
6,614 千円

123,914 千円

(3)

105,400 千円
96,032 千円

30,000 千円

3,756 千円

369,406 千円
①　全体計画（平成26年11月変更）

30,200,000千円
48.3ha

・道路附属施設及び道路補修工事等を行う。
・管理引継に関する業務委託及び換地処分に向けた区画整理登記業務等を実施
する。

・換地処分公告を年度内に実施する。
・道路補修工事等を行い、円滑に公共施設の管理引継ぎを行う。

2,000 千円
132,974 千円

134,858 千円

51,000 千円
527 千円

4,081,274 千円

2,455,498 千円(4)

469,395 千円

①　全体計画（区画整理事業費＋関連事業費）
18,440,608千円
96.4ha

1,558,584 千円

26,289 千円
684,240 千円
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1 事業名 市営住宅建設等

2 当初予算額 3 担当課

4 事業目的

5 事業概要

(1)

(2)
　市営住宅の建替等を計画的に実施するため、入居者の移転等を行う。

(3)

(4)

④　事務経費等 160,175 千円

　・市営住宅長寿命化改修 931,221 千円
②　鶴ケ谷第一市営住宅団地再整備推進 403,041 千円
　・第四工区建設 202,214 千円
　・高齢者・障害者施設等敷地造成工事 113,866 千円

128,405 千円
1,059,626 千円

　老朽化した市営住宅の建替・改善事業等を計画的に進める。
　また、震災により住宅を失った被災者が低廉な家賃で入居できる復興公営住宅を整
備する。

市営住宅建設　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

84,491 千円
③　鶴ケ谷第二市営住宅団地再整備基本構想作成に要する経費 5,000 千円

自然都市

2,912 千円
②　市営住宅の建替等に伴う入居者の移転先住居修繕 11,234 千円

市営住宅建設推進 14,580 千円

③　事務経費等 434 千円

復興公営住宅建設 （※） 21,294,466 千円

　・事業総合調整支援業務 2,470 千円
　・民間活用用地内解体工事

23,334,405 千円
都市整備局市営住宅課、復興公営
住宅室

①　市営住宅の建替等に伴う入居者への移転補償

1,627,842 千円
平成21年3月に策定した仙台市営住宅長寿命化計画等に基づき、市営住宅の建

替・改善事業等を計画的に実施する。
①　ストック総合改善
　・高齢者向け住戸改善

復興公営住宅管理 （※） 397,517 千円

新 
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1 事業名 杜の都の風土を育む景観形成推進

2 当初予算額 3 担当課

4 事業目的

5 事業概要

(1) 景観形成推進に係る市民啓発等（※一部）

(2) 屋外広告物の許可及び違反広告物の除却等

(3)

「仙台市『杜の都』景観計画」を踏まえ、「杜の都の風土を育む景観条例」や「仙
台市屋外広告物条例」に基づく各種取り組みを行うとともに、杜の都・仙台を象徴す
る通りである青葉通等において景観法に基づく「景観地区」の指定を目指すことによ
り、調和の取れた魅力ある景観の形成を図り、仙台らしい個性的なまちづくりを推進
する。

自然都市

4,272 千円
良好な景観形成のための各種方策の検討や、景観まちづくり活動の支援及び景

観施策パンフレットの作成など、市民、事業者、市が一体となって望ましい都市
景観を形成していくための各種施策を展開する。

17,602 千円

25,374 千円 都市整備局都市景観課

宮城野通東地区ガイドライン策定検討等 3,500 千円
　宮城野通東地区・青葉通地区等において、地元との協働による検討・調査を踏
まえ、ガイドラインの策定等に向けて取り組む。

　良好な景観形成を図るため、屋外広告物条例に基づく屋外広告物の掲出許可な
どの事務を行うとともに、条例に違反する屋外広告物の簡易除却等を行う。
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1 事業名 都市計画街路整備

2 当初予算額 3 担当課

4 事業目的

5 事業概要

長町八木山線
西の平・土
手内

道路改築

薬師堂駅前線
薬師堂駅周
辺

道路改築

道路改築郡山折立線

道路改築・用地取得

鈎取

都市計画道路 7,576,738

宮沢根白石線外1線

（単位：千円）
事業名 事業費 主な路線 工区等 事業内容

整備 元寺小路福室線外1線 五輪 道路改築・用地取得

（※一部）

道路改築

郡山折立線 大野田
文化財調査・用地取
得

宮沢根白石線外1線

東中田線外1線 道路改築・用地取得

宮沢根白石線 南鍛冶町 道路改築・用地取得

浦田

公共交通を中心とした交通体系や本市の自立的発展を支える広域交通体系の形成を
図る幹線道路網の整備を進める。

元寺小路福室線 宮城野橋

舟丁 測量設計

7,576,738 千円
建設局道路計画課、北道路建設
課、南道路建設課、東西線推進事
業課

自然都市
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1 事業名 道路新設改良

2 当初予算額 3 担当課

4 事業目的

5 事業概要

74,396

4,800,211

国道4号拡幅等の国直轄事業に対する負担金
781,000

通学通園路整備、生活道路整備、狭隘道路整備
整備

（※一部） 交差点改良

若林区 狐小路尼寺（その1）線　等 歩道整備

自由通路整備

かさ上げ
道路改良

塩釜亘理線　等（津波避難道路整備等を含む）

宮城教育大学南線　等 歩道整備

国直轄事業

負担金

その他道路

太白区 袋原平淵線　等 歩道整備

泉区 南前町線　等 歩道整備

サイン新設

青葉通再整備
案内誘導サイン設置
岩切駅自由通路整備　等

交通安全施設 4,361,258 歩道整備

等整備 用地取得

宮城野区 仙台松島線外2線　等 歩道整備

青葉区

北道路建設
課、南道路建
設課、東西線
推進事業課 等

側溝、舗装
郷六青葉山線 等

新設

東部復興道路

整備（※）

218,000

太白区 緑ケ丘一丁目1号線 道路改良

高畑定義線 等 道路改良

宮城野区 岡田8号線 道路改良

（※一部）

青葉区

11,941,631 千円
建設局道路計画課、北道路建設課、南
道路建設課、東西線推進事業課等

　道路交通の円滑化と市民の安全・安心な暮らしを守る国・県・市道の整備を進める。

（単位：千円）
事業名 事業費 主な路線・事業内容

道路改築 1,706,766

川内旗立線 等 道路改良
南道路建設
課、東西線推
進事業課　等

自然都市
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1 事業名 橋りょう整備

2 当初予算額 3 担当課

4 事業目的

5 事業概要

【参考】　平成27年第1回定例会平成26年度補正予算措置（国補正予算対応）分
　橋りょう維持補修
　橋りょう震災対策

建設局道路計画課、道路管理課、
北道路建設課等

橋りょう整備 733,880
古屋敷橋　等

下部工
用地取得

事業名 事業費 主な路線・事業内容
（単位：千円）

泉区　等

橋りょう震災 721,276
北道路建設課 大橋　等

設計委託
対策（※） 耐震工事

補修（※） 補修工事
橋りょう維持 723,230

道路交通の円滑化と災害時における、市民の安全・安心な暮らしを守る橋りょうの
整備、維持・補修を行う。

自然都市

2,178,386 千円

青葉区 山屋敷橋 設計委託

宮城総合支所 十開橋　等
設計委託
補修工事

広瀬橋　等

南道路建設課 七森橋 補修工事

設計委託
北道路建設課

太白区

泉区 馬橋 補修工事

越路橋 設計委託

宮城野区 中野栄駅自由通路　等
設計委託
補修工事

若林区 笹屋敷2号橋 補修工事

287,000 千円
21,000 千円
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1 事業名

2 当初予算額 3 担当課

4 事業目的

5 事業概要

(1)　地域等と取組むモデル事業

(2)　実践的な交通安全教室の開催

(3)　効果的な広報、啓発活動

①　街頭指導等自転車マナーアップ啓発
②　一般（企業を含む）向け自転車安全利用啓発リーフレット
③　高校生向けルールブック
④　その他広報・啓発
⑤　その他事務費

(4)　自転車ネットワーク路線の整備（※一部）

(5)　あんしん通行路線の整備（※一部）

(6)　地下鉄東西線に関連する自転車等駐車場整備（※）

(7)　自転車利用促進施策検討調査

5,676 千円

363,151 千円

262,000 千円

594,043 千円

9,500 千円

1,928 千円
1,100 千円

248 千円
125 千円

都心部以外で優先的に整備する路線を「あんしん通行路線」として位置づけ、
自転車走行空間の分離を図る。

　平成27年度開業予定の地下鉄東西線の整備に併せて、各駅直近に駐輪場を整備
する。

2,275 千円

7,858 千円

市民局自転車交通安全課、建設局
道路計画課、道路管理課、各区区
民生活課、各区道路課等

「みんなにやさしい自転車利用環境づくり」を目標とし、自転車利用者のルール遵
守・マナー向上を図り、あわせてハード面の整備を進め、安全・安心な自転車利用環
境の実現を図る。

各区において、モデルとなる地域を選定し、地域ぐるみで交通ルール遵守・マ
ナー向上に取組むモデル事業を実施する。

1,247,326 千円

5,098 千円

「杜の都の自転車プラン」の実施施策、評価指標の中間見直しのために、遵守
率調査やアンケートを実施する。

　杜の都の自転車プラン推進 自然都市

学校等と連携したスケアード・ストレイト方式による交通安全教室の開催な
ど、効果的な交通安全教育を実施する。

交通ルール遵守・マナー向上について、各種メディアやパンフレット等の配布
など、様々な広報媒体を活用して、広く市民に周知する。

都心部で優先的に整備する路線を「自転車ネットワーク路線」として位置づ
け、自転車走行空間の分離を図る。

新 
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1 事業名 産業活性化・雇用対策推進

2 当初予算額 3 担当課

4 事業目的

5 事業概要

(1) 国家戦略特区の指定に向けた取組み（※）

(2)

(3)

(4)

10,740 千円

594 千円

中小企業活性化条例で設置する中小企業活性化会議で、有識者による議論など
を行うとともに、事業所向けのアンケート等により産業政策に有用となる情報の
収集及び現状分析を行い、施策展開の基礎資料とするための調査などを実施す
る。また、本市施策を広く周知させるための広報誌等の作成を行う。

⑩　その他中小企業・新事業創出総合支援

⑤　新事業創出支援（※） 37,417 千円
専門的な知識・経験を有するビジネス開発ディレクターを配置し、市内企業

の国際化や技術の高度化を推進する。

⑦　産学連携推進（※） 24,506 千円

中小企業活性化基金設置 3,000,000 千円
中小企業の活性化に関する事業の総合的な推進を図るため、仙台市中小企業活

性化条例と併せて、中小企業活性化基金を設置する。

中小企業・新事業創出総合支援 381,936 千円
中小企業者や新規創業者に対して総合的支援を行う（公財）仙台市産業振興事

業団の活動を支援する。

起業相談や各種セミナーに加え、女性向けの起業スクール開催など起業家予
備軍の発掘や起業への後押しをするためビジネスプランコンテストを実施す
る。

②　企業等支援（※）

⑧　クリエイティブ産業振興（※） 17,188 千円
⑨　販路拡大支援（※） 8,181 千円

魅力活力

29,039,933 千円

まちづくり政策局プロジェクト推
進課、エネルギー政策室、経済局
経済企画課、地域産業支援課、産
業振興課、企業立地課等

新たな成長産業及び意欲ある地域産業の支援や企業誘致を図ること等により、多
様な産業を創出する。

⑥　（公財）仙台市産業振興事業団補助（※） 238,470 千円

③　中小企業総合支援（※） 4,880 千円

①　起業支援（※） 34,832 千円

経済産業政策推進（※） 47,811 千円

　本市が東北の中枢として活力を維持し、持続的な成長を遂げるため、国家戦略
特区（ソーシャル・イノベーション創生特区）の指定に向けて必要な準備を進め
る。

12,337 千円
専門的な知識・経験を有するビジネス開発ディレクターを配置し、創業を目

指す者や事業拡大を図る企業等への指導等を行う。

④　御用聞き型企業訪問（※） 3,531 千円

新 
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(5)

(6)
①　商店街にぎわい創出・基盤整備
②　東北復興交流パーク

(7) 地域活性化・雇用対策
①　キャリア・コンサルティング（※）
②  若年求職者支援（※）
③  合同企業就職説明会開催（※）
④　地元企業人材育成・確保支援（※）

⑤　その他地域経済活性化・雇用対策

(8) 産業立地促進（※）
①　企業立地等促進助成
②  首都圏企業プロモーション

(9) ものづくり関連産業復旧・復興支援（※）

(10) フィンランドプロジェクト推進（※）

(11) ＩＴ産業国際連携促進（※）

(12) エコモデルタウン推進（※）

 次世代エネルギー創出促進（※）
①　次世代エネルギー源立地促進
②　藻類バイオマスプロジェクト
③　有機薄膜太陽電池プロジェクト

863 千円
5,552 千円

①  中小企業融資預託 24,503,000 千円
地域産業金融支援 25,176,300 千円

5,436 千円

9,722 千円

③　中小企業融資利子補給

　※　預託による融資枠　73,889,300千円

商店街活性化促進（※） 129,875 千円
22,768 千円
107,107 千円

②　中小企業融資損失補償 330,300 千円

1,961 千円

ＩＴコンテンツ分野の成長が著しく、世界中から注目される存在となっている
フィンランド共和国及びオウル市との10年以上にわたるネットワークを活用し、
フィンランド・仙台（日本）の相互市場向け対応や共同開発などを促進し、新た
な事業機会の創出を図る。

25,410 千円

東北出身の大学生等を対象に、東京で合同企業説明会等を開催するほか、地
元大学等と連携し、中小企業の後継者育成に向けたインターンシップ等を実施
し、地元企業の人材育成・確保を図る。

173 千円

34,037 千円

1,473 千円

30,699 千円

(13) 3,372 千円

949 千円
462 千円

仙台フィンランド健康福祉センターを拠点として、仙台及びフィンランドの企
業、大学等の国際産学連携により付加価値の高い健康福祉及び関連する周辺産業
における機器・サービスの事業化を促進し、健康福祉を中心とした関連産業の集
積と本市産業の国際化を図る。

また、オウル市との産業振興協定に基づき、健康福祉産業やＩＣＴ等、幅広い
分野において、地域間の連携による産業振興を図る。

316,000 千円
④　中小企業融資保証料補給

173,130 千円

27,000 千円

19,714 千円

3,404 千円

198,540 千円

新 

新 

新 



－87－

1 事業名 観光振興

2 当初予算額 3 担当課

4 事業目的

5 事業概要

(1) 観光客誘致宣伝（※）

①　仙台駅総合観光案内所建替え
②　るーぷる仙台新規バス車両導入
③　武将隊による観光推進
④　首都圏プロモーション
⑤　その他観光客誘致宣伝

(2) まつり等開催支援（※）
①　仙台七夕まつり協賛会負担金
②　仙台・青葉まつり開催補助金
③　ＳＥＮＤＡＩ光のページェント開催補助金
④　その他まつり等開催支援

(3) 秋保・作並地区観光振興（※）

(4) 広域観光推進（※）

(5) 観光施設運営管理（※）

(6) 観光施設整備（※）
　観光客の安全を確保するため、観光施設の修繕や看板などの整備を実施する。

(7) 海外プロモーション（※）

(8) コンベンション誘致（※）
①　コンベンション誘致・受入環境整備
②　主要国首脳会議（サミット）誘致

(9) 仙台国際センター運営管理（※）

観光客等が快適に観光施設を利用できるように、適切に観光施設の運営・管理
を行う。

10,723 千円

魅力活力

1,338,051 千円
まちづくり政策局プロジェクト推
進課、経済局観光交流課、国際プ
ロモーション課

89,680 千円
秋保・作並・定義・泉地区を含む仙台西部地域の観光資源発掘・プロモーショ

ン及び観光施設の運営管理を行う。

75,000 千円

73,091 千円
61,561 千円
11,530 千円

　施設の運営上必要となる修繕や備品の計画的な更新整備等を行う。

国内外における各種情報発信や、観光客受入環境整備を進め、広域的な観光ゾー
ンとしての総合的な魅力を高めることなどにより、震災以降大きく減少した仙台・
東北エリア内における交流人口の回復･拡大を目指すとともに、観光産業の活性化を
図る。

42,457 千円

36,167 千円

61,382 千円

328,540 千円

16,774 千円
147,037 千円

仙台駅総合観光案内所の建替え、るーぷる仙台の車両の購入などおもてなし受
入環境を整備するとともに、各種イベントやキャンペーン、積極的な観光情報の
発信により、観光地としての仙台・東北の知名度向上と誘客拡大を推進する。

35,000 千円
32,000 千円

12,500 千円

57,551 千円
32,178 千円

62,928 千円

30,000 千円

109,500 千円
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(10) 仙台国際センター大規模修繕（※）

(11) (公財)仙台観光国際協会補助（※）

(12) その他観光行政 12,762 千円

247,766 千円
施設の長寿命化を図るための調査を行うほか、老朽化に伴う設備の更新等を行

う。

263,055 千円
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1 事業名 産学連携推進

2 当初予算額 3 担当課

4 事業目的

5 事業概要

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

経済局産業振興課

大学等の知的資源が集積した本市の特性を活かし、産学官連携により、地域経済
を支える「ものづくり中小企業」等の技術力・付加価値の向上等を図り、仙台経済
圏の自立的かつ長期的な発展を図る。

24,506 千円

仙台ＭＥＭＳ産業クラスター創成 4,241 千円

市内中小企業等における、震災の経験から得たノウハウやアイディアの蓄積を
活かした、新たな災害関連ビジネスやサービスの創出、事業化を支援し、本市に
おける災害関連産業を推進する。

6,800 千円

災害関連産業支援 3,300 千円

東北大学連携型起業家育成施設の運営支援を通じて、大学等の優れた研究成果
を活用した新産業の創出を図るとともに、入居企業への助成制度により、大学発
ベンチャー等の将来的な地域への定着に結び付ける。

魅力活力

1,915 千円

ＭＥＭＳ（Micro Electro Mechanical Systems）技術について、専門家による
支援や公設機関での試作品開発支援などを通じて産業界への技術移転を促し、既
存製造業における付加価値の向上と新産業・新事業の創出を図り、もって地域へ
の産業の集積を促進する。

東北大学連携型起業家育成施設支援

ものづくり中小企業支援補助 8,250 千円
地域のものづくり中小企業等による新製品・新技術の効率的・効果的な事業化

を促進するため、自らが行う試作開発に要する費用の一部を補助する。

その他産学連携推進
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1 事業名 青葉山公園整備

2 当初予算額 3 担当課

4 事業目的

5 事業概要

(1)

(2) 追廻地区整備（※）

・埋蔵文化財発掘調査
・移転補償

(3) 史跡指定地区整備（※）

549,562 千円
（仮称）公園センターを起点とし、広瀬川や仙台城本丸跡の眺望等により、広

がりと奥行きを持ちながら、多様な活動の場としても機能する空間として整備を
進める。

平成27年度は、（仮称）公園センター予定地の埋蔵文化財発掘調査を継続して
実施する。

107,600 千円
地下鉄東西線開業に向けて二の丸跡や三の丸・堀跡（五色沼及び長沼）の公園

施設を改修し、市内外からの来訪者が憩い、集い、交流する場所として整備を進
める。

16,820 千円
地下鉄東西線国際センター駅の玄関口として、また、市内外からの来訪者が憩

い、集い、交流する場所として整備を進める。
地下鉄東西線開業までの完成を目指し、平成26年度に引き続き公園整備工事を

実施する。

魅力活力

673,982 千円 建設局公園課

仙台の礎である仙台城跡を含む青葉山と広瀬川に囲まれた区域について、藩政時
代からの歴史的・文化的資源や優れた自然景観を生かしながら、市民や仙台を訪れ
た人が親しむことのできる杜の都のシンボルとなる公園として整備する。

国際センター地区整備（※）
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1 事業名 八木山動物公園魅力アップ

2 当初予算額 3 担当課

4 事業目的

5 事業概要

・ふれあい動物園整備、南エントランス広場整備
・

(2) 動物公園魅力アップ

・新規動物導入等
・開園50周年・地下鉄東西線記念事業

7,155 千円
4,730 千円

　新規動物の導入やえさやり体験をはじめとしたイベントの開催を通じ、動物園
のより一層の魅力アップを図るとともに、希少動物の繁殖や環境教育に取り組
む。
　また、開園50周年の記念行事や地下鉄東西線の開通に連動した各種イベントを
実施し、これらを契機に動物園の魅力を発信することにより入場者数の増加を目
指す。

類人猿舎トイレ改築

11,885 千円

魅力活力

地下鉄東西線開業を見据えつつ、人と動物が触れ合える、杜の都の魅力ある動物園
を目指し、園内施設の再整備等を進める。

また、開園50周年の節目として、記念行事を実施するとともに、地下鉄東西線の開
業と併せ、入園者数の増加を目指し、各種イベント等の充実を図る。

(1) 動物公園再整備（※） 834,215 千円
　魅力ある動物園を目指し、園内の再整備を行う。

796,542 千円
37,673 千円

846,100 千円 建設局八木山動物公園

新 
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1 事業名 国際経済・国際観光推進

2 当初予算額 3 担当課

4 事業目的

5 事業概要

(1)

(2) フィンランドプロジェクト推進（※）

(3) ＩＴ産業国際連携促進（※）

(4)

経済局産業振興課、国際プロモー
ション課

5,436 千円

海外プロモーション（※） 61,382 千円

11,939 千円

30,699 千円

109,456 千円

経済の国際化に向けた、地域産業の支援、海外の研究所等との関係強化を図ると
ともに、外国人観光客誘致事業を実施し、交流人口の拡大を図る。

国際経済交流（※）

ＩＴコンテンツ分野の成長が著しく、世界中から注目される存在となっている
フィンランド共和国及びオウル市との10年以上にわたるネットワークを活用し、
フィンランド・仙台（日本）の相互市場向け対応や共同開発などを促進し、新た
な事業機会の創出を図る。

国際経済セミナーの開催や、海外展示会等への出展支援を行うことにより、地
域企業の海外への事業展開を促進する。

魅力活力

新 新 
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1 事業名 国際姉妹都市・友好都市等との交流

2 当初予算額 3 担当課

4 事業目的

5 事業概要

(1)

(2)

(3) ミンスク市との交流（※）

(4)

(5)

(6)

(7)

1,186 千円
日中韓3カ国地方政府交流会議及び第４回日仏自治体交流会議に向けた委員会等

に参加し、自治体間の協力関係の強化を図るとともに、国際交流・協力を促進す
る。

3,543 千円

本市の国際姉妹・友好都市をイメージしたラッピングバスを運行し、市民に対
して国際姉妹・友好都市のＰＲを行う。

光州広域市からの訪問団を受け入れ、表敬訪問、市民交流等を行い、両市の更
なる友好関係の強化を図る。

慶長遣欧使節400周年記念・イタリア関連事業（※）
　慶長遣欧使節イタリア到着400周年を記念し市内でイベントを開催するなど、慶
長遣欧使節を契機としたイタリアとの交流促進を図る。

国際姉妹・友好都市ＰＲ（※） 1,952 千円

国際姉妹・友好都市をはじめとする海外諸都市との交流事業を実施することによ
り、友好関係を促進する。

魅力活力

10,546 千円

ミンスク市内で開催されている在ベラルーシ日本大使館主催の日本語弁論大会
に記念品を提供し、両市の交流をアピールすることで、更なる友好関係の強化を
図る。

光州広域市訪問団受入（※） 214 千円

長春市公式訪問団派遣・友好都市提携35周年記念事業（※）

リバサイド市訪問団受入（※） 1,417 千円
リバサイド市からの訪問団を受け入れ、表敬訪問、市民交流等を行い、両市の

更なる友好関係の強化を図る。

2,211 千円
友好都市提携35周年を記念し、公式訪問団の派遣を行うとともに、記念事業を

開催して更なる交流促進を図る。

姉妹都市を活用した新たな交流（※）

23 千円

市民局交流政策課

新 
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事業名 クリエイティブ産業振興

2 当初予算額 3 担当課

4 事業目的

　

5 事業概要

(1) 仙台クリエイティブ・クラスター・コンソーシアム運営補助金

　　

(2) クリエイティブ・プロジェクト助成

　　

(3) クリエイティブ・プロデューサー配置

　　

(4) クリエイターのためのものづくり支援

　　

(5) 事務費等

魅力活力

17,188 千円 経済局産業振興課

　クリエイティブ産業の振興を支援するとともに、クリエイティブ産業と他分野の
連携を支援し、地域産業の高度化、高付加価値化や地域課題の解決を図ることで、
経済・都市活力の創出を図る。

1,200 千円
　クリエイティブ産業の活性化を図る産学官連携プラットフォーム「仙台クリエ
イティブ・クラスター・コンソーシアム」に対し助成を行い、コンソーシアム活
動の運営を支援する。

2,500 千円
　クリエイティブの手法を用い、食、観光、伝統工芸など既存産業の高付加価値
化や活性化、地域課題の解決などを図る。

5,757 千円

4,809 千円
　クリエイターとものづくり企業が連携し、３Ｄプリンターやレーザーカッター
等のデジタル工作機器を利用した新製品の試作開発や企画創出を支援するため、
クリエイターが利用できる工作機器を備えたものづくり工房（ファブラボ）の運
営を行う。

2,922 千円

　仙台市産業振興事業団にクリエイティブ産業の専門的な知識と経験を有するプ
ロデューサーを配置し、地域企業のデザイン支援、ビジネスマッチング、クリエ
イティブ・プロジェクトの支援などを行う。
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1 事業名 農林業振興

2 当初予算額 3 担当課

4 事業目的

5 事業概要

(1)

(2)

(3)

①　中山間地域等直接支払交付金
②　多面的機能支払交付金
③　農作物有害鳥獣対策
④　市民連携農業推進
⑤　その他農地保全推進

(4)
①　東日本大震災農業生産対策交付金

15,336 千円

①　農商工連携推進 66,317 千円
農業者と商工業者のもつ資源や技術等を有効活用した高付加価値商品・サー

ビスの開発や販路の拡大等を支援する。また、６次産業化を進めるための人材
育成や環境整備を行い、地場産農産物の高付加価値化を通じた地域産業の活性
化を図る。

②　農業園芸センター再整備
③　農業園芸センター運営管理 79,969 千円

150,900 千円

④　その他農業の高付加価値化推進 19,402 千円

323,315 千円

③　農業用機械施設等整備費補助金

地域農業の中心的な役割を担う集落営農組織や認定農業者など、農業を担う
幅広い人材の育成を進めるとともに、経営が不安定な就農直後（５年以内）の
新規就農者に給付金を給付することにより、担い手への支援の充実を図る。

②　水田農業活性化

魅力活力

1,552,710 千円
経済局農政企画課、東部農業復興
室、農業振興課、農林土木課

農業の高付加価値化・高度化のための６次産業化の促進などにより、農業所得の
向上を支援するとともに、市域全体で食料自給力の向上及び安全で安心な農業生産
を目指す。

また、地域農業の中心的な役割を担う集落営農組織や認定農業者などの人材育成
や、経営の法人化などを支援し、競争力を高める。

さらに、幹線水路等の農業基盤の更新等を進め、安定的、効率的な生産基盤の確
保・強化等に努めるとともに、農山村の美しい景観や水源かん養、洪水防止など、
農林業がもつ多面的機能を維持・保全し、農林業の活性化を図る。

農業の高付加価値化推進（※）

需要動向をふまえた米の計画的な生産を推進するため、経営所得安定対策の
円滑な実施を図る。また、収益性の高い水田農業の確立するため、農地集積の
取組みへ補助する。

東部農業復興（※）

138,442 千円

18,656 千円

11,851 千円
8,530 千円

農地保全推進（※）

150,000 千円

338 千円

354,249 千円

農業の多面的機能や農村環境を維持するための補助制度の活用や農作物有害
鳥獣対策を行うことにより、農地の保全を推進する。

99,067 千円

農業担い手経営安定化（※） 379,573 千円
①　農業担い手育成 40,922 千円

316,588 千円

農業所得の向上と安定的な生産を推進し、産地の体質強化を図るため、パイ
プハウスの設置助成を行うとともに、集団転作に必要な機械、施設を整備する
場合に補助を行う。
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②　農業生産早期再興対策
③　農業生産復旧促進
④　農地利用集積促進
⑤　ほ場整備関連農地集積促進

⑥　その他東部農業復興

(5)

(6) 植林（※）

(7)

(8)

(9)

(10)

(11)

(12)

(13)農業基盤整備（※）

(14)

(15)

その他農林業振興

75,000 千円
22,500 千円
6,000 千円

85,050 千円

15,699 千円

仙台東地区ほ場整備事業の加速化を図るため、農地集積による助成金を通
年施行に伴う農業者への休耕補償に充当し、ほ場整備工事を促進させる。

4,778 千円

11,619 千円
　市有林の経済的価値を向上させ、また森林の公益的機能を維持することによ
り、安全、快適な市民生活に寄与する。
　また、自然災害や事故の被害を防止し、森林・市有林の保全に資する。

④　ため池整備 8,000 千円

　太白区四郎丸地区のほ場整備事業及び名取地区の分水ゲート施設等の更新や水
管理システム自動制御事業等について、市の受益面積に応じた負担を行う。

⑤　農業用施設補修 59,600 千円
⑥　その他農業基盤整備 62,283 千円

土地改良施設維持管理適正化（※） 648 千円
　土地改良施設の整備補修は、土地改良施設維持管理適正化事業の補助制度を活
用し整備更新を行い、ライフサイクルコストの低減を図る。

土地改良事業費補助（※） 89,584 千円

③　農道整備 6,377 千円

　森林施業実施による森林の多面的機能の発揮を図る。

森林病害虫防除（※） 19,265 千円
　森林環境を保全するため、松くい虫やナラ枯れの原因となる病害虫の駆除を実
施する。

森林整備地域活動支援（※） 845 千円
　森林施業の実施に不可欠な地域活動（森林の現況調査、施業実施区域の明確化
作業、歩道の整備等）に対する補助を行う。

198,923 千円
　幹線水路や用排水路、ため池、農道などの農業用施設の整備や維持管理を行
い、農業用水の安定的な利用及び農作業の効率化を図る。

②　農業用用排水路整備 22,576 千円
①　幹線水路改修 40,087 千円

市有林管理（※） 5,523 千円
　市有林の適正な保全管理を行うことで、森林の持つ水源の涵養・生物多様性の
維持等の多面的機能を発揮させる。

　林業の生産基盤を整備することにより、生産性を向上させ、森林の経済価値を
高める。

民有林振興（※） 14,478 千円

みんなの森づくり（※） 1,076 千円
　市民参加型の植林イベント等を開催することにより、森林、林業への意識向上
や地域の活性化を図る。

林道整備（※） 17,119 千円

新 
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1 事業名 緊急雇用対策

2 当初予算額 3 担当課

4 事業目的

5 事業概要

(1) 緊急雇用創出（※）

(2) 事業復興型雇用創出（※）

通常の学級において、発達障害があり、特別な支援が必要な児童生徒の学習
や学校生活を支援するとともに、学級担任等の指導を補助するため、指導補助
員を配置する。

⑧　震災対応等臨時職員雇用 177,009 千円

被災求職者を障害者相談支援事業所で雇用し、サービス等利用計画の作成補
助業務等を行うことを通じて、同分野の事業所での就業に結びつける。

②　ジョブコーチ養成支援（健康福祉局） 14,049 千円
被災求職者を雇用し、ジョブコーチ業務のサポート等を行うことによりジョ

ブコーチとして養成し、市内の就労支援機関への就業に結びつける。

643,795 千円
将来的に市内の雇用創出の中核となることが期待される事業を実施する事業所

を対象に、本市の産業政策と一体となった雇用支援として、被災求職者の雇い入
れに係る経費を助成する。

最終年次の学生を含む若年求職者を対象に、地元中小企業の魅力を伝えるセ
ミナーや企業説明会等を実施することにより地元就職を支援する。

⑤　若手社員定着支援（経済局） 20,000 千円
中小企業等において、経営者や若手社員を直接指導する方等を対象に、仕事

におけるモチベーションを高める研修や、職場でのコミュニケーション向上に
つながる研修等を実施し、人材育成の体制づくりを支援する。

⑥　特別支援学級指導支援員配置（教育局） 48,998 千円
小・中学校の特別支援学級のうち、在籍児童数が多く指導が困難になってい

る学級に対し、各学校や教員の取り組みを支援するため、指導支援員を配置す
る。

⑦　特別支援教育指導補助員配置（教育局） 59,186 千円

③　仮設住宅入居者等健康管理支援（健康福祉局） 35,967 千円
　仮設住宅入居者等に対し、看護職が家庭訪問による健康相談等を行う。

④　学生等就職支援（経済局） 24,808 千円

1,079,374 千円 経済局地域産業支援課

東日本大震災等による影響で離職を余儀なくされた失業者に対して、雇用・就業
機会を創出する事業を実施することにより、現下の厳しい雇用失業情勢に対処す
る。

435,579 千円

①　障害者サービス利用計画作成等支援（健康福祉局） 55,562 千円

魅力活力

　被災失業者を臨時職員として雇用し、震災対応等に係る事務補助を行う。
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1 事業名 公園整備

2 当初予算額 3 担当課

4 事業目的

5 事業概要

【参考】　平成27年第1回定例会平成26年度補正予算措置（国補正予算対応）分
総合公園整備
街区公園整備

近隣公園整備（※一
部）

178,800
中山台西公園、
卸町公園

園路広場等整備

街区公園整備

その他事務費 272,694

青葉山公園整備
（※）

673,982
国際センター地区、追
廻地区

公園整備、移転補償

動物公園整備（※） 834,215 ふれあい動物園整備等

36,200 千円
136,800 千円

59,800
台原森林公園、
与兵衛沼公園

園路広場等整備、実施設計

公園利用案内板設置
等

14,730

急傾斜緑地防災 95,600
西花苑緑地、
小松島公園

急傾斜地崩壊防止工

特殊公園整備

都市緑地整備 15,100 斎勝沼緑地

高砂中央公園、
七北田公園、西公園

園路広場等整備、実施設計

地区公園整備 41,000
桜ケ丘公園、
茂庭公園

園路広場等整備、実施設計

海岸公園 震災復興事業（避難の丘整備等）広域公園整備（※） 1,141,415

214,200
荒井6号公園、
富沢駅東6号公園

園路広場等整備、実施設計

園路広場等整備

4,121,423 千円
建設局公園課、八木山動物公園、各
区公園課等

市民の憩いの場の創出、都市の自然的環境の保全、都市景観の向上などをめざ
し、杜の都に相応しい魅力あふれる空間として、公園や緑地を整備する。

青葉山公園は、歴史・文化資源や自然景観を活かし、市民や来訪者が親しむこと
ができる杜の都のシンボルとなる公園として整備する。

(単位：千円）

事業名 事業費 主な施工箇所 事業内容

総合公園整備（※一
部）

579,887

魅力活力
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1 事業名 多様な主体による新しい協働の推進

2 当初予算額 3 担当課

4 事業目的

5 事業概要

(1) 多様な市民活動促進

①　市民活動サポートセンター運営
②　市民活動補償制度運営
③　市民活動の促進
④　ＮＰＯ法人認証等

(3) 新しい市民協働の仕組みづくり（※一部）

①　協働マニュアル等作成
②　市民協働事業提案制度
③　市民協働の推進
④　せんだい市民カフェ 911 千円

都市経営

212,494 千円
市民局市民協働推進課、都市整備
局都市計画課

一人ひとりが輝く杜の都の実現のため、未来を創る市民力を育み広げ、市民が主
体的に地域や社会のために力を発揮することができる環境を整える。

171,974 千円

160,519 千円
5,250 千円
3,540 千円
2,665 千円

(2) まちづくり活動支援（※一部） 14,940 千円
市民が主体的にまちづくり活動を行う地区について、地域からの要請を受け

て、まちづくり支援専門家を派遣し、まちづくりに関するアドバイスやまちづく
り計画策定の支援を行う。

また、重点的に取組むべき課題である東西線沿線まちづくりについて、地域と
協働で検討を行う。

　市民力の充実・拡大を図るため、市民活動サポートセンターにおけるＮＰＯ等
をはじめとする様々な主体への支援のほか、市民が安心して市民活動に参加でき
るよう市民活動補償制度の運営等を行い、さらなる市民活動の促進を図る。
　また、特定非営利活動促進法に基づくＮＰＯ法人の認証及び認定事務等を行う。

25,580 千円
市民協働を進めるための協働マニュアルや協働の事例集の作成に取り組むほ

か、市民活動団体等と仙台市が協働して地域社会の身近な課題を解決する「市民
協働事業提案制度」に、複数の団体等が協力して事業を実施する部門を新たに設
けるなど、多様な主体による協働の推進を図る。また、様々な市民が地域課題を
共有したり解決に向けた話し合い等ができる場の運営を行う。

6,210 千円
15,890 千円
2,569 千円
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1 事業名 市民協働による地域づくりの推進

2 当初予算額 3 担当課

4 事業目的

5 事業概要

区民協働まちづくり（※一部）
①　区民との協働による地域の課題解決・活性化
　

②　まちづくり活動助成
　

震災時に地域において中心的な役割を果たした町内会をはじめとした地域団体
等の活動を活性化し、復興まちづくり活動を促進するため、各種支援の充実・強
化を図る。

(6) マンションにおけるコミュニティ形成支援 100 千円
マンション管理組合やマンション周辺町内会等を対象とした研修・セミナーを

開催し、マンション等集合住宅におけるコミュニティ活性化や町内会結成を促進
する。

(7) 地域づくり職員研修（※） 164 千円

(8) 復興まちづくりに向けた町内会等支援 33,251 千円

　市民団体が行うまちづくり活動に対して、公募による助成を行う。

(4) まちづくり活動助成団体フォローアップ 376 千円
各区のまちづくり活動助成団体による事業報告会及び交流会を開催し、専門家

による助言・情報交換などを通じ、各団体の活動の幅を広げるとともに、団体間
の連携の促進を図る。また、助成期間終了後の事業継続に向けた支援を行う。

(5) 町内会合併支援サポート 1,000 千円
　加入世帯の減少や役員の担い手不足等から、単独での活動が困難となった町内
会と、近隣の町内会との合併の円滑な促進のため、合併手順や事例をまとめた冊
子の作成等を行う。

　各区において、地域の課題解決に資する事業や地域発意の地域づくり活動に対
する支援、地域づくりにおける環境整備等を、各区の特性に応じて主体的・機動
的に行う。

(3) 97,665 千円
85,329 千円

各区において、区民との協働により、地域の課題解決や活性化などにつなが
るさまざまな事業を企画・実施する。

　地域の力を結集して地域づくりを進めることを目的に、町内会をはじめとした
地域団体、学校、企業、ＮＰＯ等が連携し、地域の一体感を高め、様々な地域課
題の発掘・解決に資する事業などを市民センターにおいて地域と協働で実施する。

12,336 千円

都市経営

167,056 千円
市民局地域政策課、各区まちづく
り推進課等

市民の暮らしの基盤である地域社会を安心・快適でより良いものとするため、
個々の地域の特性や課題を踏まえながら、市民協働による地域づくりを推進する。

(1) 地域力の創造支援 3,000 千円

(2) 地域活性化の推進 31,500 千円

新 

新 

新 
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①　被災者交流支援
・被災者交流支援

　

・被災者交流活動助成
　

②　応急仮設住宅地区集会所環境整備
　

16,980 千円
10,845 千円

　各区において、仮設住宅入居者などの被災者同士や周辺住民との交流の機
会づくりを進め、被災者の孤立防止などにつながるさまざまな事業を企画・
実施する。

6,135 千円
　町内会をはじめとした地域団体等が行う被災者交流活動に対して、公募に
よる助成を行う。

16,271 千円
プレハブ仮設住宅の集会所を、被災した住民の支援拠点として活用するた

め、コミュニティ支援のために雇用した臨時職員や地域連携担当職員の活動に
必要な電話機をリースするなど、引き続き必要な環境整備を行う。
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1 事業名 市民センターによる地域づくり支援

2 当初予算額 3 担当課

4 事業目的

5 事業概要

(1)　　

・地域の“絆”再生プロジェクト「地域づくり講座」（宮城野区）
・わたしのふるさとプロジェクト（若林区）
・たいはく子育て支援ネットワーク事業（太白区）
・

・５区の事業に係る連絡調整、広報、成果の検証等
・５区の事業の受講者や担当者を対象にした成果報告会等の開催

(2)　　

①　地域づくり支援講座

②　地域づくりへの関心・意欲を高めるための講座等

(3)　　子ども参画型社会創造支援

・Sendai　Aoba　Teen's Club（青葉区）
・子ども参画型社会創造支援事業（宮城野区）
・子どもボランティア事業（若林区）
・エフエムたいはくキッズ情報局2015（太白区）
・アートフルいずみ　ゆめ工房（泉区）

2,124 千円
小学校中・高学年の児童から中学校・高等学校の生徒まで、子どもたちがそれ

ぞれに地域社会の構成員としての意識を育みながら成長していくことを目指し、
子どもたち自身が主体的に参画し、子どもならではの役割と可能性を自由に発揮
できる事業を市民センターにおいて実施する。

①　各区中央市民センターが実施する事業 1,609 千円
382 千円
424 千円
206 千円
261 千円
336 千円

②　生涯学習支援センターが実施する事業 555 千円

学びのまち仙台市民カレッジ 1,516 千円
　地域づくりを牽引する人材を育成するため、地域で活動する市民等を対象に、
地域課題の把握や解決、地域の魅力の向上等において必要とされる知識やスキル
を習得するための、より専門的な学習機会の提供等を実施する。

525 千円
　市民を対象に、市内外における先進事例の紹介や視察、講演等からなる講座
を企画・実施し、地域づくりに必要な知識やスキルを習得するための、より専
門的な学習機会を提供することにより、地域づくりを牽引する人材を育成す
る。

991 千円
　地域づくりに関わる人材の発掘やその拡大等を目指した講座の実施や、大学
等高等教育機関、民間企業、各種団体等との連携強化を図る。

①　各区中央市民センターが実施する事業 1,717 千円
・地域元気クラブ（青葉区） 339 千円

341 千円
348 千円
350 千円

泉区西部のまちおこし、居場所づくり（泉区） 339 千円

24,788 千円 教育局生涯学習支援センター

地域の多様な活動を担う人材の育成や地域の諸団体と関係機関とのコーディネー
ト、地域情報の収集･提供などを行うことにより、市民自らが地域課題に向き合い住
み良いまちづくりに取組むことができるようにする。

住民参画・問題解決型学習推進 2,272 千円
各区中央市民センターのコーディネートのもと、住民と市民センターの協働に

より、高等教育機関等の専門家の助言等を受けながら、地域課題を発見し、課題
解決にあたる協働事業を区毎に実施する。

都市経営
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・５区の事業に係る連絡調整、広報、成果の検証等
・５区の事業の受講者や担当者を対象にした成果報告会等の開催

(4)　　若者社会参画型学習推進

・若者によるまちづくり実践塾（青葉区）
・まいぷろ（Miyaginoku for Young Program）（宮城野区）
・仙白園プロジェクト・人（若林区）
・仙台学生ネットワーク事業「つながりんぐ」（太白区）
・ＩＣＰ （Izumi Community Project） （泉区）

・５区の事業に係る連絡調整、広報、成果の検証等
・５区の事業の受講者や担当者を対象にした成果報告会等の開催

(5)　　学習情報提供

② 生涯学習支援センターが実施する事業 515 千円

2,192 千円
地域づくり活動への参加を通して復興支援等の担い手となる若者の力を育むた

め、若者が身近な地域をより良くすることに関心を持ち、自発的・主体的に関わ
りを持つきっかけとなる講座等を市民センターにおいて実施する。

16,684 千円
学習情報レファレンスシステムの運用管理等を行い、各市民センターが主催す

る講座や生涯学習に関する情報等をホームページ等で提供・発信する。

①　各区中央市民センターが実施する事業 1,745 千円
337 千円
340 千円
346 千円
380 千円
342 千円

②　生涯学習支援センターが実施する事業 447 千円
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1 事業名 地域施設整備

2 当初予算額 3 担当課

4 事業目的

5 事業概要

(1)　　市民センター整備（※）
①　鶴ケ谷市民センター改築工事

②　若林区中央市民センター別棟改築実施設計

③　西多賀市民センター改築実施設計

④　三本松市民センター大規模修繕

⑤　根白石市民センター大規模修繕設計

○　市民センター　平成27年1月末現在　60館開館

　平成25～27年度

設　計　費　等 27,063千円

開　館　予　定

都市経営

2,274,369 千円
市民局地域政策課、建設局総務
課、各区中央市民センター、各区
まちづくり推進課、各区公園課

地域における活動・交流の拠点である市民センター、コミュニティ・センター等
の整備を推進する。

958,179 千円

整　備　箇　所 　宮城野区鶴ケ谷地内

工　事　年　次 　平成26～27年度

工　事　費　等 639,446千円

開　館　予　定 　平成28年度

整　備　箇　所 　若林区南小泉地内

設　計　年　次

　平成29年度

整　備　箇　所 　太白区西多賀地内

設　計　年　次 　平成26～27年度

設　計　費　等 30,776千円

開　館　予　定 　平成30年度

整　備　箇　所 　青葉区堤町地内

事　業　年　次 　平成27年度

工　事　費　等 250,526千円

整　備　箇　所 　泉区根白石地内

事　業　年　次 　平成27年度

設　計　費　等 10,368千円

新 
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(2)　　コミュニティ・センター整備（※）
①　（仮称）西山コミュニティ・センター新築工事

②　東六郷コミュニティ・センター改築工事

③　向陽台コミュニティ・センター増築工事設計

④ 南光台コミュニティ・センター大規模修繕

⑤　通町コミュニティ・センター大規模修繕設計

⑥　七郷六丁目コミュニティ・センター大規模修繕設計

○　コミュニティ・センター　平成27年1月末現在　70館開館

(3)　　コミュニティ施設等整備

(4)　　地域生活関連整備

975,171 千円

整　備　箇　所 　宮城野区西山地内

工　事　年　次 　平成27年度

工　事　費　等 399,994千円

整　備　箇　所 　泉区向陽台地内

事　業　年　次 　平成27年度

設　計　費　等 17,059千円

開　館　予　定 　平成28年度

整　備　箇　所 　若林区二木地内

工　事　年　次 　平成27年度

工　事　費　等 361,264千円

開　館　予　定 平成28年度

整　備　箇　所 　泉区南光台地内

事　業　年　次 　平成27年度

事　業　年　次 　平成27年度

設　計　費　等 5,951千円

83,248 千円
コミュニティ・センターや地区集会所などの身近な地域施設の緊急的な修繕等

の予算を計上する。

257,771 千円
　道路や公園、街灯などの身近な公共施設の緊急的な修繕等の予算を計上する。

工　事　費　等 182,626千円

整　備　箇　所 　青葉区通町地内

事　業　年　次 　平成27年度

設　計　費　等 8,277千円

整　備　箇　所 　若林区六丁の目中町地内

新 

新 

新 
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1 事業名 総合計画の推進

2 当初予算額 3 担当課

4 事業目的

5 事業概要

(1)
①　市民意識調査

(2) 政策推進検討調査等 30,316 千円
今後の地域政策の展開に向けた検討を進めるにあたって、地域毎の人口推計総

合データベースを構築するなど、本市の政策形成や重要施策の企画等に向けたシ
ステムの構築や各種調査を行う。

都市経営

39,850 千円 まちづくり政策局政策企画課

総合計画について、市民と理念を共有し共にまちづくりを進めるため、適切な進
行管理と評価を行うとともに、今後の政策推進に向けた各種調査を行う。

計画の実効性の確保 9,534 千円
2,496 千円

総合計画の評価・点検にあたり、計画の推進状況に関する市民の評価やニー
ズの変化を把握するための市民意識調査を実施する。

②　評価･点検の実施 7,038 千円
施策推進や指標達成の状況、市民意識調査結果を集約整理し、その資料に基

づき、市民協働の手法を取り入れて、適切な評価・点検を行う。
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1 事業名 持続可能な行財政基盤の確立

2 当初予算額 3 担当課

4 事業目的

5 事業概要

(1) 滞納整理の強化
①　市税・国民健康保険料等催告センター事業
② 保育料収納率向上事業

(4) （仮称）南吉成学校給食センター整備（※） 6,252 千円

120,659 千円
13,485 千円

(2) 公共施設総合マネジメント推進 11,614 千円

都市経営

6,144,303 千円

財政局財政課、資産マネジメント
推進室、納税管理課、健康福祉局
保険年金課、子供未来局保育課、
教育局健康教育課、生涯学習課

震災復興を支える持続可能な財政基盤を確立するため、市税等の更なる収納率の
向上の取組みや、公共施設総合マネジメント、公共施設の長寿命化のための大規模
改修等の推進、民間活力の導入等により、歳入・歳出両面にわたる取組みを推進す
る。

134,144 千円

公共施設総合マネジメントプランに基づき、総合的な管理・保全の強化、現有
施設活用の徹底、施設の質・量の適正化などの取組方策の具体化を進め、段階的
に実施する。具体には、長寿命化の推進を踏まえた施設耐久性能の調査、施設管
理・保全の強化に向けた専門的な人材育成などに取組む。

(3) 公共施設の長寿命化の推進（※一部） 5,971,076 千円
公共施設利用における安全、安心を確保するとともに、今後増大が見込まれる

更新、改修費用等の平準化を図り、今後の財政運営をより確かなものとするた
め、公共施設長寿命化推進基金を活用し、公共施設の大規模改修等をこれまでよ
りも積極的に進める。（平成26年度当初予算額2,897,470千円）

平成26年度に締結した「(仮称)仙台市南吉成学校給食センター整備に関する特
定事業契約(ＰＦＩ事業契約)」に基づき、平成28年8月下旬の稼働開始を目指し
て、現在の加茂学校給食センター及び宮城学校給食センターを統合した代替施設
の設計・建設を進める。

また、市内全ての学校で食物アレルギー対応食の提供が可能となるよう、新た
な学校給食センターにはアレルギー対応食専用調理室を整備し、既に専用調理室
を整備しているセンターと連携して全市的な提供体制を確立する。

【整備スケジュール】
　（平成26年度　　　ＰＦＩ事業者の選定及び特定事業契約の締結）
　　平成26～28年度　設計・建設
　　平成28年度　　　稼働開始　※ 夏季休業期間明けを予定
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(5) 科学館ＰＦＩ導入検討

(6) 学校給食費公会計化

20,161 千円

現在、各学校長が私会計により管理している学校給食費について、会計面での
透明性向上、学校事務職員の事務負担軽減等のため、市が一括して管理する公会
計へ移行する。学校給食費の公会計化に当たり、会計処理を適正かつ効率的に行
うための給食会計管理システム導入に向け、平成27年度においては、システム導
入効果調査及び先進都市の視察を行う。

科学館の長寿命化、魅力の向上等を図るために実施する施設の大規模改修にお
いて、より効果的、効率的に整備を進めるため、アドバイザーの支援を受けなが
ら、ＰＦＩ手法の導入について具体的な検討を進める。

【事業スケジュール】
　　平成27年度　　アドバイザーの支援を受けながら実施方針の策定・公表、
　　　　　　　　　特定事業の選定・公表を実施（予定）

1,056 千円



－109－

1 事業名 人材育成機能の強化等

2 当初予算額 3 担当課

4 事業目的

5 事業概要

人材育成機能の強化
① 職員のキャリア形成の支援

② 管理監督職員の人材育成能力の向上
　

・管理監督職員向けＯＪＴ研修
・コーチング研修
・人事評価者面談研修
・ 職員セミナー
・自治大学校等派遣

職員の協働力育成
① 地域づくり職員研修（※）
　

② 市民協働基礎セミナー
　
③ 市民協働実践研修（ＮＰＯとの協働研修）（※一部）
　

(3)　情報化人材の育成
　①　情報化人材育成研修

②　情報リテラシー向上研修

都市経営

(2) 1,073 千円
164 千円

職員一人ひとりの意識啓発とスキルアップを目指すため、地域づくりに関係
する職員を対象とした研修を実施する。

92 千円
367 千円
400 千円

2,600 千円

1,112 千円

(1) 5,379 千円
808 千円

職員一人ひとりが自らの適性や経験を踏まえ、自ら定めた将来像に向かって
自己実現を図ることができるよう研修を通して支援する。

4,571 千円
管理監督職員が自らの意識を新たにし、各職場において「自ら考え行動する

意識・意欲の高い職員」の育成が適切に行われるよう、ＯＪＴ推進のための研
修を行う。また、部下職員の能力開発に必要な面談スキルやコミュニケーショ
ン能力の向上を図るための研修、組織力の強化を図るためのセミナーを実施す
るとともに、政策形成能力及び行政管理能力の修得等を目指し、職員派遣を行
う。

　ＩＣＴの知識やスキルを習得するため、一般職員向けの研修や情報システムを
担当する職員を対象とした研修を実施する。

583 千円
情報システム最適化を推進するとともに職員の情報リテラシーの向上を図る

ため、情報処理に関する国家試験の一つであるＩＴパスポート試験を活用した
研修を実施する。

11,601 千円
総務局職員研修所、まちづくり政
策局情報政策課、市民局地域政策
課、市民協働推進課

人材育成基本方針に基づく取り組みを計画的に進めるために、職員のキャリア形
成の支援や管理監督職員の人材育成能力、職員の協働力及び情報リテラシーの向上
を図ることにより、時代の要請に応えられる人材を育成する。

5,149 千円
4,566 千円

100 千円
　職員全体に広く市民協働意識を広めるセミナーを実施する。

809 千円
職員の市民協働やＮＰＯに関する理解を深めるために、ＮＰＯの活動現場で

の実地体験を含めた研修を実施する。

新 
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1 事業名 仙台経済成長デザイン

2 当初予算額 3 担当課

4 事業目的

5 事業概要

(1)

①　販路拡大支援
②　中小企業総合支援
③　企業等支援
④　新事業創出支援
⑤　東北復興交流パーク
⑥　商店街にぎわい創出・基盤整備
⑦　キャリア・コンサルティング
⑧　若年求職者支援
⑨　合同企業就職説明会開催
⑩　地元企業人材育成・確保支援
⑪　その他中小企業・新事業創出総合支援
⑫　経済産業政策推進
⑬　ストック活用型都市再生推進
⑭　大規模小売店舗立地法運用
⑮　商工会議所・商工会補助金
⑯　（公財）仙台市産業振興事業団補助
⑰　緊急雇用創出
⑱　事業復興型雇用創出（緊急雇用）

(2)

①　国家戦略特区の指定に向けた取組み
②　起業支援
③　商店街にぎわい創出・基盤整備
④　ストック活用型都市再生推進
⑤　農業担い手育成
⑥　農商工連携推進

(3)

①　観光客誘致宣伝
②　秋保・作並地区観光振興
③　仙台七夕まつり協賛会負担金
④　仙台・青葉まつり開催補助金
⑤　ＳＥＮＤＡＩ光のページェント開催補助金
⑥　その他まつり等開催支援
⑦　広域観光推進

35,000 千円
32,000 千円
30,000 千円
12,500 千円

ウェルカム！仙台・東北（※） 9,260,295 千円
　大規模国際会議の誘致や新たな市場開拓による集客交流促進を行う。

62,928 千円

328,540 千円
89,680 千円

5,552 千円
3,404 千円
9,722 千円

594 千円
47,811 千円

1,030 千円
16,800 千円
238,470 千円
435,579 千円
643,795 千円

20,000 千円

スタートアップ・センダイ（※） 195,579 千円
　新たに生まれるニーズ・市場に対応するために多様な起業家の育成を行う。

10,740 千円
34,832 千円
22,768 千円

40,922 千円

12,337 千円

注：当該事業内で再掲があるため(1)から
(9)の合計額は当初予算額と一致しない

その他

15,832,715 千円 経済局経済企画課（とりまとめ）

復興後の地域の産業振興を見据え、新規開業の促進や中小企業の高付加価値化、
交流人口の拡大など、仙台経済の持続的成長と東北各地への経済効果波及の促進に
向けた９つのプロジェクトを戦略的に推進する。

107,107 千円

チャレンジ中小企業（※一部） 1,616,310 千円
　新分野進出や経営の高度化を通じて中小企業の成長促進を図る。

8,181 千円

37,417 千円

22,768 千円
863 千円

66,317 千円

20,000 千円

4,880 千円

新 

新 

新 
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⑧　観光施設整備
⑨　観光施設運営管理
⑩　海外プロモーション
⑪　国際姉妹都市・友好都市等との交流
⑫　仙台駅周辺交通結節機能強化推進
⑬　青葉通再整備（一部）
⑭　海岸公園再整備
⑮　総合公園整備
⑯　動物公園再整備
⑰　動物公園魅力アップ
⑱　震災復興メモリアル事業
⑲　震災メモリアル・市民協働プロジェクト
⑳　仙台・宮城ミュージアムアライアンス（ＳＭＭＡ）
㉑　文化振興
㉒　スポーツ推進（一部）
㉓　コンベンション誘致
㉔　主要国首脳会議（サミット）誘致
㉕　仙台国際センター運営管理
㉖　仙台国際センター大規模修繕
㉗　青葉山公園整備（国際センター地区整備）
㉘　（公財）仙台観光国際協会補助
㉙　商店街にぎわい創出・基盤整備
㉚　ストック活用型都市再生推進

(4)

①　起業支援
②　キャリア・コンサルティング
③　若年求職者支援
④　合同企業就職説明会開催
⑤　地元企業人材育成・確保支援
⑥　働く女性の活躍推進
⑦　農商工連携推進

(5)

①　首都圏企業プロモーション
②　ものづくり関連産業復旧・復興支援
③　企業立地等促進助成
④　仙台港地区復興支援
⑤　次世代エネルギー創出促進
⑥　フィンランドプロジェクト推進
⑦　ＩＴ産業国際連携促進
⑧　クリエイティブ産業振興
⑨　蒲生北部地区復興再整備（特別会計）

(6)

①　産学連携推進
②　御用聞き型企業訪問
③　ものづくり関連産業復旧・復興支援

24,506 千円
3,531 千円

34,037 千円

3,372 千円
30,699 千円
5,436 千円

17,188 千円
2,455,498 千円

本市が持つ知的資源や人材をはじめとした優れたビジネス環境を活かし、投資
促進を行う。

テクノロジー都市・仙台（※） 155,074 千円
製品・サービスの付加価値と競争力の向上を図るため、産学連携による技術革

新の支援を行う。

66,317 千円
1,710 千円

インベスト・センダイ（※） 2,998,004 千円

25,410 千円
34,037 千円
173,130 千円
253,234 千円

20,000 千円

ウーマノミクス（※） 122,400 千円
　女性の社会進出に伴う新たな成長市場に対応したビジネス創出支援を行う。

34,832 千円
863 千円

5,552 千円

9,722 千円
3,404 千円

42,457 千円
61,382 千円

11,530 千円
10,723 千円
247,766 千円
16,820 千円
263,055 千円
22,768 千円

136,127 千円

11,885 千円
95,327 千円

135,156 千円
61,561 千円

10,546 千円
1,139,300 千円

36,167 千円

579,887 千円
834,215 千円

6,200 千円
23,634 千円

4,440,802 千円

462,339 千円

新 

新 

新 

新 
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④　フィンランドプロジェクト推進
⑤　ＩＴ産業国際連携促進
⑥　エコモデルタウン推進
⑦　次世代エネルギー創出促進
⑧　起業支援
⑨　クリエイティブ産業振興

(7)

①　クリエイティブ産業振興
②　販路拡大支援
③　国際経済交流
④　農商工連携推進
⑤　創造都市推進（一部）
⑥　ストック活用型都市再生推進

(8)

①　農商工連携推進
②　農業園芸センター再整備
③　農業園芸センター運営管理
④　その他農業の高付加価値化推進支援
⑤　農業担い手育成
⑥　水田農業活性化
⑦　農業用機械施設等整備費補助金
⑧　中山間地域等直接支払交付金
⑨　多面的機能支払交付金
⑩　農作物有害鳥獣対策
⑪　市民連携農業推進
⑫　その他農地保全推進
⑬　東日本大震災農業生産対策交付金
⑭　農業生産早期再興対策
⑮　農業生産復旧促進
⑯　農地利用集積促進
⑰　ほ場整備関連農地集積促進
⑱　その他東部農業振興
⑲　植林
⑳　市有林管理
㉑　みんなの森づくり
㉒　林道整備
㉓　民有林振興
㉔　森林病害虫駆除
㉕　森林整備地域活動支援
㉖　幹線水路改修
㉗　農業用用排水路整備
㉘　農道整備
㉙　ため池整備
㉚　農業用施設補修
㉛　その他農業基盤整備
㉜　土地改良施設維持管理適正化
㉝　土地改良事業費補助

17,119 千円
14,478 千円
19,265 千円

845 千円
40,087 千円
22,576 千円
6,377 千円
8,000 千円
59,600 千円
62,283 千円

648 千円
89,584 千円

30,699 千円
5,436 千円
1,473 千円
3,372 千円
34,832 千円
17,188 千円

131,063 千円
クリエイティブ産業との連携により、既存産業の高付加価値化や競争力強化を

図るとともに、地域の資源を活用した新事業の創出を行う。
17,188 千円
8,181 千円

11,939 千円
66,317 千円
7,438 千円

20,000 千円

22,500 千円
6,000 千円
85,050 千円
15,699 千円
11,619 千円
5,523 千円

クール・センダイ（※）

仙台農業・地域創造産業化（※） 1,547,932 千円
多様な農業経営体の育成や６次産業化の促進により農業の収益性の向上を図

る。
66,317 千円
150,900 千円
79,969 千円
19,402 千円
40,922 千円
323,315 千円
15,336 千円
18,656 千円
99,067 千円
11,851 千円
8,530 千円
338 千円

150,000 千円
75,000 千円

1,076 千円

新 

新 

新 
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(9)

①　エコモデルタウン推進
②　次世代エネルギー創出促進
③　仙台国際センター運営管理
④　仙台国際センター大規模修繕
⑤　青葉山公園整備（国際センター地区整備）
⑥　東西線フル活用プラン推進（一部）

1,473 千円
3,372 千円

10,723 千円
247,766 千円
16,820 千円
447,938 千円

まちづくり駆動型ビジネス（※） 728,092 千円
　多様なプロジェクトを契機とした新たなビジネスの創出支援を行う。
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1 事業名 公共用地先行取得

2 当初予算額 3 担当課

4 事業目的

5 事業概要

都市計画街路事業用地

道路新設改良事業用地

郡山諏訪籠ノ瀬線

柳生台畑1号線外1線

南前町線

駕籠沢日野線

児童館移転改築

249,179

751,506

主 な 路 線 ・ 箇 所

宮沢根白石線（南鍛冶町工区）

郡山折立線（大野田工区）

川内旗立線（川内工区）

仙台松島線（大梶工区）

南宮北福室線

その他

1,041,023 千円 財政局財政課

道路や公園整備等の円滑な実施を図るため、土地開発基金を活用して、公共用地の
先行取得を行う。

事業費(千円)事 業 名

1,041,023

40,338その他公共事業用地

合 計
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(1)　区予算権限の拡充

①　地域活性化推進事業

　動的に行うため、新規事業を創設。 （総額 31,500千円）

②　その他

　・地区集会所借上補助の予算権限を区に移譲。

　・地区集会所借上補助の拡充。

(2)　各区における主な事業（再掲）

（青葉区）

分野 頁

・復興公営住宅建設（（仮称）霊屋下第二、（仮称）角五郎） 復興プロジェクト 3

・国際センター駅周辺整備 復興プロジェクト 16

・校舎等建設（（仮称）広瀬第二中） 学び活力 27

・校舎増築・プール改築（上杉山通小） 学び活力 27

・プール改築・解体（吉成小） 学び活力 27

・学校用地整備（三条中） 学び活力 27

・（仮称）南吉成学校給食センター整備 学び活力 28

・児童館改築設計・用地取得（落合） 地域支え合い 41

・仙台駅西口駅前広場再整備 自然都市 69

・青葉通再整備 自然都市 69

・
東西線関連自転車等駐車場整備（青葉山駅、川内駅、国際センター
駅、大町西公園駅、青葉通一番町駅、仙台駅）

自然都市 73

・道路新設改良（宮城教育大学南線、高畑定義線　等） 自然都市 82

・橋りょう維持補修（山屋敷橋、十開橋　等） 自然都市 83

・橋りょう震災対策（大橋　等） 自然都市 83

・公園整備（青葉山公園、西公園、台原森林公園、中山台西公園　等） 魅力活力 98

・区民協働まちづくり 都市経営 100

・市民センター大規模修繕（三本松） 都市経営 104

・コミュニティ・センター大規模修繕設計（通町） 都市経営 105

・地域生活関連整備 都市経営 105

区 関 係 予 算

　　区の特性に応じ、地域の課題解決に資する事業や地域づくりの環境整備等を主体的・機

　事　　　　業　　　　名
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（宮城野区）

分野 頁

・津波避難施設整備 復興プロジェクト 1

・蒲生北部地区復興再整備 復興プロジェクト 2

・復興公営住宅建設（（仮称）鶴ケ谷第三） 復興プロジェクト 3

・海岸公園再整備（蒲生地区） 復興プロジェクト 9

・校舎等新増改築（岩切小、岩切中） 学び活力 27

・高齢者福祉施設用地造成（鶴ケ谷） 地域支え合い 37

・障害福祉サービス事業所用地造成（鶴ケ谷） 地域支え合い 39

・マイスクール児童館設計（（仮称）東宮城野） 地域支え合い 41

・雨水ポンプ場整備（西原、中野、鶴巻） 地域支え合い 47

・仙台駅東第二地区土地区画整理 自然都市 77

・鶴ケ谷第一市営住宅団地再整備推進 自然都市 79

・
都市計画街路整備（元寺小路福室線（宮城野橋）、元寺小路福室線外1
線（五輪））

自然都市 81

・
道路新設改良（東部復興道路、岩切駅自由通路整備、仙台松島線外2線
等）

自然都市 82

・橋りょう維持補修（中野栄駅自由通路　等） 自然都市 83

・公園整備（高砂中央公園、与兵衛沼公園　等） 魅力活力 98

・区民協働まちづくり 都市経営 100

・市民センター改築工事（鶴ケ谷） 都市経営 104

・コミュニティ・センター新築工事（（仮称）西山） 都市経営 105

・地域生活関連整備 都市経営 105

　事　　　　業　　　　名
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（若林区）

分野 頁

・津波避難施設整備 復興プロジェクト 1

・
復興公営住宅建設（（仮称）荒井南、（仮称）荒井南第二、（仮称）
卸町）

復興プロジェクト 3

・海岸公園再整備（荒浜地区、井土地区、藤塚地区） 復興プロジェクト 9

・学校用地整備（六郷小） 地域支え合い 27

・のぞみ苑電気設備交換 地域支え合い 39

・子育てふれあいプラザ建設設計（（仮称）若林） 地域支え合い 41

・児童館改築実施設計（若林区中央） 地域支え合い 41

・
東西線関連自転車等駐車場整備（連坊駅、薬師堂駅、卸町駅、六丁の
目駅、荒井駅）

自然都市 73

・荒井地区土地区画整理 自然都市 77

・都市計画街路整備（宮沢根白石線（南鍛冶町）、薬師堂駅前線） 自然都市 81

・道路新設改良（東部復興道路、狐小路尼寺（その1）線　等） 自然都市 82

・橋りょう維持補修（笹屋敷2号橋） 自然都市 83

・橋りょう震災対策（広瀬橋　等） 自然都市 83

・公園整備（卸町公園　等） 魅力活力 98

・区民協働まちづくり 都市経営 100

・市民センター改築実施設計（若林区中央別棟） 都市経営 104

・コミュニティ・センター改築工事（東六郷） 都市経営 105

・コミュニティ・センター大規模修繕設計（七郷六丁目） 都市経営 105

・地域生活関連整備 都市経営 105

　事　　　　業　　　　名
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（太白区）

分野 頁

・復興公営住宅建設（（仮称）茂庭第二） 復興プロジェクト 3

・屋内運動場解体・プール解体・学校用地整備（八木山小） 学び活力 27

・学校大規模改造（郡山小　等） 学び活力 27

・特別養護老人ホーム建設費補助（富沢、山田、愛宕） 地域支え合い 37

・八木山つどいの家改修 地域支え合い 39

・児童館改築実施設計（西多賀） 地域支え合い 41

・道路防災対策（赤石樽道線、仙台山寺線　等） 地域支え合い 45

・雨水ポンプ場整備（長町第一） 地域支え合い 47

・東西線関連自転車等駐車場整備（八木山動物公園駅） 自然都市 73

・富沢駅周辺地区土地区画整理 自然都市 78

・
都市計画街路整備（郡山折立線（大野田、鈎取）、長町八木山線（西
の平・土手内）、東中田線外1線）

自然都市 81

・道路新設改良（袋原平淵線　等） 自然都市 82

・橋りょう維持補修（越路橋　等） 自然都市 83

・橋りょう震災対策（栗木橋） 自然都市 83

・観光施設整備（姉滝橋　等） 魅力活力 87

・八木山動物公園再整備 魅力活力 91

・公園整備（茂庭公園　等） 魅力活力 98

・区民協働まちづくり 都市経営 100

・市民センター改築実施設計（西多賀） 都市経営 104

・地域生活関連整備 都市経営 105

　事　　　　業　　　　名
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（泉区）

分野 頁

・特別養護老人ホーム建設費補助（根白石） 地域支え合い 37

・サンホーム改築 地域支え合い 39

・児童センター大規模修繕（加茂） 地域支え合い 41

・児童センター大規模修繕設計（寺岡） 地域支え合い 41

・児童館耐震補強（将監西） 地域支え合い 41

・児童館改築（将監） 地域支え合い 41

・児童館外構・緑化・旧館解体（向陽台） 地域支え合い 41

・道路防災対策（杉ノ崎蒜但木線　等） 地域支え合い 45

・路上駐停車の抑止及びキス＆ライド適正利用の啓発 自然都市 75

・都市計画街路整備（宮沢根白石線外1線（浦田）） 自然都市 81

・道路新設改良（南前町線 等） 自然都市 82

・橋りょう整備（古屋敷橋） 自然都市 83

・橋りょう維持補修（馬橋） 自然都市 83

・公園整備（七北田公園　等） 魅力活力 98

・区民協働まちづくり 都市経営 100

・市民センター大規模修繕設計（根白石） 都市経営 104

・コミュニティ・センター増築工事設計（向陽台） 都市経営 105

・コミュニティ・センター大規模修繕（南光台） 都市経営 105

・地域生活関連整備 都市経営 105

　事　　　　業　　　　名
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